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◇
　
凡
例
　
◇

一
、〈
原
則
〉

〈
原
則
〉

〈
原
則
〉

〈
原
則
〉

〈
原
則
〉
全
体
を
通
し
て
、
可
能
な
限
り
古
文
書
原
本
に
忠
実
に
読
解
文
を

表
記
す
る
。

◇
原
文
が
旧
漢
字
の
時
は
、
活
字
が
あ
る
限
り
旧
漢
字
で
表
記
す
る
。
活
字
が
無
い
と
き
に
限
り
　

常
用
漢
字
を
使
用
す
る
。

◇
異
体
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
る
。
　〈
例
〉
＝
　
　（
等
）、　 

（
事
）、　
　（
迄
）

◇
変
体
仮
名
は
原
文
通
り
と
す
る
。
　〈
例
〉
＝
者
（
は
）、
幾
（
き
）、
茂
（
も
）、
与
（
と
）、

          

尓
（
に
）、
江
（
え
）、
之
（
の
）、
而
（
て
）、
連
（
れ
）　
な
ど
。

◇
助
詞
も
原
文
通
り
表
記
す
る

　
　
　
　
　
ヨ
リ
、
よ
り
、
ニ
テ
、
ニ
而
（
ニ
て
）、　
　
　
ニ
て
、
候
得
共
（
候
え
共
）、 

ニ
付

◇
活
字
が
無
い
合
字
・
省
字
に
は
常
用
漢
字
を
用
い
る
。

　
　
　
　
　〈
例
〉　
　
　
よ
り
、
ト
モ
、
ト
キ
、
と
し
て
（
〆
）、
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
但
し
、
活
字
が
あ
る
も
の
は
原
文
の
通
り
。〈
例
〉
廿
、
杢
、
な
ど

◇
繰
り
返
し
の
表
記
　〈
漢
字
〉
〃
↓
々
、〈
仮
名
〉
ゝ
　〈
二
字
以
上
〉
／
＼
　

　    

　
　
　

一
、 

文
字
の
大
き
さ

文
字
の
大
き
さ

文
字
の
大
き
さ

文
字
の
大
き
さ

文
字
の
大
き
さ

　
　 

◇
助
詞
等
に
右
寄
せ
の
小
文
字
表
記
は
適
用
し
な
い
。
全
文
を
同
じ
大
き
さ
の
活
字
で
表

　

　
記
す
る
。

◇
返
り
点
は
使
用
し
な
い
。
代
わ
り
に
難
読
個
所
に
は
ヨ
ミ
の
ル
ビ
を
打
つ
。

以
上
は
Ｈ
Ｐ
にhtml

表
記
す
る
場
合
、
縦
書
き
を
横
書
表
記
に
変
更
す
る
場
合
な
ど
に

生
じ
る
諸
問
題
を
回
避
す
る
為
で
あ
る
。

一
、
誤
字
、

誤
字
、

誤
字
、

誤
字
、

誤
字
、
誤
記
、

誤
記
、

誤
記
、

誤
記
、

誤
記
、
衍
字
、

衍
字
、

衍
字
、

衍
字
、

衍
字
、
あ
て
字
な
ど

あ
て
字
な
ど

あ
て
字
な
ど

あ
て
字
な
ど

あ
て
字
な
ど

◇
右
傍
に
正
字
を
ル
ビ
で
示
し
〈
ｘ
カ
〉
と
す
る
。
但
し
、
明
ら
か
な
誤
字
は
正
字
と
置
き
換
え

　
る
。

 

◇
意
味
不
明
の
場
合
は
（
マ
マ
）
を
付
す
。

 

◇
あ
て
字 

に
は
正
字
で
ル
ビ
を
打
つ
。

 

◇
重
複
（
衍
字
）
の
場
合
は
（
衍
カ
）
と
注
記
す
る
。

一
、
欠
字
、

欠
字
、

欠
字
、

欠
字
、

欠
字
、
虫
損
、

虫
損
、

虫
損
、

虫
損
、

虫
損
、
そ
の
他
判
読
不
能
箇
所

そ
の
他
判
読
不
能
箇
所

そ
の
他
判
読
不
能
箇
所

そ
の
他
判
読
不
能
箇
所

そ
の
他
判
読
不
能
箇
所

◇
欠
字
は
□
で
表
す
。
字
数
が
確
認
出
来
る
と
き
は
□
□
で
文
字
数
だ
け
□
で
埋
め
る
。
字
数
が

　
判
ら
な
い
と
き
は
　
　
　
で
示
す
。
推
読
可
能
な
欠
字
は
□
に
推
読
文
字
の
ル
ビ
を
打
ち
〈
ｘ

　
カ
〉
と
表
記
す
る
。

◇
判
読
不
能
個
所
は
　
な
い
し
　
　
　
で
示
す
。
　

◇
虫
損
破
壊
で
判
読
で
き
な
い
箇
所
も
同
様
と
し
虫
損
と
す
る
。 

　

◇
推
読
個
所
は
同
じ
く
　
　
　
で
示
し
、
右
傍
に
（
…
カ
）
と
注
記
す
る
。

一
、
抹
消
部
分

抹
消
部
分

抹
消
部
分

抹
消
部
分

抹
消
部
分

◇
抹
消
部
分
は
読
解
し
な
い
（
含
、
見
せ
消
ち
や
抹
消
文
字
の
横
に
〃
を
付
け
た
場
合
な
ど
）

一
、
氏
名
氏
名
氏
名
氏
名
氏
名
・・・・・
地
名
な
ど
固
有
名
詞
の
連
記

地
名
な
ど
固
有
名
詞
の
連
記

地
名
な
ど
固
有
名
詞
の
連
記

地
名
な
ど
固
有
名
詞
の
連
記

地
名
な
ど
固
有
名
詞
の
連
記
に
は
中
黒
（
・
）
を
付
け
区
分
す
る
。

一
、
朱
書
、

朱
書
、

朱
書
、

朱
書
、

朱
書
、
後
筆
、

後
筆
、

後
筆
、

後
筆
、

後
筆
、
付
箋
な
ど

付
箋
な
ど

付
箋
な
ど

付
箋
な
ど

付
箋
な
ど

◇
該
当
部
分
を｢｣

で
囲
み
、
封
紙
ウ
ワ
書
、
端
裏
書
、
端
書
、
裏
書
、
朱
書
、
異
筆
、
後
書
、
付

　
箋
、
張
紙
、
刎
紙
な
ど
と
注
記
し
て
表
記
す
る
。

一
、
花
押
花
押
花
押
花
押
花
押
・・・・・
印
章
な
ど

印
章
な
ど

印
章
な
ど

印
章
な
ど

印
章
な
ど

◇
花
押
が
書
か
れ
て
い
る
場
所
に
花
押
と
記
し
、
印
章
が
押
さ
れ
て
い
る
と
き
は
〈
印
〉
で
表
す
。

一
、
注
釈
注
釈
注
釈
注
釈
注
釈

◇
人
名
、
地
名
、
特
殊
な
用
語
、
現
代
使
用
さ
れ
て
い
な
い
用
語
、
特
殊
な
表
記
な
ど
の
説
明
に

　
は
「
注
ｘ
」
を
付
け
頁
毎
に
脚
注
を
付
け
る
。

◇
長
い
注
記
が
必
要
な
場
合
に
は
、
巻
末
補
注
を
設
け
る
。

◇
西
暦
年
数
、
時
刻
な
ど
簡
単
な
摘
要
は
注
釈
代
わ
り
に
適
宜
ル
ビ
を
付
け
る
。

◇
割
り
注
は
原
文
通
り
に
表
記
す
る
。
　

一
、
出
典
、

出
典
、

出
典
、

出
典
、

出
典
、
参
考
文
献

参
考
文
献

参
考
文
献

参
考
文
献

参
考
文
献

◇
出
典
は
原
則
と
し
て
著
者
と
書
名
を
表
記
し
必
要
に
応
じ
て
頁
数
を
示
す
。
HP
は
URL
を
表
記

　
す
る
。

◇
参
考
文
献
は
巻
末
の
一
覧
表
に
詳
細
を
示
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
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◇
　
序
文
　
◇

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
の
「
益
田
家
文
書
」
の
中
に
元
禄
時
代
に
益
田
家

中
で
起
こ
っ
た
「
元
禄
組
騒
動
」
の
記
録
が
あ
る
。
ま
た
、
益
田
家
文
書
の

一
つ
で
あ
る
「
小
山
私
記
拾
遺
」
に
は
こ
の
事
件
の
要
点
が
記
述
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
史
料
を
辿
っ
て
「
元
禄
組
騒
動
」
と
は
一
体
ど
う
い
う
事
件

で
あ
っ
た
の
か
を
辿
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

[[ [[[

ⅠⅠⅠⅠⅠ]] ]]]

　
ま
え
が
き

　
ま
え
が
き

　
ま
え
が
き

　
ま
え
が
き

　
ま
え
が
き
　

毛
利
家
永
代
家
老
益
田
家
で
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、
石
見
国
益
田
か
ら

長
門
国
須
佐
へ
移
住
し
て
以
後
明
治
維
新
に
至
る
ま
で
の
徳
川
時
代
270
余
年

の
間
に
武
士
階
級
の
騒
動
が
都
合
３
回
起
こ
っ
て
い
る
。

第
１
回
目
が
今
回
取
り
上
げ
る
「
元
禄
組
騒
動
」
で
元
禄
六
癸
酉(1693)
年

二
月
に
発
生
し
、翌
七
甲
戌(1694)

年
六
月
十
日
の
お
仕
置
き
で
決
着
し
て

い
る
。

第
２
回
目
は
寛
政
十
二(1800)

年
か
ら
享
和
二
年(1802)

に
及
ぶ「
須
佐
騒

動
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、2008

年
に
須
佐
郷
土
史
研
究
会

東
京
部
会
が
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
、そ
の
成
果
を
Ｈ
Ｐ
に
発
表
し

た
。

第
３
回
目
が
幕
末
の
「
須
佐
内
訌
事
件
」
で
あ
る
。
蛤
御
門
の
変
の
責
任
を

取
っ
た
「
三
家
老
切
腹
」
で
益
田
親
施
が
死
去
し
た
後
、
益
田
家
中
を
二
分

し
た
事
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
の
顛
末
は
「
回
天
実
記
」
と
い
う
詳
細
な

記
録
が
京
都
大
学
付
属
図
書
館
尊
攘
堂
と
山
口
文
書
館
に
残
さ
れ
て
お
り
、

須
佐
郷
土
史
研
究
会
の
機
関
誌
「
温
故
」
で
も
全
文
が
紹
介
さ
れ
、
東
京
部

会
の
手
に
よ
る
読
解
文
は
HP
に
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。

三
事
件
の
う
ち
、「
須
佐
内
訌
事
件
」
は
比
較
的
に
良
く
一
般
に
も
知
ら
れ
て

い
る
が
、
残
り
の
事
件
は
須
佐
町
の
歴
史
書
に
も
記
述
さ
れ
て
居
ら
ず
、
現

在
で
は
地
元
で
も
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

「
須
佐
騒
動
」
に
つ
い
て
は
山
口
文
書
館
に
「
須
佐
騒
動
一
件
御
裁
断
記
録
」

（
毛
利
家
文
書
　
諸
省492

）
と
い
う
萩
本
藩
に
よ
る
取
調
べ
記
録
が
残
さ
れ

て
お
り
、
事
件
の
顛
末
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

所
が
、「
元
禄
組
騒
動
」に
関
し
て
は
、益
田
家
の
公
式
記
録
と
思
わ
れ
る「
益

田
家
文
書
」
12-

43
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）
の
「
御
家
来
就
騒
動
御

仕
置
記
録
」
が
虫
損
の
た
め
冒
頭
の
22
頁
し
か
閲
覧
す
る
事
が
出
来
な
い
有

様
で
、
事
件
の
全
容
は
お
ろ
か
、
そ
う
い
う
事
件
が
有
っ
た
こ
と
す
ら
世
間

に
は
未
だ
余
り
良
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。

私
達
、
須
佐
郷
土
史
研
究
会
で
は
「
須
佐
騒
動
」
の
研
究
の
過
程
で
、
当
時

益
田
家
の
職
座
に
あ
っ
た
宅
野
太
郎
左
衛
門
が
騒
動
取
鎮
め
の
為
に
、「
元
禄

組
騒
動
」
の
故
事
を
研
究
し
た
事
を
知
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
元
禄
時
代
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に
も
益
田
家
に
騒
動
が
有
っ
た
こ
と
が
初
め
て
判
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
訳
で
、
今
回
須
佐
郷
土
史
研
究
会
東
京
部
会
で
は
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
が
所
蔵
す
る
「
益
田
家
文
書
」
の
中
か
ら
、「
元
禄
組
騒
動
」
に
関
連

す
る
文
書
を
見
つ
け
出
し
、
そ
れ
を
読
解
し
て
事
件
の
経
緯
を
把
握
し
、
事

件
発
生
の
原
因
や
背
景
を
調
査
研
究
す
る
と
い
う
作
業
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

平
成
20
年
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
「
大
規
模
武
家
文
書
群
に
よ
る
中
・

近
世
史
料
学
の
統
合
的
研
究
（
萩
藩
家
老
益
田
家
文
書
を
素
材
に
）」
と
い
う

論
文
を
発
表
し
た
際
、
そ
の
附
属
資
料
と
し
て
「
益
田
家
文
書
」
の
総
目
録

が
整
備
・
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
我
々
も
「
元
禄
組
騒
動
」
の
関

連
文
書
を
簡
単
に
見
つ
け
出
し
、
そ
れ
を
複
写
し
て
閲
覧
す
る
事
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
、
こ
の
調
査
研
究
の
推
進
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

[

Ⅱ]

　
益
田
家
の
軍
制
、

益
田
家
の
軍
制
、

益
田
家
の
軍
制
、

益
田
家
の
軍
制
、

益
田
家
の
軍
制
、「
四
組
」

「
四
組
」

「
四
組
」

「
四
組
」

「
四
組
」
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
　

「
元
禄
組
騒
動
」
は
益
田
家
の
四
組
の
組
子
が
起
こ
し
た
事
件
で
あ
る
。

「
四
組
」
は
防
長
両
国
の
防
衛
体
制
の
内
、
益
田
家
が
担
当
し
た
石
州
境
防
衛

の
為
に
考
案
さ
れ
た
益
田
家
軍
制
の
基
本
制
度
で
あ
る
。

慶
長
五
年
（1600

）、
益
田
家
が
石
州
益
田
か
ら
須
佐
へ
移
住
す
る
以
前
か
ら

須
佐
は
益
田
家
の
所
領
で
あ
っ
た
。
し
か
し
須
佐
移
封
後
は
逆
に
石
州
か
ら

の
外
敵
防
禦
が
任
務
と
な
っ
た
の
で
、
現
在
の
田
万
川
地
区
に
当
初
八
組
の

在
郷
武
士
を
配
置
し
て
佛
坂
、
土
床
の
街
道
筋
を
中
心
に
防
禦
体
制
を
敷
い

た
の
で
あ
る
。

「
八
組
」
と
は
大
蔵
、
市
丸
、
立
野
、
宇
谷
、
友
信
、
下
小
川
、
境
、
千
疋 

で
、

１
組
36
名
の
編
成
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
益
田
家
の
軍
勢
は
288
名
で
あ
っ
た

事
に
な
る
。
組
の
名
称
は
い
ず
れ
も
田
万
川
町
に
現
存
す
る
地
名
で
あ
る
。

元
和
七(1621)

年
に
軍
制
改
革
が
あ
り
、「
八
組
」
を｢

四
組｣

に
改
組
し
て
、

宇
谷
、
市
丸
、
須
佐
地
、
瀬
尻
と
な
り
、
一
組
64
名
（
総
勢256

名
）
に
編

成
替
え
が
行
わ
れ
た
。
各
種
の
記
録
を
総
合
す
る
と
、
事
件
当
時
の
組
頭
は

宇
谷
＝
境
、
市
丸
＝
堀
、
須
佐
地=

小
原
、
瀬
尻
＝
大
谷
と
い
う
担
当
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
こ
の
「
元
禄
組
騒
動
」
の
後
、「
四
組
」
は
一

組
55
人
編
成
（
侍  

25
人
、
中
間
　
30
人
）
と
な
っ
た
。（
増
野
家
文
書 

12

ー 

4  

巻
末
補
注
【
注
１
】
参
照
）

「
元
禄
組
騒
動
」
で
は
最
初
の
「
御
理
」
に
連
署
し
た
組
子
の
数
は
堀
組

10
名
、
境
組
16
名
、
大
谷
組
14
名
そ
の
他
１
名
で
41
名
の
者
が
連
座
し
て
い

る
。
256
名
の
内
か
ら
こ
れ
だ
け
の
者
が
参
加
し
、
し
か
も
「
御
理
り
之
廉
ニ

願
の
分
ニ
仰
付
ら
れ
ず
候
時
ハ
　
四
組
侍
分
残
ら
ず
御
暇
」(

願
い
が
容
れ
ら

れ
な
け
れ
ば
、四
組
の
侍
分
は
残
ら
ず
暇
を
取
る
）（「
益
田
家
文
書 

」  

55-

35)

と
い
う
強
訴
で
あ
っ
た
か
ら
、こ
れ
は
益
田
家
の
軍
制
の
根
幹
を
揺
る
が

す
大
事
件
で
あ
っ
た
。
益
田
家
の
軍
制
に
ヒ
ビ
が
入
っ
た
こ
と
は
軍
事
上
の

機
密
事
項
で
あ
り
、
関
ヶ
原
か
ら
百
年
近
い
年
月
が
経
っ
て
如
何
に
太
平
の

世
の
中
に
な
っ
て
い
た
元
禄
時
代
で
あ
っ
て
も
、
絶
対
に
他
国
に
知
ら
れ
て

は
な
ら
な
い
事
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
萩
藩
内
部
で
も
益
田
家
の
石
見
境
の
防

衛
体
制
に
問
題
が
発
生
し
た
事
に
な
る
。「
益
田
家
文
書
」の
中
の
関
連
文
書

に
「
御
為
之
儀
ニ
付
」
と
あ
る
の
は
そ
う
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
単
に
外
聞

が
悪
い
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
意
味
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
益
田
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家
と
し
て
は
事
件
の
解
決
を
急
ぐ
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

四
組
の
大
部
分
は
在
郷
武
士
で
、
小
禄
で
あ
っ
た
か
ら
平
時
は
百
姓
同
様

に
農
作
に
従
事
し
て
年
貢
を
納
め
る
生
活
を
し
て
い
た
。
増
野
家
文
書
に

よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
組
侍
や
中
間
は
農
作
の
傍
ら
、
元
禄
年
中
（1688

〜

1703

）
は
何
と
か
輪
番
制
で｢

出
浮｣

し
て
須
佐
の
勘
場
勤
め
や
益
田
公
の

上
京
、
参
府
、
萩
勤
番
な
ど
の
お
供
な
ど｢

公
用｣

に
も
従
事
し
た
。
こ
う

し
た
村
役
人
と
し
て
の
仕
事
や
、
益
田
公
の
御
供
、
警
護
な
ど
の
通
常
業

務
の
外
に
、
今
回
の
調
査
で 
我
々
は
当
時
益
田
家
が
推
進
し
て
い
た

あ
い
お
ふ
た
じ
ま

「
秋
穂
二
嶋
開
作
」と
い
う
干
拓
工
事
へ
の
出
役
と
い
う
大
き
な
公
役
が
課

せ
ら
れ
て
い
た
事
を
知
っ
た
。
こ
れ
は
組
子
達
に
と
っ
て
は
増
税
に
他
な

ら
な
い
。

「
元
禄
組
騒
動
」
の
後
、
召
放
ち
や
家
計
窮
迫
な
ど
で
組
員
の
数
が
段
々

減
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
藩
財
政
悪
化
に
伴
う
俸
禄
カ
ッ
ト
（
半
知
の
馳
走

米
な
ど
）
が
厳
し
く
、
武
士
と
雖
も
農
耕
に
従
事
し
な
い
と
家
計
を
支
え

る
こ
と
が 

難
し
か
っ
た
…
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
、｢

出
浮｣
の
方
法
が
改

め
ら
れ
た
。「
元
禄
組
騒
動
」
以
後
は
従
来
の
輪
番
制
の｢

出
浮｣

の
代
わ
り

に
各
組
か
ら
一
律
10
人
（
侍
４
人
、
中
間
６
人
）
を
差
し
出
し
て｢

公
用｣

に
従
事
す
る
事
に
な
っ
た
。
各
組
は
組
毎
に
事
務
所
と
し
て
組
屋
敷
を
建

て
、こ
の
定
勘
場
に
組
頭
元
詰
め
や 

組
証
人
夫
婦
が
常
勤
で
勤
務
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
組
証
人
は
須
佐
詰
め
の
侍
４
人
の
中
か
ら
任
命
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。 

組
証
人
は
元
々
は
年
寄
座
か
ら
任
命
し
て
夫
婦
で
組
頭
役
宅

に
詰
め
て
い
た
の
で
組
頭
へ
は
四
人
扶
持
を
支
給
す
る
な
ど
の
制
度
面
の

改
革
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
改
革
は
開
作
事
業
へ
の
出
役
を
し
易
く
す

る
為
の
も
の
で
あ
っ
た
と
も
云
え
る
。

[[ [[[

ⅢⅢⅢⅢⅢ]] ]]]

　
益
田
家
の
代
替
わ
り

　
益
田
家
の
代
替
わ
り

　
益
田
家
の
代
替
わ
り

　
益
田
家
の
代
替
わ
り

　
益
田
家
の
代
替
わ
り
　

元
禄
六
年
八
月
五
日
益
田
越
中
就
恒
が
死
去
し( 

（
65
才
）、
益
田
就
賢
が

家
督
を
継
い
だ
。
毛
利
十
一
代
史
に
は
「
元
禄
六
年
十
月
十
二
日
益
田
越
中

跡
職
高
壱
萬
千
石
嗣
子
右
衛
門
ニ
命
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
事
件
は
こ
の

直
前
に
起
こ
っ
て
い
る
。

就
賢
は
実
は
益
田
又
兵
衛
就
武
の
三
男
で
寛
文
十
二
年
五
月
十
五
日
生
、
元

禄
二
年
十
月
七
日
に
入
家
し
て
い
る
。
就
恒
に
は
嗣
子
が
な
く
一
人
娘
は
９

才
で
早
世
し
た
の
で
、
益
田
源
左
衛
門
兼
祥
の
娘
芳
子
を
養
女
と
し
、
婿
養

子
就
賢
と
結
婚
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

就
賢
は
元
禄
六
年
当
時
満
21
才
で
あ
っ
た
が
、
未
だ
若
く
、
入
家
し
て
日
も

浅
か
っ
た
。
　
65
歳
で
越
中
就
恒
が
死
去
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
死
の
前
か

ら
実
権
を
揮
っ
て
い
た
家
老
達
に
対
し
て
四
組
の
組
子
達
が
不
満
を
持
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
、
組
子
一
同
が
家
老
人
事
に
介
入
し
た
の
で
あ
る
。
希
望

が
容
れ
ら
れ
な
い
と
き
は
全
員
が
暇
を
取
る
と
強
訴
し
た
。

こ
の
代
替
わ
り
の
時
、
益
田
家
で
は
家
老
職
の
人
事
更
迭
が
行
わ
れ
た
が
、

有
福
三
左
衛
門
の
覚
書
（「
益
田
家
文
書
」
55-

35
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
は

当
初
は
「
御
役
人
な
と
も
指
替
ら
れ
ず
の
由
仰
渡
さ
れ
候
」
と
言
う
こ
と
で

あ
っ
た
。し
か
し
組
騒
動
の
結
果
、「
益
田
久
右
衛
門
　
益
田
与
右
衛
門
　
益

田
八
郎
左
衛
門
　
益
田
又
左
衛
門
相
替
ら
れ
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
実
際
に

は
こ
の
四
人
が
更
迭
さ
れ
、
後
役
と
し
て
「
当
役
栗
山
半
左
衛
門
　
萩
（
當

役
）
増
野
作
左
衛
門
　
御
目
付
役
　
松
井
庄
左
衛
門
　
仰
付
ら
れ
候
事
」
と
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任
命
さ
れ
た
。
新
任
の
職
座
の
人
選
が
組
子
共
の
希
望
通
り
で
あ
っ
た
か
ど

う
か
は
判
ら
な
い
が
、
交
替
し
な
い
筈
の
職
座
役
員
が
交
替
し
た
の
で
あ
っ

た
。

[[ [[[

ⅣⅣⅣⅣⅣ]] ]]]

　
事
件
の
経
過

　
事
件
の
経
過

　
事
件
の
経
過

　
事
件
の
経
過

　
事
件
の
経
過
　

で
は
、「
益
田
家
文
書
」
を
読
ん
で
、
事
件
の
経
過
を
段
階
的
にREVIEW

し

て
み
る
事
に
し
た
い
。

（
１
）

（
１
）

（
１
）

（
１
）

（
１
）
第
一
段
階
、

第
一
段
階
、

第
一
段
階
、

第
一
段
階
、

第
一
段
階
、
事
件
の
発
端

事
件
の
発
端

事
件
の
発
端

事
件
の
発
端

事
件
の
発
端

１
９
６
３

１
．
元
禄
六
年
二
月
に
四
組
（
境
三
郎
左
衛
門
、
大
谷
権
左
衛
門
、
小
原
二

郎
左
衛
門
、
堀
市
郎
右
衛
門
が
組
頭
）
の
組
子
一
同
が
訴
訟
を
起
こ
し

た
事
が
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
。

      

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
何
時
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
訴
訟
を

起
こ
し
た
の
か
を
示
す
文
書
は
東
大
史
料
編
纂
所
蔵「
益
田
家
文
書
」の

中
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
訴
訟
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
大
谷
組
の
有
福

三
左
衛
門
の
書
状(

「
益
田
家
文
書
」
55-

35)

に
よ
る
と
①
二
嶋
（
ふ
た

じ
ま
）
御
開
作
②
先
御
役
人
指
替
に
つ
い
て
訴
え
出
た
模
様
。
そ
し
て

「
御
理
り
之
廉
ニ
願
の
分
ニ
仰
付
ら
れ
ず
候
時
ハ
　
四
組
侍
分
残
ら
ず
御

暇
」
と
下
書
き
に
書
か
れ
て
い
た
ら
し
い
事
が
判
る
。

２
．
こ
の
時
、
境
組
の
真
嶋
惣
右
衛
門
、
堀
組
の
栗
山
平
太
夫
、
大
塚
半
右

衛
門
、
小
原
組
の
有
田
彦
右
衛
門
、
岩
本
惣
左
衛
門
、
大
谷
組
の
有
福

三
左
衛
門
の
「
六
人
之
者
」
が
訴
訟
に
参
加
せ
ず
、
残
り
の
組
子
達
が

連
判
は
ず
れ
の
六
人
に
「
意
趣
を
含
ん
で
」
組
内
が
不
和
と
な
っ
た
。

１
６
９
４

     

六
人
の
う
ち
有
田
、
真
嶋
、
岩
本
、
栗
山
の
四
人
は
元
禄
七
年
の
引

方
役
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
元
禄
七
年
正
月
三
日
、
初
物
の
お
祝
い
に

出
席
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
四
人
が
出
る
な
ら
四
組
の
残
り
の
者
は

出
席
し
な
い
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
四
人
は
病
気
と
称
し
て
祝

い
の
席
に
は
出
席
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
不
和
が
治
ま
ら
な

い
の
で
、
四
人
の
人
事
は
取
り
消
さ
れ
た
。

【
注
】
引
方
↓  

高
か
ら
差
し
引
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
高
請
の
田
畠
塩
田
等
が

水
害
な
ど
に
よ
り
荒
廃
し
て
耕
作
が
不
可
能
と
な
り
、或
い
は
そ
の
土
地
が

公
用
に
供
せ
ら
れ
た
場
合
に
、
課
税
対
象
の
石
高
か
ら
差
引
き
、
貢
租
を
免

除
し
た
。
組
證
人
も
同
じ
様
な
仕
事
を
し
た
の
で
組
證
人
の
補
佐
役
か
。

３
．
し
か
し
、
こ
の
騒
ぎ
は
、
元
禄
七
年
二
月
十
三
日
に
益
田
就
賢
か
ら
士

中
へ
御
ヶ
条
の
仰
渡
し
が
あ
り
、
一
同
で
御
請
け
。
特
に
四
組
の
儀
に

つ
い
て
は
、
格
別
に
御
意
書
を
出
し
て
四
組
頭
へ
仰
渡
し
、
謹
ん
で
お

請
け
す
る
事
に
よ
り
表
向
き
は
一
旦
治
ま
っ
た
か
に
見
え
た
。(「
益
田
家

文
書
」
46-

15)

４
．
二
嶋
御
開
作
が
ど
う
い
う
事
業
で
あ
っ
た
の
か
、何
故
こ
の
事
業
へ
の

出
役
を
お
断
り
し
た
の
か
…
な
ど
は
後
述
す
る
。「
益
田
家
文
書
」
46-

15
に
は
御
役
目
之
日
数
請
か
ら
六
人
を
外
す
こ
と
も
差
し
控
え
る
旨
書

か
れ
て
い
る
の
で
、
開
作
事
業
へ
の
出
役
の
日
数
請
け
の
計
算
に
六
人

の
連
判
外
れ
の
者
を
入
れ
る
か
・
入
れ
な
い
か
・
も
問
題
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
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（
２
）

（
２
）

（
２
）

（
２
）

（
２
）
第
２
段
階
、

第
２
段
階
、

第
２
段
階
、

第
２
段
階
、

第
２
段
階
、
宗
門
究
め

宗
門
究
め

宗
門
究
め

宗
門
究
め

宗
門
究
め

５
．
元
禄
七
年
春
、
宗
門
究
が
あ
っ
た
。
宗
門
究
め
は
益
田
家
で
も
キ
リ
シ

タ
ン
禁
令
に
基
づ
き「
五
人
組
」で
相
互
監
視
す
る
制
度
で
あ
っ
た
。と

こ
ろ
が
、そ
の
仕
組
み
を
破
っ
て
、「
六
人
之
者
」を
残
り
の
組
子
が「
五

人
組
」
か
ら
外
し
て
し
ま
っ
た
。（「
益
田
家
文
書
」
55-

36
）

      

其
上
で
四
組
組
子
42
名
が
上
記
六
人
之
者
と
同
じ
宗
門
帳
に
判
形
を

押
す
事
を
拒
ん
だ
の
で
あ
る
。

      

し
か
し
、
公
儀
（
萩
藩
政
府
）
に
提
出
す
る
文
書
な
の
で
、
宗
門
改

め
の
障
り
に
な
る
し
、
益
田
家
の
内
紛
が
表
面
化
す
る
事
に
な
る
の
で

最
終
的
に
は
一
同
の
判
形
を
整
え
て
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

      

元
禄
七
年
三
月
十
八
日
、42
名
の
組
子
が
今
後
は
無
体
の
訴
訟
を
起

こ
さ
な
い
こ
と
、
御
役
儀
に
つ
い
て
は
「
万
端
五
（
齬
）
疎
な
く
申
合

せ
御
用
奉
る
べ
く
其
節
を
遂
げ
候
事
」
と
申
し
合
せ
、
誓
紙
を
組
頭
に

提
出
し
た
の
で
、
こ
れ
で
騒
ぎ
は
終
息
し
た
か
に
思
わ
れ
た
。（「
益
田

家
文
書 

」
46-

15
）

６
．
元
禄
七
年
四
月
二
八
日
、四
組
組
子
数
十
人
は
六
人
者
と
相
役
仕
り
　

向
後
御
理
事
は
申
上
げ
ず
　
御
奉
公
申
上
べ
く
候
と
の
書
付
を
差
出
し

一
旦
落
付
た
。

      

所
が
、
残
り
の
強
硬
派
の
者
が
「
六
人
之
者
と
一
和
致
し
、
續
け
て

御
奉
公
申
上
べ
し
と
の
申
出
を
し
た
の
は
、
六
人
之
者
の
勧
め
に
よ
り

三
頭
へ
申
出
た
の
だ
」
と
言
っ
て
再
び
騒
動
し
た
。
そ
し
て
「
彼
六
人

之
者
一
同
之
判
形
仰
付
ら
れ
候
時
ハ
　
残
ル
惣
人
数
は
判
形
仕
ず
候
」

と
申
出
て
再
び
六
人
を
組
外
へ
は
み
出
し
た
。（「
益
田
家
文
書
」
55-

35
）

７
．
そ
こ
で
四
月
二
九
日
、
境
三
郎
左
衛
門
と
堀
市
郎
右
衛
門
は
組
内
を
取

収
め
る
為
に
は
出
萩
し
て
事
情
を
上
聞
に
達
す
る
べ
く
と
願
い
出
て
、

船
着
き
場
ま
で
行
っ
た
。
残
る
四
十
人
之
組
子
か
ら
も
萩
へ
罷
出
る
と

言
っ
て
益
々
騒
動
が
大
き
く
な
っ
て
仕
舞
っ
た
。(「
益
田
家
文
書
」  

55-

35) 

そ
し
て
「
六
人
之
者
」
が
騒
ぎ
を
起
こ
し
た
か
の
如
く
吹
聴
し
た
。

境
・
堀
が
出
萩
し
よ
う
と
し
た
理
由
は
「
組
子
共
一
通
り
之
御
理
之
筋

申
上
げ
度
と
頻
ニ
願
い
候
故
、
罷
出
様
子
申
上
げ
候
ハ
ヽ
組
子
落
つ
き

之
為
ニ
も
相
成
べ
く
と
存
じ
…
」
と
後
日
弁
明
し
て
い
る
。（「
益
田
家

文
書
」
16-   

14
）

８
．
同
じ
日
、
大
谷
組
で
も
市
味
村
の
者
共
が
注
文
（
４
／
28
の
書
面
）
へ

こ
と
わ
り

の
判
形
に
応
じ
な
い
。
何
事
も
御
理
し
な
い
の
だ
か
ら
、
申
し
上
げ
る

こ
と
が
無
い
以
上
判
形
無
用
と
云
い
連
判
を
拒
否
し
た
。（「
益
田
家
文

書
」   

11-  

３
）

９
．
こ
う
し
て
再
び
四
組
の
内
部
が
落
ち
着
か
な
く
な
り
、
四
月
三
十
日
、

「
組
半
間
之
者
共
　
御
頭
衆
ま
て
申
出
候
ハ
　
各
儀
と
向
後
一
座
相
役
等

仕
候
儀
相
成
ず
の
通
申
出
候
由
承
及
候
　
扨
又
御
組
内
日
数
請
帳
へ
も

入
候
儀
　
一
圓
ニ
相
成
ず
候
通
　
内
證
申
談
仕
り
た
る
の
由
ニ
候
」

（「
益
田
家
文
書
」
55-

35
）

10
．
組
頭
四
人
は
夫
々
の
組
内
取
収
め
の
為
、
協
議
を
重
ね
た
が
、
五
月
五

日
、
堀
市
郎
右
衛
門
は
残
る
組
子
が
ど
う
い
う
行
動
に
出
る
か
判
ら
な

い
と
称
し
て
、
子
細
な
く
落
付
い
た
者
か
ら
差
出
さ
れ
た
書
付
（
４
／

28
付
）
を
一
覧
し
な
か
っ
た
。

   

し
か
し
、
大
谷
、
小
原
、
堀
の
三
組
頭
は
年
寄
中
へ
三
組
組
子
か
ら
子
細



6

な
く
落
付
御
奉
公
申
上
ぐ
べ
し
と
申
出
が
あ
っ
た
旨
（
４
／
28
の
書
付

の
事
）
報
告
し
た
。
残
る
者
共
の
儀
は
境
三
郎
左
衛
門
萩
当
番
で
不
在

故
、
彼
帰
宅
の
上
相
談
し
よ
う
と
し
た
が
、
年
寄
中
か
ら
六
人
の
者
と

「
立
相
御
役
目

　
　 

相
成
ず
」
で
は
な
ら
ぬ
。
今
一
通
り
一
和
す
る
よ
う
組
毎
に
沙
汰
せ

よ
と
命
令
あ
り
。
し
か
し
残
り
の
組
子
は
４
／
30
の
申
出
は
不
変
。
四

組
一
同
で
の
お
尋
ね
で
な
け
れ
ば
応
じ
か
ね
る
と
拒
否
。（「
益
田
家
文

書
」
11-

３
）
か
く
て
四
組
の
組
子
は
益
々
徒
党
を
組
ん
で
行
動
す
る

様
に
な
っ
た
。

11
．
五
月
十
九
日
、
益
田
家
は
松
井
勝
左
衛
門
（
御
目
付
役
）
を
須
佐
へ
差

戻
し
、
事
態
収
拾
を
命
じ
た
。

       

４
／
28
四
組
組
子
数
十
人
は
六
人
者
と
相
役
仕
り
　
向
後
御
理
事

申
上
げ
ず
御
奉
公
申
上
べ
く
候
と
書
付
を
差
出
し
一
旦
落
付
て
い
る
。

し
か
し
残
る
人
数
は
六
人
者
と
の
相
役
を
拒
否
４
／
28
付
注
文
判
形
の

段
に
な
っ
て
六
人
之
者
と
は
相
役
罷
成
ら
ず
と
申
切
っ
て
い
る
。
四
組

頭
は
六
人
者
を
一
組
ニ
仕
置
候
様
に
と
願
い
出
た
が
、
こ
れ
で
は
問
題

解
決
に
な
ら
な
い
。
松
井
は
子
細
な
く
落
付
き
候
者
以
外
の
残
り
の
者

を
落
付
か
せ
る
件
は
、
組
別
に
沙
汰
す
る
と
評
定
し
分
断
作
戦
に
出
た

が
、
四
組
組
子
は
四
組
一
同
で
な
け
れ
ば
話
し
合
い
に
応
ぜ
ず
。
大
谷

組
で
も
市
味
村
の
八
人
が
話
し
合
い
に
応
ぜ
ず
。
結
局
、
松
井
の
須
佐

派
遣
鎮
撫
工
作
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。（「
益
田
家
文
書
」
12-   

43
、

16-   

14
、
８-   

31
、
11-  

３
）

12
．
五
月
二
三
日
、大
谷
権
左
衛
門
は
組
頭
の
指
揮
に
従
わ
な
い
８
人
の
組

子
を
公
儀
へ
差
出
す
旨
年
寄
中
へ
申
し
出
た
。
し
か
し
詮
議
の
結
果
、

８
人
は
大
谷
組
で
当
分
請
持
置
く
べ
し
と
い
う
事
に
な
っ
た
。

      

《
８
人
の
者
》
と
は
仲
村
新
左
衛
門
、
梅
津
喜
兵
衛
、
内
田
清
右
衛

門
、
奥
山
忠
左
衛
門
、
安
富
甚
左
衛
門
、
大
谷
喜
左
衛
門
、
増
野
左
二

右
衛
門
、
椋
木
六
郎
右
衛
門
で
あ
る
。（「
益
田
家
文
書
」
11-

３
、
20-

９
）

13
．
閏
五
月
一
四
日
、益
田
家
は
再
び
益
田
八
郎
左
衛
門
、増
野
作
左
衛
門
、

松
井
正
左
衛
門
須
佐
へ
指
戻
し
、
就
賢
の
御
意
伝
達
。
そ
し
て
、
同
17

日
、
境
・
堀
両
組
と
大
谷
組
８
名
の
者
一
同
に
連
判
は
ず
れ
の
六
人
の

者
と
一
和
す
る
よ
う
三
組
一
同
に
説
得
す
べ
く
組
子
に
招
集
を
掛
け
た

が
集
ま
ら
ず
。（「
益
田
家
文
書
」
20-

９
）

14
．
閏
五
月
十
八
日
、
境
・
堀
両
組
及
び
大
谷
組
八
名
の
者
は
大
谷
権
左
衛

門
が
八
名
を
公
儀
へ
差
出
し
家
来
へ
の
面
目
を
失
っ
た
今
、
権
左
衛
門

が
頭
役
を
辞
任
し
な
け
れ
ば
落
付
申
さ
ず
と
申
し
立
て
た
。
ま
た
、
境

三
郎
左
衛
門
も
彼
ら
が
権
左
衛
門
の
支
配
を
受
け
る
事
罷
成
ら
ず
権
左

衛
門
が
組
を
差
上
る
よ
う
勧
め
た
。（「
益
田
家
文
書
」
11-

４
、
20-

９
）

15
．
閏
五
月
二
一
日
、
大
谷
権
左
衛
門
宅
で
三
組
頭
一
座
の
上
、
境
・
堀
両

組
と
大
谷
組
八
名
（
上
記
８
名
の
ほ
か
熊
谷
吉
右
衛
門
が
加
わ
り
九
名

と
な
っ
て
い
る
）
の
代
表
が
話
合
っ
た
が
、
大
谷
組
の
有
福
三
左
衛
門

が
会
談
を
盗
み
聞
き
し
よ
う
と
し
た
り
し
て
会
談
の
成
果
な
し
。（「
益

田
家
文
書
」
11-

４
）

（
３
）

（
３
）

（
３
）

（
３
）

（
３
）
第
３
段
階
、

第
３
段
階
、

第
３
段
階
、

第
３
段
階
、

第
３
段
階
、
結
末
結
末
結
末
結
末
結
末

16
．
埒
が
明
か
な
い
の
で
、
閏
５
月
27
日
、
益
田
家
は
４
組
頭
を
萩
に
召
出
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し
、
御
究
を
仰
付
け
た
。

     
〈
究
手
〉
本
尾
源
介
、
大
賀
庄
右
衛
門
、
兼
重
安
太
夫
、〈
御
目
付
〉

松
井
庄
左
衛
門
（「
小
山
私
記
拾
遺
」）

17
．
閏
５
月
28
日
、
以
下
の
よ
う
に
御
意
書
発
表
。

（
１
）
六
人
之
者
共
一
烈
（
列
）
を
は
つ
れ
候
段
は
尤
の
心
入
れ
ニ
て
候
／

御
尋
の
子
細
こ
れ
あ
り
候
条
六
人
の
も
の
逼
塞
仰
付
ら
る
べ
く
候
／
様

子
に
お
い
て
は
追
て
御
沙
汰
遂
げ
ら
る
べ
く
候
（「
益
田
家
文
書
」13-

2

、44-15-4

、44-15-7

）
と
六
人
は
軽
い
処
分
と
な
っ
た
。

（
２
）
境
・
堀
両
組
及
び
大
谷
組
の
八
名
は
組
召
上
げ
／
但
し
召
放
し
な
い

／
続
け
て
御
奉
公
を
希
望
す
れ
ば
召
仕
え
る
べ
し
／
い
よ
い
よ
申
し
募

る
者
は
退
去
せ
よ
。(「
益
田
家
文
書
」3-10
、44-15-3

、46-7

、46-9

、

55-34)

（
３
）
小
原
二
郎
左
衛
門
、
大
谷
権
左
衛
門
当
分
は
遠
慮
。（
し
か
し
、
二
人

は
程
な
く
召
出
さ
れ
た
）

18
．
６
月
１
日
に
な
っ
て
騒
動
を
起
こ
し
た
組
子
達
が
石
州
飯
井
浦
辺
り
へ

退
去
し
始
め
た
。彼
ら
は
バ
ラ
バ
ラ
に
幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
、

須
佐
を
退
去
し
た
。

　
　
退
去
し
た
者
は
次
の
通
り
。(「
益
田
家
文
書
」51-124-14

・15)

な
お
、

こ
の
内
大
谷
組
の
八
名
は
市
味
村
に
留
ま
っ
た
。

【
注
】
太
字
は
追
放
又
は
帰
参
し
な
か
っ
た
者

　
　《
堀
組
》
尾
木
孫
右
衛
門

尾
木
孫
右
衛
門

尾
木
孫
右
衛
門

尾
木
孫
右
衛
門

尾
木
孫
右
衛
門
、
高
津
権
右
衛
門

高
津
権
右
衛
門

高
津
権
右
衛
門

高
津
権
右
衛
門

高
津
権
右
衛
門
、
高
津
善
右
衛
門

高
津
善
右
衛
門

高
津
善
右
衛
門

高
津
善
右
衛
門

高
津
善
右
衛
門
、
高
津
正

右
衛
門
、
高
津
与
右
衛
門
、
長
嶺
七
右
衛
門
、
大
谷
又
右
衛
門

大
谷
又
右
衛
門

大
谷
又
右
衛
門

大
谷
又
右
衛
門

大
谷
又
右
衛
門
、
高
津
高
津
高
津
高
津
高
津

左
衛
門

左
衛
門

左
衛
門

左
衛
門

左
衛
門
、
波
田
半
兵
衛
、
大
谷
忠
兵
衛
（  

10
名
）

　 

《
境
組
》
大
谷
市
右
衛
門
、
波
田
安
兵
衛
、
片
山
久
兵
衛

片
山
久
兵
衛

片
山
久
兵
衛

片
山
久
兵
衛

片
山
久
兵
衛
、
波
田
久
右

波
田
久
右

波
田
久
右

波
田
久
右

波
田
久
右

衛
門
衛
門
衛
門
衛
門
衛
門
、
品
川
三
郎
右
衛
門
、
城
一
宇
兵
衛
、
仁
保
徳
右
衛
門
、
尾
木
市

郎
兵
衛
、
石
川
安
之
丞
、
大
谷
善
左
衛
門
、
城
一
忠
左
衛
門
、
中
村
六

郎
兵
衛
、
大
谷
孫
兵
衛

大
谷
孫
兵
衛

大
谷
孫
兵
衛

大
谷
孫
兵
衛

大
谷
孫
兵
衛
、
梅
津
甚
右
衛
門
、
河
上
六
左
衛
門
、
椋
木
半

太
夫
（  

16
名
）

　 

《
大
谷
組
》
中
村
新
右
衛
門
、
奥
山
忠
左
衛
門
、
増
野
左
二
右
衛
門
、
内

田
清
右
衛
門
、
椋
木
六
右
衛
門
、
梅
津
喜
兵
衛
、
波
田
四
右
衛
門
、
安

富
甚
右
衛
門
、
大
谷
喜
左
衛
門
、
安
富
五
郎
兵
衛

安
富
五
郎
兵
衛

安
富
五
郎
兵
衛

安
富
五
郎
兵
衛

安
富
五
郎
兵
衛
（  

10
名
）

　
　《
そ
の
他
》
羽
田
権
五
郎

羽
田
権
五
郎

羽
田
権
五
郎

羽
田
権
五
郎

羽
田
権
五
郎

19
．
６
月
10
日
、
堀
市
郎
右
衛
門
と
そ
の
息
子
（
和
田
安
之
丞
、
堀
市
之
進
、

堀
唯
八
）、
な
ら
び
に
境
三
郎
左
衛
門
と
そ
の
息
子
（
境
新
兵
衛
、
栗
山

八
左
衛
門
）
に
対
し
て
切
腹
が
申
し
渡
さ
れ
た
。（「
益
田
家
文
書
」44-

15-1

、44-15-2

、）
同
夜
、
堀
市
郎
右
衛
門
は
上
小
川
光
明
寺
に
て
、
境

三
郎
左
衛
門
は
上
小
川
尊
正
寺
に
て
、
境
新
兵
衛
と
栗
山
八
左
衛
門
は

法
隆
寺
、
和
田
安
之
丞
、
堀
市
之
進
、
堀
只
八
は
浄
蓮
寺
に
て
切
腹
し

た
。
両
家
の
近
親
は
当
分
逼
塞
。（「
小
山
私
記
拾
遺
」）

20
．
騒
動
を
起
こ
し
飯
井
浦
辺
り
へ
退
去
し
た
組
子
達
は
結
局
ど
う
な
っ
た

か
。「
小
山
私
記
拾
遺
」
の
ま
と
め
に
よ
る
と

　
　
○
退
去
し
立
帰
ら
な
か
っ
た
者
（
召
放
ち
７
名
）

　
　
　《
境
組
》
片
山
久
兵
衛
、
大
谷
孫
兵
衛
、
波
田
久
右
衛
門
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　《
堀
組
》
大
谷
又
右
衛
門
、
高
津
左
衛
門

　
　
　《
大
谷
組
》
安
富
五
郎
兵
衛
、
椋
木
半
太
夫

　
　
　
こ
の
他
に
「
益
田
家
文
書
」51-124-11-2 

に
依
る
と
尾
木
孫
右
衛

　 

門
、
高
津
権
右
衛
門
、
高
津
善
右
衛
門
の
３
名
が
召
放
と
な
っ
た
。

　  

　
ま
た
同46-10

に
依
る
と
大
野
三
省
も
追
放
さ
れ
て
い
る
。

　
　
○
そ
の
他
の
組
子
は
概
ね
帰
参
し
た
。

　 

…
と
言
う
わ
け
で
、組
子
に
対
し
て
は
比
較
的
穏
便
な
処
分
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
後
で
四
組
は
前
述
の
よ
う
に
一
組
64
名
（
総
勢  

256
名
）

か
ら
一
組
55
人
編
成
（
侍 

 

25
人
、
中
間 

 

30
人
）
に
編
成
替
え
と

な
っ
て
お
り
、
総
勢
36
名
減
少
し
て
い
る
。
召
放
と
な
っ
た
11
名
を
加

え
る
と
47
名
な
の
で
、
彼
ら
は
帰
参
し
て
も
四
組
に
は
加
え
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

[[ [[[

ⅣⅣⅣⅣⅣ]] ]]]

　
事
件
の
背
景

　
事
件
の
背
景

　
事
件
の
背
景

　
事
件
の
背
景

　
事
件
の
背
景
（
仮
説
）

（
仮
説
）

（
仮
説
）

（
仮
説
）

（
仮
説
）　

「
元
禄
組
騒
動
」
は
何
故
起
こ
っ
た
の
か
。
40
名
以
上
の
組
侍
が
武
士
の
身

分
を
捨
て
る
覚
悟
で
徒
党
を
組
ん
で
強
訴
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
、そ
れ

な
り
の
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
事
件
の
背
景

を
明
確
に
記
述
し
た
手
掛
り
と
な
る
文
書
は
見
当
た
ら
な
い
が
、「
益
田
家

文
書
」に
書
き
記
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
以
下
の
こ
と
が
推
定
出
来
る
の
で
は

な
い
か
。
こ
れ
を
一
言
で
言
え
ば
「
重
税
問
題
」
が
騒
動
の
引
き
金
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
１
）

（
１
）

（
１
）

（
１
）

（
１
）
秋
穂
二
嶋
開
作

秋
穂
二
嶋
開
作

秋
穂
二
嶋
開
作

秋
穂
二
嶋
開
作

秋
穂
二
嶋
開
作

秋
穂
（
あ
い
お
）
二
嶋
は
現
在
の
山
口
市
の
南
部
。
昭
和 

19
年
山
口
市
へ

合
併
さ
れ
る
前
は
吉
敷
郡
秋
穂
二
島
村
で
あ
っ
た
。
北
は
火
の
山
・
福
西
山

を
隔
て
て
陶･

鋳
銭
司
、西
は
南
若
川
を
境
に
名
田
島
、東
は
吉
敷
郡
秋
穂
町

に
接
し
、
南
か
ら
南
西
に
か
け
て
は
山
口
湾
・
秋
穂
湾
に
面
す
る
地
域
で
あ

る
。
小
郡
駅
の
側
か
ら
瀬
戸
内
海
へ
流
入
す
る
椹
野
川
の
左
岸
が
秋
穂
町
で

そ
の
湾
寄
り
に
「
二
島
」
と
い
う
地
名
が
あ
る
。
地
名
は
海
中
に
雌
雄
に
似

せ
た
２
つ
の
小
島
が
あ
っ
た
こ
と
に
因
む
。
雄
島
は
今
は
開
作
地
と
な
り
雌

島
の
み
存
す
。

「
秋
穂
二
嶋
史
」に
よ
る
と
、二
嶋
は
平
安
時
代
か
ら
皇
室
の
荘
園
と
し
て
栄

え
た
。
後
白
河
上
皇
の
長
講
堂
領
と
な
っ
て
荘
司
が
二
嶋
に
居
住
し
て
い
た

の
で
良
く
拓
け
て
い
た
。そ
れ
を
建
久
年
間
に
鷹
司
院
に
賜
り
、そ
の
後
、後

深
草
天
皇
領
を
経
て
仁
和
寺
が
領
家
と
な
っ
た
由
緒
あ
る
土
地
柄
で
あ
る
。

開
作
は
秋
穂
二
島
の
海
岸
を
埋
め
立
て
る
工
事
で
、「
小
山
私
記
」益
田
就
恒

の
代
の
記
述
に
よ
る
と
、
寛
文
八
年(1668)

六
月
十
三
日
付
で
福
原
宇
右
衛

門
（
益
田
就
恒
の
こ
と
）
と
佐
々
木
太
郎
左
衛
門
が
連
名
で
萩
藩
に
開
作
を

申
請
し
、
干
拓
権
が
認
可
さ
れ
た
干
拓
地
の
埋
め
立
て
工
事
で
、
面
積
は
百

町
歩
（
東
京
ド
ー
ム
の
21.2
倍
の
広
さ
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
半
分  

50
町
歩
を

益
田
家
が
担
当
し
た
。

益
田
家
が
開
削
し
た
場
所
は
大
里
と
上
ヶ
田
の
２
個
所(

50
町
、
250
石)

、

佐
々
木
家
が
二
嶋(

40
町
、
87.6
石)

を
開
発
し
た
。
担
当
区
域
の
分
割
、
工
事

計
画
、
経
費
捻
出
な
ど
の
難
問
が
あ
っ
た
た
め
か
、
開
作
工
事
は
直
ぐ
に
は



9

始
ま
ら
な
か
っ
た
が
、益
田
側
の
工
事
は
25
年
後
の
元
禄
六(1693)

に
完
了

し
た
。
然
し
、
佐
々
木
家
の
工
事
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
ら
し
く
明

和
三
年(1766)

に
完
工
し
て
い
る
。（
東
大
史
料
編
纂
所
蔵｢

益
田
家
文
書｣

60-

１-
５｢
某
村
絵
図｣

参
照
。
こ
の
絵
図
は
大
里
村
開
作
の
絵
図
で
あ

る
。）

益
田
就
恒
は
益
田
元
堯
五
男
就
祥
で
あ
る
が
、慶
安
三
年
福
原
広
俊
の
四
女

と
縁
組
み
を
し
た
。
同
四
年
七
月
福
原
宇
右
衛
門
と
改
名
。
し
か
し
、
益
田

本
家
の
益
田
久
之
丞
が
早
世
し
た
為
、延
宝
八
年(1680)

八
月
二
三
日
益
田

本
家
を
継
い
だ
。
従
っ
て
、
上
記
二
嶋
開
発
は
就
恒
が
福
原
宇
右
衛
門
で

あ
っ
た
時
に
取
得
し
た
干
拓
権
を
益
田
家
へ
持
帰
り
、以
後
は
益
田
家
と
し

て
二
嶋
開
作
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
小
山
私
記
」
に
依
る
と
、
益
田
就
恒
は
二
嶋
開
作
の
外
に
貞
享
五
年

（1688

）
一
貫
（
神
）
野
、
千
坊
（
房
）
原
、
遠
ヶ
崎
、
平
田
、
香
力
、
西

浦
な
ど
150
町
歩(

東
京
ド
ー
ム
の
31.8
倍
の
広
さ)

に
及
ぶ
開
作
権
を
単
独
で
取

得
す
る
な
ど
し
て
、
益
田
家
の
財
政
改
革
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。

こ
れ
ら
の
開
作
事
業
推
進
に
必
要
な
労
働
力
と
し
て
、益
田
家
に
は
地
元
の

百
姓
な
ど
を
雇
う
財
力
は
と
て
も
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
、当
然
須
佐
か
ら
四

組
の
組
子
を
動
員
す
る
事
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。益
田
家
に
と
っ
て
は

組
子
を
使
役
す
れ
ば
安
上
が
り
だ
が
、労
務
は
組
子
に
と
っ
て
は
増
税
と
な

る
。
酷
税
の
上
に
更
に
開
作
事
業
の
公
役
を
課
せ
ら
れ
、
農
作
の
時
間
を
割

い
て
埋
め
立
て
工
事
に
参
加
す
れ
ば
食
っ
て
行
け
な
く
な
る
。そ
れ
で
訴
訟

沙
汰
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

（
２
）

（
２
）

（
２
）

（
２
）

（
２
）
年
貢
年
貢
年
貢
年
貢
年
貢
（
重
税
）

（
重
税
）

（
重
税
）

（
重
税
）

（
重
税
）
問
題
問
題
問
題
問
題
問
題

五
月
二
三
日
、
大
谷
権
左
衛
門
が
組
頭
の
指
揮
に
従
わ
な
い
組
子
８
人
（「
益

田
家
文
書
」
55-

36
）
を
公
儀
へ
差
出
し
た
事
に
つ
い
て
、
９
人
（
８
人
で

は
な
く
９
人
と
な
っ
て
い
る
）
の
組
子
が
書
い
た
口
上
覚
が
残
っ
て
い
る
。

（「
益
田
家
文
書
」
11-

２
）

そ
の
中
に
市
味
村
在
住
の
９
人
の
組
子
が
何
故
組
頭
の
命
令
に
従
わ
な
か
っ

た
の
か
そ
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
。

そ
の
要
点
は
次
の
通
り
。

１
６
３
１

１
６
３
３

１
．
増
野
十
左
衛
門
が
組
頭
時
代
、
寛
永
八
年
か
ら
同
十
年
の
３
年
間
は
市

味
と
瀬
尻
の
２
個
所
は
な
ら
し
石
に
し
て
貰
っ
て
い
た
。彼
ら
が
住
ん
で

い
る
市
味
村
は
悪
所
だ
っ
た
が
、瀬
尻
は
上
田
万
の
内
で
も
良
い
所
柄
で

あ
り
麦
も
作
れ
た
の
で
、
土
地
の
格
差
は「
以
て
の
外
　
高
下
御
座
候
」。

し
か
し
同
じ
組
の
組
子
が
居
住
し
て
い
た
か
ら
組
内
で
甲
乙
が
無
い
よ
う

に
年
貢
は
な
ら
し
石
で
上
手
く
調
整
出
来
た
。

      

波
田
太
郎
右
衛
門
が
組
頭
の
時
も
市
味
は
高
35
石
５
ツ
成（
税
率 

50

％
）
で
そ
れ
以
上
の
市
味
の
租
税
は
瀬
尻
に
付
け
ら
れ
て
い
た
。

　
　
　
栗
山
三
郎
左
衛
門
が
が
組
頭
の
時
も
同
様
で
水
損
、
虫
損
で
毎
年
吝

(

ぶ)

続
き
で
瀬
尻
か
ら
高
７
石
を
貰
っ
て
い
た
。

２
．
大
谷
権
左
衛
門
が
組
頭
に
な
っ
て
、
一
部
の
土
地
が
御
蔵
入
地
と
な
っ

た
り
、
市
味
の
年
貢
は
熊
野
帳
の
税
率
（
五
公
五
民
）
と
な
っ
た
。
ま
た
、

吝
戻
し
の
田
地
も
数
カ
所
あ
っ
た
。
し
か
し
、蔵
入
地
と
言
っ
て
も
自
分

に
預
け
ら
れ
て
い
る
の
で
大
谷
組
内
と
変
わ
ら
ぬ
と
言
っ
て
、天
和
三
年

(1683)
か
ら
貞
享
二
年(1685)

ま
で
の
間
は
市
味
は
悪
所
だ
か
ら
旧
例
通

り
瀬
尻
と
な
ら
し
に
し
て
い
た
。

３
　
所
が
貞
享
３
年(1686)

の
検
地
が
あ
り
、
市
味
は
従
来
な
ら
し
石
で

あ
っ
た
が
、そ
れ
を
差
引
か
れ
て
組
石
は
90
石
余
り
上
が
っ
た
の
に
対
し
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て
瀬
尻
の
組
石
は
50
石
余
下
が
っ
た
。
そ
の
格
差
が
余
り
に
も
大
き
い

の
で
、
迷
惑
し
た
市
味
の
組
子
は
大
谷
権
左
衛
門
に
旧
例
通
り
瀬
尻
と

の
な
ら
し
石
に
し
て
欲
し
い
と
度
々
訴
え
出
た
。
し
か
し
権
左
衛
門
は

時
節
が
悪
い
か
ら
暫
く
待
て
と
答
え
る
丈
で
あ
っ
た
。
瀬
尻
に
知
行
を

貰
っ
て
い
る
者
か
ら
も
同
様
申
し
出
た
が
、
瀬
尻
に
は
下
北
十
兵
衛
が

住
ん
で
い
る
か
ら
待
つ
よ
う
に
と
い
う
返
事
で
あ
っ
た
。

４
　
そ
う
こ
う
す
る
内
に
、
こ
こ
３
年
間
の
間
に
市
味
の
侍
４
人
と
中
間
３

人
が
体
を
こ
わ
し
、「
是
非
な
い
仕
合
せ
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

○
内
田
七
郎
右
衛
門
＝
水
江
で
餓
死
。

○
増
野
十
郎
右
衛
門
、
梅
地
善
兵
衛
＝
石
見
で
乞
食
。

○
梅
地
七
左
衛
門
＝
下
人
風
情
で
地
下
に
罷
居

○
中
間
＝
老
人
１
名
萩
道
で
餓
死
。
２
人
は
飯
ノ
浦
庄
屋
の
下
人
と

な
っ
　
　
　
た
。

○
こ
の
他
、
千
振
新
右
衛
門
も
体
を
こ
わ
し
た
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
は
市
味
村
の
困
窮
者
は
残
り
の
者
が
助
け
て
き
た
か
、
こ

の
ま
ま
で
は
市
味
の
者
全
員
が
路
頭
に
迷
う
。
こ
れ
は
組
頭
の
失
政

（
不
作
舞
）
で
あ
る
。

５
　
以
上
の
理
由
で
９
人
は
大
谷
権
左
衛
門
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
た
が
、

三
組
一
同
で
な
け
れ
ば
話
し
合
い
に
応
じ
な
い
事
を
取
り
決
め
た
。
す

る
と
、
権
左
衛
門
は
我
々
９
人
の
者
を
公
儀
へ
差
出
し
て
仕
舞
っ
た
。

彼
は
こ
れ
で
家
来
へ
の
面
目
を
失
っ
た
が
、
三
組
一
同
（
境
三
郎
左
衛

門
が
萩
勤
務
だ
っ
た
関
係
で
四
組
で
は
な
く
三
組
）
で
権
左
衛
門
と
話

合
う
よ
う
に
と
の
上
意
な
の
で
一
旦
お
請
け
は
し
た
が
、
最
早
権
左
衛

門
の
組
支
配
は
お
断
り
す
る
。

以
上
の
市
味
村
の
問
題
は
大
谷
権
左
衛
門
組
の
問
題
だ
が
、
組
子
共
は
組
頭

と
の
話
し
合
い
に
四
組
一
同
で
な
け
れ
ば
応
じ
な
い
と
い
う
態
度
を
取
っ

た
。
こ
れ
は
二
嶋
開
作
も
絡
ん
で
、
四
組
全
体
で
年
貢
・
公
役
な
ど
の
改
善

を
求
め
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
３
）
職
役
人
事
問
題

元
禄
六
癸
酉(1693)

年
二
月
の「
御
理
」(

訴
訟)

に
加
わ
ら
な
か
っ
た
大
谷
組

の
有
福
三
左
衛
門
の
書
状(

「
益
田
家
文
書
」
55-

35)

に
よ
り
、
御
理
の
一
項

と
し
て
先
御
役
人
指
替
を
訴
え
出
た
事
が
判
る
。「
二
嶋
開
作
」
の
工
事
が

完
了
す
る
時
点
で
、
御
理
と
言
う
の
は
無
意
味
の
様
に
も
感
じ
る
が
、
こ
の

開
作
事
業
を
推
進
し
た
職
座
役
人
に
対
す
る
抗
議
と
、今
後
更
に
続
く
で
あ

ろ
う
「
西
浦
開
作
」
ほ
か
の
新
し
い
開
作
事
業
へ
の
出
役
に
つ
い
て
改
善
を

求
め
る
為
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

何
れ
に
し
て
も
、益
田
家
で
は
益
田
越
中
就
恒
が
死
去
し
益
田
就
賢
が
家
督

を
継
い
だ
時
点
で
職
役
の
交
替
は
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、

益
田
久
右
衛
門
　
益
田
与
右
衛
門
　
益
田
八
郎
左
衛
門
　
益
田
又
左
衛
門
を

更
迭
し
て
、後
任
と
し
て
当
役
栗
山
半
左
衛
門
萩
増
野
作
左
衛
門
　
御
目
付

役
　
松
井
庄
左
衛
門
を
任
命
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

[[ [[[

ⅤⅤⅤⅤⅤ]] ]]]

　
結
　
び
　

　
結
　
び
　

　
結
　
び
　

　
結
　
び
　

　
結
　
び
　

「
元
禄
組
騒
動
」
の
結
末
は
元
禄
時
代
と
い
う
時
代
感
覚
と
か
価
値
観
で
見

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

（
１
）
40
名
余
組
子
共
が
徒
党
を
組
ん
で
起
こ
し
た
訴
訟
は
、
背
景
や
理
由
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は
と
も
あ
れ
、
放
置
す
れ
ば
益
田
家
の
軍
制
で
あ
る
四
組
の
体
制
を
根

底
か
ら
揺
る
が
す
恐
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
益
田
家
と
し
て
は
解

決
を
急
ぐ
必
要
が
あ
っ
た
。

（
２
）「
御
為
之
儀
」、つ
ま
り
こ
の
様
な
騒
ぎ
が
益
田
家
中
に
起
こ
っ
た
こ
と

は
益
田
家
の
軍
制
に
ヒ
ビ
が
入
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
石
州
境

の
防
衛
に
問
題
が
生
じ
た
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
軍
事
上
の
機
密
事
項

で
あ
る
。
外
部
に
漏
れ
て
は
一
大
事
と
い
う
認
識
が
強
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

（
３
）
代
替
わ
り
で
益
田
就
賢
が
益
田
家
当
主
と
な
っ
た
矢
先
の
事
件
だ
が
、

「
二
嶋
開
作
」は
先
代
の
就
恒
が
福
原
宇
右
衛
門
で
あ
っ
た
時
か
ら
推
進

し
て
元
禄
六
年
に
25
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
完
工
し
た
大
事
業
で
あ
り
、

財
政
改
革
の
為
、
引
き
続
き
西
浦
開
作
も
継
続
実
施
す
る
事
に
な
っ
て

い
た
。
こ
の
開
作
事
業
推
進
に
も
支
障
を
来
す
。

（
４
）酷
税
が
事
件
の
引
き
金
と
な
っ
た
と
し
て
も
、財
政
再
建
は
益
田
家
に

と
っ
て
死
活
問
題
で
あ
り
、
逃
れ
ら
れ
な
い
政
策
課
題
で
あ
っ
た
。
税

率
は
萩
藩
全
体
で
決
ま
っ
て
い
る
以
上
、
益
田
家
で
は
開
作
事
業
で
石

高
を
増
や
す
な
ど
の
対
策
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
然
し
乍

ら
、
な
ら
し
石
の
様
に
家
中
に
不
公
平
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
年
貢
取

り
立
て
を
調
整
す
る
工
夫
は
必
要
で
あ
っ
た
。

（
５
）「
元
禄
組
騒
動
」
以
後
、
益
田
家
で
は
判
明
し
て
い
る
限
り
で
以
下
の

組
織
改
革
が
行
わ
れ
た
。

１
．
益
田
家
職
座
人
事
更
迭
（
上
述
）

２
．
四
組
の
組
織
変
更
↓
四
組
は
従
来
の
一
組
64
名(

総
勢
256
名
）
か

ら
一
組
55
人
編
成
（
侍  

25
人
、
中
間
　
30
人
）
と
な
っ
た
。（
増
野
家

文
書
12-

４
）
ま
た
組
子
が
公
事
に
携
わ
る
仕
組
み
に
も
変
更
が
加
え

ら
れ
た
（
上
述
）

（
６
）事
件
の
処
罰
で
は
組
頭
二
人
と
そ
の
息
子
達
が
生
害
さ
れ
厳
罰
に
処
せ
ら

れ
た
が
（
計
７
名
）、
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
「
組
は
ず
れ
の
六
人
の
者
」

は
「
尤
も
の
心
入
れ
」
と
さ
れ
逼
塞
の
軽
い
処
分
と
な
っ
た
。
お
断
り
を
し

た
者
の
大
部
分
は
従
来
通
り
御
奉
公
す
る
事
を
誓
約
し
て
益
田
家
に
復
帰
。

11
名
が
召
放
ち
と
な
っ
た
。

な
お
、
開
作
事
業
の
推
進
体
制
に
変
更
が
加
え
ら
れ
た
か
ど
う
か
や
、
年
貢
の

不
公
平
を
是
正
す
る
為
の
な
ら
し
石
に
工
夫
が
加
え
ら
れ
た
の
か
ど
う
か
は
明

ら
か
で
は
な
い
。

現
代
人
の
時
代
感
覚
か
ら
す
る
と
、
年
貢
の
不
公
平
を
調
整
で
き
な
か
っ
た
大

谷
権
左
衛
門
が
処
罰
さ
れ
な
か
っ
た
事
に
は
疑
問
が
残
る
。
ま
た
、
処
刑
さ
れ

た
境
三
郎
左
衛
門
や
堀
市
郎
右
衛
門
は
む
し
ろ
組
子
共
の
生
活
実
態
を
正
し
く

認
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
が
、
益
田
家
は
二
人
が
騒
動

を
起
こ
し
た
組
子
共
に
一
味
同
心
し
た
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、「
宗
門
究
め
」
と
「
元
禄
組
騒
動
」
と
は
無
関
係
と
考
え
て
良
い
。
宗
門

究
め
の
実
施
方
法
で
組
子
達
が
連
判
は
ず
れ
の
６
人
の
者
と
一
緒
に
判
形
を
押

す
事
を
拒
み
、
事
件
の
過
程
で
若
干
絡
ん
だ
も
の
の
、
最
終
的
に
は
幕
府
へ
の

届
け
出
は
ほ
ぼ
支
障
な
く
行
わ
れ
た
。
６
人
の
者
は
元
禄
六
年
二
月
の
御
理
に

参
加
し
な
か
っ
た
者
達
で
、
そ
の
為
に
残
り
の
者
か
ら
村
八
分
に
さ
れ
た
の
で

あ
っ
て
、
組
子
の
中
に
キ
リ
シ
タ
ン
が
居
た
わ
け
で
は
な
い
。

以
　
上
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四
組
御
理
之
趣

一
　
元
禄
六
酉
二
月
　
境
三
郎
左
衛
門
　
大
谷
権
左
衛
門
　
小
原
二
郎
左
衛
門

堀
市
郎
右
衛
門
　
此
四
人
之
組
子
一
同
ニ
訴
訟
申
出
候
節
　
境
組

真
嶋
惣
右
衛
門
　
堀
組
栗
山
平
太
夫
　
大
塚
半
右
衛
門
　
小
原
二
郎
左
衛
門

組
　
有
田
彦
右
衛
門
　
岩
本
惣
左
衛
門
　
大
谷
組
　
有
福
三
左
衛
門

の
が
れ

つ
い
て

ろ
く
に
ん
に
た
い
し

以
上
六
人 

御
断
之
列
を
逃
候
付
而
　
對
六
人 

残
者
共

意
趣
を
含 

不
和
ニ
成
候
事

つ
い
て

お
お
せ
つ
け
ら
れ

一
　
同
七
ノ
春
　
御
代
替
付
而 

諸
事
御
仕
組
被
仰
付
候
　
益
田

久
右
衛
門
　
益
田
与
右
衛
門
　
益
田
八
郎
左
衛
門
　
益
田
又
左
衛
門

あ
い
か
え
ら
れ

被
相
替
候
　
須
佐
当
役
栗
山
半
左
衛
門
　
萩
増
野
作
左
衛
門

お
お
せ
つ
け
ら
れ

御
目
付
役
　
松
井
庄
左
衛
門
　
被
仰
付
候
事

も
う
す
べ
く

一
　
春
の
宗
門
究
之
節
　
六
人
ハ
逃
シ
可
申
之
由
候
へ
共

と
と
の
え

つ
い
て

公
儀
事
付
　
一
同
ニ
判
形
調
候
　
其
外
儀
付
而
ハ

「益田家文書」47-8
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不
申
請
候

一
、
最
前
ヨ
リ
謹
而
罷
居
候
由
申
出
候
者
供
一
如

小
原
二
郎
左
衛
門
組

小
原
平
右
衛
門

岩
本
九
郎
左
衛
門

下
十
兵
衛

大
草
小
左
衛
門

有
田
十
太
夫

有
田
神
右
衛
門

有
田
傳
右
衛
門

大
草
傳
之
丞

下
孫
右
衛
門

草
野
市
兵
衛

吉
田
角
右
衛
門

横
田
長
兵
衛

岩
本
彦
右
衛
門

増
野
九
兵
衛

岩
本
十
郎
右
衛
門

大
塚
源
右
衛
門

此
度
謹
而
罷
居
候
由
申
出
候
者

平
川
五
郎
右
衛
門

大
谷
十
右
衛
門

大
谷
六
右
衛
門

松
井
平
兵
衛

大
谷
源
八

岩
本
九
郎
兵
衛

一
　
最
前
ヨ
リ
謹
而
罷
居
候
由
申
出
候
者
供

大
谷
権
左
衛
門
組

有
福
七
五
郎

有
福
甚
兵
衛

品
川
助
左
衛
門

品
川
半
右
衛
門

梅
地
三
太
夫

石
川
市
郎
兵
衛

緒
方
安
右
衛
門

横
田
十
兵
衛

西
尾
勘
左
衛
門

金
山
長
左
衛
門

永
田
作
之
進

三
浦
十
郎
兵
衛

有
田
彦
右
衛
門

此
度
謹
而
罷
居
候
由
申
出
候
者

奥
山
九
右
衛
門

熊
谷
忠
右
衛
門

有
田
六
郎
兵
衛

有
田
善
兵
衛

一
　
同
列
御
断
申
上
候
者
ハ
御
糺
明
之
上
御
暇
被
遣
候
へ
共
立
帰

御
奉
公
申
上
度
と
候
ハ
ゝ
御
憤
を
被
成
御
捨
前
々
之

分
可
被
召
仕
と
の
儀
ニ
而
立
帰
候
面
々
左
ニ
記
之

○
向
後
い
か
様
之
御
役
儀
候
と
も
可
奉
遂
其
節
と
の
事

「益田家文書」47-8
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む
た
い

ま
じ
き

○
向
後
無
躰
之
御
断
申
上
間
敷
事

お
の
お
の

ご
そ
な
く

○
各
半
間
之
者
共
と
御
役
儀
ニ
付
　
万
端
無
五
疎
注
１

申
合

そ
の
せ
つ
を
と
げ
た
て
ま
つ
る
べ
く

　
御
用
　
可
奉
遂
其
節
候
事

右
誓
紙

お
お
せ
わ
た
さ
れ

此
時 

御
ヶ
条
を
以
被
仰
渡
候
　
其
内
ニ
已
往
徒
黨
を
結
ひ

お
お
せ
つ
け
ら
る
べ
し

候
ハ
ゝ
　
證
人
組
頭
共
　
同
罪
可
被
仰
付
と
の
事

品
川
三
郎
右
衛
門
　
城
市
右
兵
衛
　
　
石
川
安
之
丞

中
村
新
左
衛
門
　
　
梅
地
喜
兵
衛
　
　
増
野
左
治
右
衛
門

大
谷
喜
左
衛
門
　
　
中
村
六
兵
衛
　
　
大
石
忠
兵
衛

城
市
忠
左
衛
門
　
　
尾
木
市
郎
兵
衛
　
大
谷
吉
右
衛
門

梅
津
甚
右
衛
門
　
　
内
田
清
右
衛
門
　
奥
山
忠
右
衛
門

河
上
六
郎
右
衛
門
　
波
田
半
兵
衛
　
　
仁
保
徳
右
衛
門

う
け

　
　
右
六
月
六
日
御
請

波
田
安
兵
衛
　
　
　
高
津
庄
右
衛
門
　
　
長
瀬
七
右
衛
門

高
津
善
右
衛
門
　
　
高
津
与
右
衛
門
　
　
大
谷
市
郎
右
衛
門

う
け

　
　
右
六
月
七
日
御
請

荻
野
孫
右
衛
門
　
　
高
津
猪
右
衛
門

う
け

　
　
右
六
月
朔
日
御
請

の
が
れ

一
　
此
三
人 

一
同
之
御
断
人
数
を
逃
候
由
　
松
井
庄
右
衛
門
迄

連
判
を
以
申
出
候

嶌
五
左
衛
門
　
　
高
津
伊
兵
衛
　
　
伊
藤
弥
右
衛
門

　
　
閏
　
五
月
十
五
日
申
出

六
月
九
日

つ
か
わ
さ
れ

も
う
さ
ず

一
　
御
暇
被
遣
　
退
去
仕
　
立
帰
不
申
者

境
組
　
片
山
久
兵
衛
　
　
　
　
大
谷
弥
兵
衛

　
　
　
波
田
久
左
衛
門

*1 *1 *1 *1 *1 五疎五疎五疎五疎五疎＝齬疎。｢五｣は齬の音符字。
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堀
組

大
谷
亦
右
衛
門
　
　
高
津
左
衛
門

　
　
大
谷
上
ヶ
組
ニ
て
　

安
富
五
郎
兵
衛
　  

椋
木
半
太
夫

以
上
七
人
　
残
ハ
立
帰

元
禄
七

一
　
閏
五
月
廿
七
日
四
組
頭
・
境
三
郎
左
衛
門
・
堀
市
郎
右
衛
門
・
小
原
二
郎
左
衛
門

め
し
だ
さ
れ

お
き
わ
め

お
お
せ
つ
け
ら
れ

大
谷
権
左
衛
門 

　
萩
被
召
出
　
右
之
四
人
御
断
御
究 

　
被
仰
付

候
事　

究
手
　
　 

本
尾
源
介
・
大
賀
庄
右
衛
門
・
兼
重
安
大
夫

　
御
目
付
　  

松
井
庄
左
衛
門

お
さ
め
か
た
よ
く

つ
い
て

一
　
小
原
二
郎
左
衛
門
　
大
谷
権
左
衛
門
　
頭
之
収
方
能
候
付
而
　
当
分
ハ

め
し
だ
さ
れ

遠
慮
　
早
速
被
召
出
御
意

お
お
せ
つ
け
ら
れ

一
　
境
三
郎
左
衛
門
・
堀
市
郎
右
衛
門
切
腹
被
仰
付
候
　
為
御
届

完
道

益
田
孫
左
衛
門
様
・
益
田
隼
人
様
を
以
　
御
老
中
　
完

毛
利

福
原

備
前
様
・
毛
　
阿
波
様
・
福
　
隠
岐
様
へ
御
届
　
遠
近
方
へ

願
書

繁
沢

益
田

繁
沢

一
　
御
談
合
人
　
繁
　
足
庵
様
・
益
　
孫
右
衛
門
様
・
繁
　
二
郎
兵
衛
様

益
田

井
原

益
　
源
兵
衛
様
・
井
　
孫
左
衛
門
様

六
月
十
日
夜

す
ぐ
さ
ま

つ
か
わ
し

て

一
　
境
三
郎
左
衛
門 

萩
ヨ
リ
直
様
上
小
川
ニ
遣
　
尊
正
寺
ニ
而
切
腹

御
ヶ
条
之
趣
　
松
井
庄
左
衛
門
申
渡
　
介
錯
本
尾
源
介

 
同一　

堀
市
郎
右
衛
門
　
右
同
光
明
寺
ニ
て
切
腹
　
御
ヶ
条
小
国
茂
兵
衛

介
錯
品
川
五
郎
右
衛
門

三
郎
左
衛
門
御
嫡

一
　
境
新
兵
衛
　
法
隆
寺
ニ
て
切
腹
　
御
ヶ
条
松
原
六
左
衛
門

介
錯
多
禰
茂
右
衛
門

同
次
男

「益田家文書」47-8
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て

一
　
栗
山
八
左
衛
門
同
寺
ニ
而
切
腹
　
御
ヶ
条
右
同
　
介
錯
増
野
五
右
衛
門

市
郎
右
衛
門
次
男

て

一
　
和
田
安
之
丞
　
浄
蓮
寺
ニ
而
切
腹
　
御
ヶ
条
石
津
仁
右
衛
門

介
錯
増
野
市
郎
兵
衛

同
三
男

一
　
堀
市
之
進
　
右
同
　
介
錯
梅
津
源
兵
衛

同
四
男

一
　
堀
只
八
　
右
同
　
介
錯
安
富
与
左
衛
門

仁
保
林
麿
為
養
育

一
　
市
郎
右
衛
門
嫡
八
郎
兵
衛
早
世
　
其
子
又
十
郎
七
歳
ニ

も
う
さ
れ

相
成
候
　
大
薀
寺
も
ら
ひ
被
申
候
　
後
ニ
佐
々
木
清
三

養
子
　
称
林
哲

一
　
境
組
内
前
廉
よ
り
落
着
候
者
ハ

梅
津
七
右
衛
門
　
　
同
六
大
夫
　
　
石
川
九
右
衛
門

品
川
弥
二
兵
衛
　
　
真
嶋
作
右
衛
門

お
お
せ
つ
け

一
　
境
・
堀
両
家
之
近
親
類
ハ
当
分
逼
塞
被
仰

ら
れ付

候
事

「益田家文書」47-8
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東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
　「
益
田
家
文
書
」12

ー43

御
家
来
就
騒
動
御
仕
置
記
録

御
家
来
就
騒
動
御
仕
置
記
録

御
家
来
就
騒
動
御
仕
置
記
録

御
家
来
就
騒
動
御
仕
置
記
録

御
家
来
就
騒
動
御
仕
置
記
録

元
禄
七
年

　
御
家
来
就
騒
動
御
仕
置
記
録

七
月
十
一
日

「益田家文書」12-43
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１
６
９
３

一
　
元
禄
六
年
春
境
三
郎
左
衛
門
　
大
谷
権
左
衛
門

小
原
二
郎
左
衛
門
　
堀
市
郎
右
衛
門
　
右
四
人
之
組
子

一
同
ニ
御
訴
訟
之
儀
申
出
候
節
　
境
三
郎
左
衛
門

(

組)与
子
　
真
嶋
与
市
右
衛
門
　
堀
市
郎
右
衛
門
組
子
　
栗
山

(

組)

平
太
夫
　
大
塚
半
右
衛
門
　
小
原
次
郎
左
衛
門
与
子
　
有
田

(

組)

彦
右
衛
門
　
岩
本
惣
左
衛
門
　
大
谷
権
左
衛
門
与
子
　
有
福

以

こ
と
わ

三
左
衛
門
　
已
上
六
人
之
者
　
御
理
り
之
一
列
を
　
は

よ
う
す
に
お
い
て
は

つ
れ
候
於
様
子
者
　
面
々
双
方
之
書
付
ニ

こ
れ
に
よ
っ
て

相
見
候
　
依
之 

右
六
人
之
も
の
へ
對
し
　
相

残
者
共 

意
趣
を
含
　
何
角
と
申
候
付
　
右

六
人
之
内
　
有
田
彦
右
衛
門
　
真
嶋
与
市
右
衛
門
　
岩
本

惣
左
衛
門
　
栗
山
平
太
夫
　
此
四
人
之
儀
者
　
翌
七
年

お
お
せ
わ
た
さ
れ

し
か
る
と
こ
ろ

中
之
引
方
注
１
御
役
被
仰
渡
候
　
然
處
　
正
月

三
日
　
御
初
物
之
時
分
　
右
四
人
之
も
の
罷
出
候
ハ
ゝ

*1 引方引方引方引方引方＝引米方の事か。諸臣の借禄をその禄額から引去り処理する役。（「もりのしげり」P300）
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ま
か
り
い
で
ま
じ
く

相
残
四
組
之
者
共
一
同
ニ
罷
出
間
敷
と
内
談

う
け
た
ま
わ
り
お
よ
び

つ
い
て

仕
候
通
　
四
人
之
者
　
及
承
　
　
候
付
而
　
病
気
之
通

こ
と
わ
り

ま
か
り
い
で
ず

そ
れ
に
つ
い
て

御
理
申
出
　
御
初
物
ニ
も
不
罷
出
候
　
就
夫
　
相
残

(

組)

れ
い
ね
ん
の
ご
と
く

四
与
之
者
共
ハ
罷
出
　
如
例
年
御
初
物
相
調
候

し
か
れ
ど
も

さ
し
す
て
ず

然
共
　
四
組
之
者
共
　
内
證
憤
不
指
捨
候
付

こ
と
わ
り

た
っ
て

さ
し
か
え
ら
れ

四
人
之
者
御
役
儀
之
御
理
　
達
而
申
越
候
付
被
指

替
候
事１

６
９
４

組

一
　
元
禄
七
年
之
春
　
御
代
替
之
御
仕
与
注
１
ニ
付

益
田
久
右
衛
門
　
益
田
八
郎
左
衛
門
両
人
萩
江
被
召
出

組

尤
益
田
又
左
衛
門
　
相
添
　
諸
事
御
仕
与
被
仰
付

其
節
　
益
田
与
右
衛
門
儀
者
　
江
戸
被
差
上
候
て
　
留
守
ニ
て

其
節
之
出
座
不
仕
候
　
左
候
て
　
御
役
人
定

相
極
　
栗
山
半
左
衛
門
　
増
野
作
左
衛
門
　
松
井
勝
左
衛
門

列

萩
被
召
出
　
御
一
門
様
方
御
烈
座
之
上
　
栗
山

*1 *1 *1 *1 *1 仕組仕組仕組仕組仕組＝構造、機構。ここでは益田家の主要人事異動のこと。
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半
左
衛
門
　
須
佐
都
合
役
　
増
野
作
左
衛
門
儀

萩
当
役
　
松
井
勝
左
衛
門
儀
　
御
目
付
役
　
右
之
筋

さ
そ
う
ろ
う
て

被
仰
渡
　
い
つ
れ
も
御
請
仕
候
　
左
候
而
　
諸
沙
汰

お
お
せ
つ
け
ら
れ

被
仰
付
　
御
家
来
御
制
法
之
御
ヶ
條
書
　
相

と
と
の
え

お
お
せ
わ
た
さ
れ

調
　
萩
在
番
之
面
々
江
　
被
仰
渡
　
其
後

二
月
十
二
日  

益
田
久
右
衛
門
　
益
田
八
郎
左
衛
門
　
栗
山

さ
し
も
ど
さ
れ

半
左
衛
門
　
須
佐
被
差
戻
　
翌
十
三
日
　
　
　
士
中

お
お
せ
わ
た
さ
れ

右
之
御
ヶ
條
被
仰
渡
　
い
つ
れ
も
　
　

御
請
仕
候
事

こ
と
わ
り

格
別

一
　
四
組
之
儀
者
　
旧
冬
御
理
之
儀
付
各
別
ニ

お
お
せ
わ
た
さ
れ

御
意
書
を
以
　
頭
四
人
江
被
仰
渡
　
其
辻
を
以

(

組)

い
ず
れ
も
つ
つ
し
ん
で

う
け

し
か
る
と
こ
ろ

与
子
共
江
申
渡
　
何
茂 

謹
而
御
請
申
上
候
　
然
処

当
春
之
宗
門
御
究
　
　
右
列
は
つ
れ

六
人   
　
相
之
儀
　
　
　
　
　
と

「益田家文書」12-43
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恨
を
以
内
證
ニ
て  

　
　

し
か
の
み
な
ら
ず

(

組)

加
之
　
与
内
御
役
目
日
数
　
　  

申
覚

悟
之
由
候
　
此
段
江
戸
ヨ
リ
御
両
国
御
安
堵
之

こ
れ
あ
り

こ
と
わ
り

御
到
来
有
之
次
第
注
１
　
御
理
申
出
覚
悟
ニ
て
相
含

罷
居
候
由
相
聞
候
事

一
　
四
月
廿
八
日
　
小
原
次
郎
左
衛
門
　
大
谷
権
左
衛
門
　
堀

(

組)

市
郎
右
衛
門  

三
人
之
与
子
　
　
　
　
　
　

出
之
申
上
度
儀
有
之
候
間
　
　
　
　
　
　

く
だ
さ
れ

被
下
候
様
と
申
候
ニ
付
而
　
　
　
　
　
　

小
原

(

組)

打
寄
罷
出
候
処
　
次
郎
左
衛
門
与
子
　
小
原
平
右
衛
門

大
谷

堀

有
田
甚
左
衛
門
　
権
左
衛
門
組
子
　
有
福
甚
兵
衛
　
市
郎
右
衛
門

(

組)

大
谷

与
子
　
品
川
太
郎
兵
衛
　
右
四
人
之
も
の
共
　
権
左
衛
門

宅
江
参
　
三
頭
江
申
し
候
ハ
　
当
春
宗
門
帳
ニ
彼

六
人
　
　
　
　
　
　
候
段
在
郷
　
　
　
　
　
　

*1 *1 *1 *1 *1 江戸より御両国御安堵之御到来有之次第江戸より御両国御安堵之御到来有之次第江戸より御両国御安堵之御到来有之次第江戸より御両国御安堵之御到来有之次第江戸より御両国御安堵之御到来有之次第＝元禄7年2月7日、毛利本家では毛利吉就が卒去。同年4月13日、吉就の弟吉広が家
督相続した。吉広は右田毛利六郎左衛門就信の養子となって主膳就勝と号していたが、兄が卒去したので毛利本家の家督を相続
した。この代替りを幕府に報告し、防長二ヵ国の安堵状を求めていたものと考えられる。そういう時期に、益田家中の騒動が表
沙汰になっては一大事という認識があった事を意味すると考えられる。
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(

組)

一
圓
　
　
　
　
与
内
　
数
　
　
　
　
　
　 

と

差
除
覚
悟
之
由
相
聞
候
　
か
や
う
　
　
　
　
　
　
向
後

よ
ら
ず

あ
い
と
な
え

は

不
依
何
事
　
四
組
一
同
と
相
唱
候
時
者
　
假
物
之

と
と
う
を
む
す
び

こ
と
わ
り

儀
ニ
も
結
徒
党
　
御
理
申
上
候
様
相
聞
江

い
か
が
わ
し
く

上
之
御
為
も
如
何
敷
　
次
ニ
ハ
御
年
寄
中
　
　

以

心
入
も
迷
惑
奉
存
候
　
旧
冬
已
来
　
　
　
　
　
　
も
　
　

　
　
当
春
　
御
意
書
　
　
　
　
　
　

う
け

一
同
御
請
申
上
候
　
も
は
や
於
此
段
　
　

ご
ざ
な
く

し
か
る
う
え
は

儀
無
御
座
候
　
然
上
者
彼
六
　
　
　
　
　
　

仕
　
御
奉
公
申
上
覚
悟
御
座
候  

就
夫
　
　
　
　
　
　

右
心
入
之
人
数
　
懸
り
目
候
間
　
御
年
寄
中
も

お
か
れ
く
だ
さ
れ

小
原

此
段
被
仰
返
被
置
被
下
候
様
ニ
と
申
候
て
　
二
郎
左
衛
門

(

組)

大
谷

(

組)

与
子
　
在
郷
者
十
六
人
　
権
左
衛
門
与
子
　
在
郷

堀

(

組)

も
の
十
三
人
　
市
郎
右
衛
門
与
子
　
在
郷
者
十
三
人
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以已
上
四
十
弐
　
　
注
文
注
１
三
頭
　
差
出
候
　
尤
　
　

し
か
る
と
こ
ろ

家
名
之
儀
者
　
右
之
注
文
ニ
相
記
候
　
然
處
ニ

大
谷

お
の
お
の

権
左
衛
門
申
候
ハ
　
只
今
各
之
申
分
　
此
書
付
ニ

あ
い
た
が
い
な
く

こ
と
わ
り

無
相
違
候
哉
　
其
頭
ヘ
別
段
之
御
理
有
之
時
ハ

た
と
い

縦
　
府
と
　
　
共
差
越
可
申
候
間
　
　
　
　
　
　

あ
い
こ
こ
ろ
え

(

組)

相
心
得
候
様
と
申
候
　
与
子
共

ご
も
っ
と
も

ま
さ
に

御
尤
之
儀
共
存
候
　
祇
今
　
上
候
分
者

大
谷

無
御
座
候
通
申
候
付
　
権
左
衛
門
申
候
ハ

境

此
注
文
ニ
て
申
出
之
由
候
　
三
郎
左
衛
門
　
　

(

組)

ニ
て
ハ
候
へ
共
　
三
郎
左
衛
門
与
ヘ
ハ
　
一
圓
内
　
　

あ
い
た
ず
ね

(

組)

境

(

組)

相
尋
候
処
　
与
子
共
申
候
ハ
　
三
郎
左
衛
門
殿
　
御
与

承
合
候
処
　
い
ま
た
此
方
之
組
ハ
　
詮
議
不
相

ば
か
り

極
候
由
返
事
仕
候
故
　
先
三
組
斗
　
右
之
趣

し
か
る
と
き
は

こ
と
わ
り

御
座
候
由
申
候
付
　
然
時
者
　
向
後
御
理
之
儀

*1 *1 *1 *1 *1 注文注文注文注文注文＝①注進の文書。注進状。②書付、文書、書状。
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こ
れ
な
し

無
之
と
申
出
候
段
神
妙
　
　
　
　
　
　  

条

つ
か
ま
つ
る
べ
し

大
谷

小
原

披
見
可
仕
と
権
左
衛
門
申
候
へ
ハ
　
二
郎
左
衛
門
儀
も

せ
し
む
べ
し

成
程
尤
之
儀
共
　
可
令
披
見
と
申
（
候
）　
其
時

堀

せ
っ
し
ゃ
に
お
い
て

ま
ず

ま
じ
く

市
郎
右
衛
門
申
候
ハ
　
於
拙
者
ハ
先
披
見
仕
間
敷
候

(

組)

拙
者
与
ヨ
リ
ハ
　
證
人
両
人
共
ニ
　
不
罷
出
候
故
　

五
郎
左
衛
門
　
品
川
太
郎
兵
衛
罷
出
之
由
　
　
　
　
　
　

ば

ま
か
り
い
で
ず

と
く

得
者
　
此
一
座
江
　
人
不
罷
出
候
　
得
と
　
　
　
　
　
　

し
ら
べ
披
見
可
仕
候
由
　
　
　
　
　
　

大
谷

罷
立
候
故
　
権
左
衛
門
儀
　
玄
関
迄
　
　
　
　
　
　

堀

　
め
罷
出
候
処
　
市
郎
右
衛
門
申
候
ハ
　
　
　
　
　
　

と
か
く

儀
　
兎
角
披
見
ハ
無
用
候
　
相
残
も
の
共

は
か
り
が
た
く

て

堀

い
か
や
う
に
可
申
出
も
難
計
由
申
候
而
　
市
郎
右
衛
門

大
谷

小
原

儀
者
罷
帰
候
　
其
跡
ニ
て
権
左
衛
門
　
二
郎
左
衛
門

相
談
仕
　
右
之
書
付
令
披
見
　
　
　
六
人
相
對
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大
谷

権
左
衛
門
方
ニ
罷
置
候
事

一
　
同
廿
九
日
大
谷
権
左
衛
門
　
小
原
次
郎
左
衛
門
　
両
人

益
田

益
田

栗
山

前
日
之
首
尾
　
与
右
衛
門
　
八
郎
左
衛
門
　
半
左
衛
門
へ

は
な
し

堀

さ
て
さ
て

咄
申
候
付
　
右
三
人
申
候
ハ
　
市
郎
右
衛
門
心
入
　
扨
々

に
が
に
が
し
き

ひ
っ
き
ょ
う

苦
々
敷
儀
共
候
　
畢
竟
不
覚
悟
之
儀
候
間

堀

両
人
ヨ
リ
市
郎
右
衛
門
方
江
　
手
紙
　
　
　
　
　
　

境

可
仕
候
趣
者
　
三
郎
左
衛
門
儀
　
　
　
　
　
　

(

組)与
年
寄
共
迄
様
子
承
合
候
て
　
　
　
　
　
　
　

し
か
る
べ
く

堀

有
之
哉
と
問
合
可
然
候
　
左
候
ハ
ゝ
　
市
郎
右
衛
門

い
よ
い
よ

も
う
す
べ
く

心
入
も
弥
知
レ
可
申
候
由
申
候
へ
ハ
　
相
心
得
候
由
ニ
て

堀

両
人
罷
帰
　
則
時
一
郎
右
衛
門
方
へ
手
紙
を
以

も
う
し
つ
か
わ
し

境

右
之
趣
申
遣
候
処
　
返
答
ニ
申
越
候
ハ
　
三
郎
左
衛
門

(
組)

(

組)
与
之
儀
ニ
お
ひ
て
は
　
明
日
三
与
之
も
の
へ
相

し
か
る
と
き

尋
候
ハ
　
彼
も
の
共
ヨ
リ
　
問
合
　
　
　
　
　
　
然
時
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お
よ
び
ま
じ
く

各
　
之
沙
汰
ニ
ハ
及
間
敷
之
由
返
事
仕
と
の
事

(

組)

一
　
同
晦
日
在
須
佐
四
与
之
内
ヨ
リ
三
頭
へ
申
候
ハ

く
だ
さ
れ

大
谷

一
処
へ
御
集
り
被
下
候
様
ニ
と
申
付
候
　
又
々
権
左
衛
門
宅
へ

(

組)

三
人
打
寄
候
処
　
小
原
二
郎
左
衛
門
与
　
大
谷
十
右
衛
門
　
大
谷

(

組)

六
左
衛
門
　
松
井
平
兵
衛
　
堀
市
郎
右
衛
門
与
　
大
谷
又
右
衛
門

(

組)

高
津
佐
右
衛
門
　
大
谷
権
左
衛
門
与
　
安
富
五
郎
左
衛
門  

　

(

組)

新
右
衛
門
　
梅
地
喜
兵
衛
　
境
三
郎
左
衛
門
与
　
大
谷
孫
兵
衛

以

片
山
久
兵
衛
　
波
田
久
左
衛
門
　
已
上
十
壱
人
参

も
う
し
あ
げ
た
き

大
谷
十
右
衛
門
申
候
ハ
　
御
三
人
様
江
申
上
度
儀
御
座
候

つ
い
て

付
而
参
上
仕
候
由
申
候
処
　
引
続
大
谷
孫
兵
衛

(

組)

申
候
ハ
　
此
間
在
郷
ニ
居
候
与
子
共
ヨ
リ
　
何
事

や
ら
ん

は

哉
覧
書
付
を
以
申
出
候
由
候
　
此
段
様
子
者

ぞ
ん
ぜ
す

し
か
る
と
こ
ろ

お
の
お
の

か
の
列

不
存
候
　
然
處
　 

各
儀
　
彼
烈
は
つ
れ
六
人
之

あ
い
な
ら
ず

も
の
と
向
後
相
役
等
不
相
成
候
　
此
間
も
彼
者
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く
る
し
く
な
り

参
懸
り
ニ
て
は
各
了
簡
も
成
苦
敷
候
間
　

こ
と
わ
り

こ
れ
あ
り

境

新
規
之
御
理
も
有
之
儀
候
間
　
三
郎
左
衛
門

相
談

萩
ヨ
リ
帰
宿
之
上
　
四
頭
惣
談
候
上
　
年
寄

中
迄
申
出
候
ハ
ゝ
　
上
之
御
了
簡
可
も
可
　
　
　

穏
便

間
　
先
其
内
之
儀
者
　
諸
事
音
ひ
ん
ニ
相
か
ま
へ

候
様
ニ
と
申
聞
　
皆
々
退
去
仕
候
由
候
　
此
段

大
谷

小
原

益
田

翌
五
月
朔
日
　
夫
々
権
左
衛
門
　
二
郎
左
衛
門
事
　
与
右
衛
門

益
田

栗
山

は
な
し

八
郎
左
衛
門
　
半
左
衛
門
江
咄
申
候
時
　
三
人
申
候
ハ

堀

今
少
市
郎
右
衛
門
心
入
も
承
合
　
表
向
各

し
か
る
べ
し

申
出
可
然
と
申
談
　
両
人
差
戻
候
事

大
谷

小
原

益
田

一
　
五
月
三
日
権
左
衛
門
・
二
郎
左
衛
門
両
人
　
八
郎
左
衛
門

益
田

栗
山

宅
江
呼
　
尤
　
与
右
衛
門
　
半
左
衛
門
一
座
ニ
て
内
談

堀

き
き
あ
わ
せ

申
候
ハ
　
此
間
市
郎
右
衛
門
　
心
入
折
角
聞
合
候
へ
共

に
が
に
が
し
く

先
日
宅
之
参
懸
り
苦
々
敷
存
候
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(

組)

さ
て
ま
た

種
々
悪
調
儀
　
彼
与
茂
騒
動
仕
候
　
扨
又

さ
し
か
え

(

組)

旧
冬
之
指
替
儀
　
須
佐
・
萩
　
大
与
之
役
人
衆
へ

あ
い
つ
と
め

向
後
自
他
国
共
　
御
付
之
役
儀
　
相
勤
候
事

あ
い
な
ら
ず

是
又
不
相
成
候
間
　
此
段
と
も
左
様
御
聞
届

な
ら
れ

し
か
る
と
こ
ろ

堀

こ
れ
は

被
成
候
様
ニ
と
申
候
　
然
処
ニ
市
郎
右
衛
門
申
候
ハ
　
是
者

こ
と
わ
り

(

組)

新
番
御
理
之
大
与
之
役
人
と
ハ
先
石
津

傳
右
衛
門
　
小
国
彦
兵
衛
　
松
原
八
郎
右
衛
門
と
も

指
ゆ
ひ
を
折
　
此
外
誰
々
に
て
候
哉
と
申
候
へ
ハ

堀

片
山
久
兵
衛
申
候
ハ
　
是
ハ
市
郎
右
衛
門
殿
催
注
１
と
も

お
ぼ
え
も
う
さ
ず

な
ざ
し

も
う
し
あ
げ
ら
れ
ず

覚
不
申
候
　
左
様
ニ
御
名
指
候
て
ハ
不
被
申
上
候
由
申
候

こ
ば
ら

片
山

其
時
二
郎
左
衛
門
申
候
ハ
　
久
兵
衛
申
儀
候
へ
共
　
か
や
う
ニ

こ
と
わ
り

お
の
お
の

と
り
つ
ぎ

大
事
之
御
理
申
出
　
各
迄
取
次
相
頼
候
時
　
　

(

組)

ば
か
り

す
ま
ず

一
篇
ニ
大
与
役
人
と
計
ニ
て
ハ
不
済
　
　

大
谷

申
届
候
由
申
候
　
権
左
衛
門
申
候
ハ
　
も
は
や
か
や
う

*1 *1 *1 *1 *1 催催催催催＝①他を促すこと。催促。②企て③促して物事を起こらせること。
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い
か
様
内
證
候
て
　
萩
・
須
佐
相
談
之
取
遣

こ
れ
あ
る
べ
く

こ
の
う
え
な
が
ら

な
と
も
可
有
之
様
存
候
　
乍
此
上
延
引
候
て
ハ

あ
し
く

は

悪
敷
候
間
　
明
日
者
早
々
表
向
各  

付

つ
か
ま
つ
ら
れ

ま
い
ら
れ

堀

届
被
仕
可
然
候
　
両
人
被
参
候
時
ハ
　
市
郎
右
衛
門

あ
い
な
る
ま
じ
く

し
か
し
な
が
ら

残
居
候
様
ニ
ハ
相
成
間
敷
と
存
候
　
乍
尓
　
両
人

堀

ヨ
リ
ハ
市
郎
右
衛
門
事
へ
知
せ
迄
ニ
て
　
餘
り
同
心 

　

お
よ
ぶ
ま
じ
く

　
両
ニ
ハ
及
間
敷
之
由
申
談
　
両
人
儀 

　

合
点
仕
　
罷
帰
候
事

五
月

益
田

大
谷

小
原

一
　
同
四
日 

八
郎
左
衛
門
宅
江 

権
左
衛
門
・
二
郎
左
衛
門
・

堀

市
郎
右
衛
門

益
田

益
田

栗
山

同
道
ニ
て
参
候
故
　
久
右
衛
門
・
与
右
衛
門
・
半
左
衛
門
を
も

列

大
谷

呼
　
烈
座
ニ
て
　
権
左
衛
門
申
候
ハ
　
先
月
廿
八
日
　
　
在
郷

者
申
出
之
趣
　
并
注
文
之
様
子
　
物
語
仕
候
　
然
時

堀

市
郎
右
衛
門
申
候
ハ
　
其
以
後
晦
日
在
須
佐
　
尤

(
組)

つ
か
ま
つ
ら
れ

在
郷
残
与
子
申
出
之
首
尾
を
も
物
語
被
仕
候
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小
原

様
ニ
と
申
候
　
二
郎
左
衛
門
申
候
ハ
　
是
ハ
あ
た
か
も

お
の
お
の

こ
れ
な
く

各
請
持
分
ニ
て
も
無
之
　
其
上
御
名
指

こ
れ
な
く

境

物
語
申
候
様
ニ
と
の
儀
も
無
之
候
　
其
節
も
三
郎
左
衛
門

相
談

儀
　
萩
ヨ
リ
罷
帰
候
ハ
ヽ
　
四
頭
惣
談
之
上
　
年
寄

も
う
し
い
で
る
べ
し

中
へ
も
可
申
出
と
申
談
候
　
只
今
御
物
語
聞

き
き
お
よ
び
ま
じ
く
や

堀

は

及
間
敷
哉
之
通
申
候
へ
ハ
　
市
郎
右
衛
門
申
候
者

成
程
其
通
ニ
て
候
へ
共
　
先
内
證
届
仕
候
者
共

つ
か
ま
つ
ら
れ
し
か
る
べ
し

心
入
之
通
御
物
語
被
仕
　
可
然
と
申
候
ニ
付

こ
れ
を
も
う
し
い
で

(

組)

か
た
が
た

晦
日
之
申
出
　
三
頭
与
子
江
之
挨
拶
旁

小
原

益
田

益
田

栗
山

二
郎
左
衛
門
物
語
仕
候
　
与
右
衛
門
・
八
郎
左
衛
門
・
半
左
衛
門
三
人

(

組)

申
候
ハ
　
先
月
廿
八
日
　
在
郷
之
三
与
ヨ
リ
申
出
候

堀

時
分
　
市
郎
右
衛
門
事
　
何
と
て
右
之
書
付

無
披
見
候
哉
　
彼
者
共
申
出
候
段
ハ
承
候
処

も
っ
と
も
の

ば
か
り

し
か
る
と
き

尤
之
心
入
計
に
存
候
　
然
時
ハ
早
々
被 
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大
谷

お
か
れ
て
し
か
る
べ
し

其
侭
ニ
て
権
左
衛
門
方
預
り
被
置
可
然
と
申
候

益
田

そ
う
ら
え
ど
も

与
右
衛
門
申
候
ハ
　
尤
両
頭
ハ
披
見
之
儀
候
得
共

表
向
之
付
届
之
事
候
へ
ハ
　
注
文
之
人
数
者

お
の
お
の

し
か
る
べ
し

益
田

各
見
置
た
る
首
尾
可
然
之
通
申
候
　
八
郎
左
衛
門

益
田

申
候
ハ
　
与
右
衛
門
申
通
　
此
節
之
儀
候
へ
ハ
　
書
物

し
か
る
べ
く

人
数
見
届
　
二
度
不
立
帰
様
御
仰
仕
可
然
候

さ
り
な
が
ら

乍
去
　
両
頭
披
見
之
上
　
表
向
之
付
届
者

し
か
る
と
き

人
数
両
頭
見
届
之
事
候
　
然
時
ハ
各
披

こ
の
う
え
な
が
ら

組

見
同
前
之
儀
候
　
乍
此
上
　
相
残
与
子
判
形

も
う
さ
ず

な
と
仕
為
ニ
ハ
　
先
披
見
不
申
首
尾
可
然
と

栗
山

申
候
　
半
左
衛
門
申
候
ハ
　
今
一
通
り
残
組
子

頭
々
呼
候
て
　
此
書
付
之
段
申
聞

し
か
る
べ
く

御
為
之
儀
候
間
　
判
形
仕
可
然
之
通
沙
汰
有
之

組

度
事
候
　
三
与
之
儀
者
　
一
与
切
り
之
沙
汰
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ば
か
り

披
見
致
候
へ
共
　
心
入
計
に
候
段
　
気
を
被
　 

　

こ
そ
こ
れ
あ
り

様
ニ
祐
有
之
度
儀
共
候
　
い
か
や
う
之
心
入
ニ
て

あ
い
た
ず
ね

堀

無
披
見
候
哉
と
相
尋
候
へ
ハ
　
市
郎
右
衛
門
申
候
ハ

組

ま
か
り
い
で
ず

私
与
ヨ
リ
ハ
證
人
両
人
共
ニ
不
罷
出
儀
　
其
上

嶋
五
左
衛
門
　
品
川
太
郎
兵
衛
　
両
人
罷
出
候
ハ
バ

は

大
谷

ま
い
ら
ず

五
左
衛
門
儀
者
　
権
左
衛
門
宅
へ
さ
へ
不
参
　
在
郷
引
取

組

こ
と
わ
り

申
之
由
候
　
旧
冬
四
与
一
同
御
理
之
時
分
茂

組

私
与
子
之
儀
者
　
度
々
不
合
当
り
左
　
　
　

の
み

と
く

た
る
事
已
候
へ
ハ
　
得
と
内
證
引
し
ら
べ
　
其
上

つ
か
ま
つ
る
べ
く

さ
て
ま
た

大
谷

ニ
て
披
見
可
仕
と
存
罷
過
候
通
申
候
　
扨
又
権
左
衛
門

申
候
ハ
　
三
組
ヨ
リ
之
書
付
只
今
御
披
見
ニ

な
ら
れ
る
や

益
田

被
成
哉
と
申
候
付
　
与
右
衛
門
申
候
ハ
　
い
か
に
も 

　

し
か
る
べ
く

栗
山

仕
可
然
と
申
候
　
半
左
衛
門
申
候
ハ
　
先
此
書
付
之

儀
者
御
披
見
御
無
用
存
候
　
両
頭
披
見
之
儀
候
間
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境

組

仕
可
然
　
三
郎
左
衛
門
与
之
儀
者
　
年
寄
分
之

者
證
人
引
加
　
呼
出
し
候
て
　
三
頭
一
座
ニ
て
右

も
う
し
き
か
さ
れ

段
々
被
申
聞
可
然
候
通
申
談
　
い
つ
れ
も
　
　 

　

尤
と
詮
儀
相
極
　
皆
々
退
去
仕
候
事

五
月

組

一
　
同
四
日
之
晩
在
郷
ヨ
リ
残
与
子
面
々
呼
出
候

大
谷

組

処
　
須
佐
罷
出
候
へ
共
　
権
左
衛
門
与
子
之
儀
者
　
再
三

大
谷

ま
い
り
も
う
さ
ず

小
原

呼
候
へ
共
　
権
左
衛
門
宅
へ
参
不
申
之
由
候
　
二
郎
左
衛
門

組

し
き
り

与
子
之
儀
も
頻
ニ
沙
汰
仕
　
　
　
　
　

よ
う
や
く

平
川
五
郎
右
衛
門
　
漸
夜
半
過
ニ
参
り
申
候
　
就
夫

小
原

二
郎
左
衛
門
段
々
申
聞
候
処
　
彼
者
共
申
候
ハ

し
か
し
な
が
ら

成
程
御
尤
之
儀
共
奉
存
候
　
乍
尓
　
只
今

う
け

何
と
も
御
請
仕
苦
敷
候
　
い
つ
れ
も
罷
帰

得
と
思
惟
仕
　
様
子
可
申
上
と
て
罷
帰

由
候
　
大
谷
六
右
衛
門
儀
者
　
波
田
久
左
衛
門
所
ニ
て
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組

も
う
さ
ず

ま
か
せ
ず

残
与
子
共
か
け
留
　
手
離
し
不
申
候
故
　
不
任

　

小
原

心
底
　
漸
く
翌
朝
二
郎
左
衛
門
所
江
参
申

さ
そ
う
ろ
う
て

大
谷

左
候
て
　
六
右
衛
門
参
候
ニ
　
猪
兵
衛
　
五
郎
右
衛
門
儀

小
原

た
と
い

内
存
物
語
仕
候
　
夜
分
次
郎
左
衛
門
殿
　
縦

お
お
せ
き
か
さ
れ

か
た
が
た

そ
う
ら
え
ど
も

と
か
く

被
仰
聞
候
儀
　
旁
々
吟
味
仕
候
得
共
　
兎
角
新

え
つ
か
ま
つ
ら
ず

こ
ば
ら

願
ハ
不
得
仕
候
間
　
此
段
二
郎
左
衛
門
殿
へ
申
上

た
の
ま
れ

そ
れ
に
つ
い
て

大
谷

く
れ
候
様
ニ
と
被
頼
之
由
候
　
就
夫
　
六
右
衛
門
儀 

　

小
原

右
一
同
之
心
入 

　
由 

申
候
ニ
付
　
次
郎
左
衛
門
申
候
ハ

さ
て
さ
て

こ
の
う
え
な
が
ら

と
く

扨
々
不
合
点
成
儀
共
候
　
乍
此
上
も
得
と

し
か
る
べ
く

大
谷

さ
し
も
ど
し

吟
味
仕
可
然
之
通
申
候
て
　
六
右
衛
門
儀
差
戻
之

大
谷

組

由
候
　
権
左
衛
門
儀
者
右
之
通
　
与
子
寄

も
う
さ
ず

も
う
し
き
か
す
べ
き

ご
ざ
な
く

不
申
候
故
　
存
寄
可
申
聞
方
便
無
御
座
候

こ
の
う
え
な
が
ら

と
か
く

あ
い
な
る
べ
く

乍
此
上
　
兎
角
呼
寄
候
様
ニ
も
可
相
成
候
へ
共

し
ゅ
っ
た
い

左
様
ニ
て
ハ
及
方
り
き
み
出
来
候
様
ニ
可
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益
田

益
田

有
之
候
　
い
か
ゝ
可
仕
哉
之
通
　
与
右
衛
門
・
八
郎
左
衛
門
・

栗
山

つ
い
て

半
左
衛
門
　
相
談
仕
候
ニ
付
而
　
三
人
申
候
は
　
い
か
に
も

小
原

組

尤
之
心
入
候
　
二
郎
左
衛
門
与
子
も
　
頭
之
方
へ

あ
い
な
ら
ず

参
候
へ
共
　
判
形
ハ
不
相
成
候
由
相
聞
候
て
　
然
時

大
谷

組

権
左
衛
門
与
子
も
一
同
之
内
存
可
有
之
儀
　
左
候

時
者
　
け
ん
へ
ひ
注
１
ニ
呼
候
て
も
結
句 

　

し
ゅ
っ
た
い

出
来
　
先
々
以
悩
苦
敷
事
候 

　

さ
し
お
か
れ

其
侭
ニ
て
被
差
置
　
一
同
も
は
や
く
被

差
戻
候
首
尾
可
然
候
　
多
人
数
須
佐
ニ
て

て

あ
し
く

大
谷

入
込
罷
居
候
而
　
悪
鋪
候
通
申
談
　
権
左
衛
門

委
細
合
点
仕
候
間
　
其
分
ニ
沙
汰
可
仕

松
井

申
候
　
此
上
之
儀
者
萩
ヨ
リ
勝
左
衛
門
な
と
被
指

こ
れ
な
き

戻
　
詮
議
被
仰
付
ヨ
リ
外
無
之
儀
　
先
其
内
之

は

穏
便

儀
者
　
い
つ
れ
も
音
ひ
ん
ニ
相
構
居
候
様
ニ
申

*1 *1 *1 *1 *1 けんへひけんへひけんへひけんへひけんへひ＝権柄。権勢をもって人を押さえつけること

「益田家文書」12-43



36

お
か
れ
る
べ
く

聞
可
被
置
候
　
旦
那
様
御
事
も
頃
日

な
ら
れ
る

三
田
尻
入
越
被
成
儀
候
間
　
御
帰
之
上
　
各
三
人

よ
り
萩
年
寄
中
迄
可
申
談
候
通
申
相

大
谷

権
左
衛
門
も
指
戻
候
　
夫
ヨ
リ
ハ
被
付
込
　
沙
汰

松
井

不
仕
候
　
尤
　
勝
左
衛
門
　
須
佐
被
差
戻
　
　
　

益
田

益
田

栗
山

益
田

与
右
衛
門
　
八
郎
左
衛
門
　
半
左
衛
門
ヨ
リ
又
左
衛
門
方
迄

寄
合
互
之
存
寄
申
相
候
事

五
月

一
　
同
十
八
日
之
晩
　
益
田
久
右
衛
門
　
益
田
又
左
衛
門

勝

増
野
作
左
衛
門
　
松
井
庄
左
衛
門
儀
　
御
前
ニ
被

松
井

な
ら
れ

組

召
出
　
勝
左
衛
門
江
被
成
　
御
意
候
ハ
　
四
与
之

こ
と
わ
り

も
の
共
　
當
春
以
来
　
何
角
理
　
　
　
有

こ
と
わ
り

之
由
ニ
て
　
頭
共
迄
ハ
理
申
出
候
通
　
い
か
や
う
之

い
ま
も
っ
て
こ
れ
な
く

首
尾
ニ
て
候
哉
　
頭
共
ヨ
リ
之
申
出
　
今
以
無
之

さ
そ
う
ろ
う
て
は

組

さ
わ
ぎ

左
候
而
者
　
与
中
も
少
々
噪
候
様
ニ
被
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つ
い
て

松
井

さ
し
も
ど
さ
る
べ
く

聞
召
付
而
　
勝
左
衛
門
儀
　
明
日
須
佐
可
被
指

戻
候
間
　
益
田
与
右
衛
門
　
益
田
八
郎
左
衛
門
　
栗
山

組

半
左
衛
門  

　
遂
相
談
　
与
頭
共
申
分
委
細

松
井

承
　
勝
左
衛
門
存
寄
之
廉
も
有
之
候
ハ
ヽ

ま
か
り
い
で
る
べ
く

無
邊
遍
注
１
致
詮
儀
　
可
罷
出
候
様
相
談
之

あ
い
な
る
ほ
ど

し
か
る
べ
く

上
　
相
成
程
ハ
取
収
之
心
遣
仕
可
然
　
此
度

お
お
せ
き
か
さ
れ

さ
し
も
ど
さ
れ

先
御
下
心
被
仰
聞
　
被
差
戻
事

い
よ
い
よ

組

も
う
さ
ず

弥
四
与
共
収
り
不
申
候
ハ
ヽ
　
表
向
之
御

心

沙
汰
可
被
仰
付
候
間
　
左
様
相
意
得
　
ま
つ

お
お
せ
わ
た
さ
れ

随
分
心
遣
仕
候
様
ニ
と
被
仰
渡
候
事

五
月

松
井

一
　
十
九
日
之
朝
　
勝
左
衛
門
儀
　
御
前
被
召

さ
し
も
ど
さ
れ
る
べ
く

出
　
い
よ
／
＼
今
日
須
佐
可
被
差
戻
候
　
委
細

お
お
せ
わ
た
さ
れ

心

前
夜
被
仰
渡
之
通
相
意
得
　
沙
汰
仕

相
極
候
所
承
　
罷
出
候
様
ニ
と
重
畳
ニ
被
成

*1 邊遍邊遍邊遍邊遍邊遍＝偏頗（えこひいき）の事か。
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す
な
わ
ち
午
前
十
時

八
時

御
意
　
則
白
四
ツ
前
萩
出
足
　
同
晩
五
ツ

時
分
　
須
佐
着
　
早
速
　
栗
山
半
左
衛
門
方
へ
付
届

仕
候
事

五
月

一
　
同
廿
日
　
於
益
田
与
右
衛
門
宅
　
益
田
八
郎
左
衛
門
・

栗
山
半
左
衛
門
・
境
三
郎
左
衛
門
・
小
原
次
郎
左
衛
門
・

勝

大
谷
権
左
衛
門
・
堀
市
郎
右
衛
門
　
尤
松
井
庄
左
衛
門

列

松
井

組

烈
座
ニ
て
　
勝
左
衛
門
申
候
ハ
　
此
間
四
与
中

何
角
と
候
て
ふ
し
／
＼
の
や
う
に
相
成
通

き
こ
し
め
し
つ
け
ら
れ

そ
れ
に
つ
い
て

被
聞
召
付
候
　
就
夫
　
一
昨
晩
私
儀

め
し
だ
さ
れ

お
お
せ
き
か
さ
れ

つ
い
て

御
前
被
召
出
　
御
下
心
被
仰
聞
候
付
而

組

昨
日
罷
戻
候
　
与
内
此
中
之
参
懸
り

お
の
お
の

い
か
や
う
之
首
尾
候
哉
　
各
遂
相
談

組

様
子
承
候
様
ニ
と
の
　
御
意
御
座
候
　
四
与
之

元
禄
六
お
ん
た
め

儀
者
　
旧
冬
御
為
と
て
書
付
を
以
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尊
簡
御
下
着
前
押
付
　
御
法
事
之
儀

み
ぎ
り

じ
げ

さ
わ
ぎ

い
わ
れ
ざ
る

付
　
砌
　
地
下
向
噪
候
様
成
仕
　
　
不
謂
作
廻

心

此
節
者
一
圓
ひ
そ
か
に
相
意
得
居 

　

松
井

境

指
押
置
之
通
申
付
　
庄
左
衛
門
申
候
ハ
　
三
郎
左
衛
門
方

こ
れ
あ
り

帰
宅
て
も
間
有
之
事
候
　
此
中
相
謹

小
原

何
と
て
延
引
候
哉
と
相
尋
候
へ
ハ
　
二
郎
左
衛
門

は

申
候
ハ
　
頃
日
者
御
法
事
半
　
右
之
沙
汰

　
　
　
　

虫
損
な
ど
の
た
め

虫
損
な
ど
の
た
め

虫
損
な
ど
の
た
め

虫
損
な
ど
の
た
め

虫
損
な
ど
の
た
め

　
　
　
　
　
こ
こ
か
ら
撮
影
不
能

　
　
　
　
　
こ
こ
か
ら
撮
影
不
能

　
　
　
　
　
こ
こ
か
ら
撮
影
不
能

　
　
　
　
　
こ
こ
か
ら
撮
影
不
能

　
　
　
　
　
こ
こ
か
ら
撮
影
不
能
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東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
　｢

益
田
家
文
書｣

16-

14

両
組
頭
御
究
御
請
次
第
覚
書

両
組
頭
御
究
御
請
次
第
覚
書

両
組
頭
御
究
御
請
次
第
覚
書

両
組
頭
御
究
御
請
次
第
覚
書

両
組
頭
御
究
御
請
次
第
覚
書

元
禄
七
年
七
月
十
一
日

元
禄
七
年
七
月
十
一
日

元
禄
七
年
七
月
十
一
日

元
禄
七
年
七
月
十
一
日

元
禄
七
年
七
月
十
一
日

組組組組組

両
與
頭
萩
被
召
出
　
於

両
與
頭
萩
被
召
出
　
於

両
與
頭
萩
被
召
出
　
於

両
與
頭
萩
被
召
出
　
於

両
與
頭
萩
被
召
出
　
於

両
度
御
究
被
仰
付
候
御
請
次
第

両
度
御
究
被
仰
付
候
御
請
次
第

両
度
御
究
被
仰
付
候
御
請
次
第

両
度
御
究
被
仰
付
候
御
請
次
第

両
度
御
究
被
仰
付
候
御
請
次
第
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境
三
郎
左
衛
門
最
初
之
御
究

境
三
郎
左
衛
門
最
初
之
御
究

境
三
郎
左
衛
門
最
初
之
御
究

境
三
郎
左
衛
門
最
初
之
御
究

境
三
郎
左
衛
門
最
初
之
御
究

き
わ
め

は

一
　
宗
門
之
究
　
六
人
注
１
者
書
注
２
候
時
者
　
須
佐

役
都
合
所
江
早
速
申
届
候
上
　
相
談

つ
か
ま
つ
る
べ
き

を
以
落
着
候
様
ニ
心
遣
可
仕
儀
共
候
事

さ
し
か
え
し

一
　
最
前
　
松
井
勝
左
衛
門
差
帰
候
時
分

組

し
か
る
べ
し

一
与
切
之
沙
汰
可
然
と
評
諚

と
り
お
さ
め

つ
か
ま
る
つ
べ
し

組

之
上
　
取
収
之
心
遣
可
仕
と
て
　
与
子

*1 *1 *1 *1 *1 六人六人六人六人六人＝12頁参照。
*2 *2 *2 *2 *2 者書者書者書者書者書→者ツシ（ハツシ、外し）カ。
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組

共
召
寄
候
処
　
御
上
書
を
以 

四
与
一
同

あ
い
な
ら
ず

四
人
列
座
候
ハ
ね
ば
申
出
不
相
成
候
通

か
し
ら

う
け
ざ
る

申
候
由
　
頭
之
支
配
不
請
組
子
共

ニ
て
候
ハ
ヽ
　
須
佐
年
寄
共
江
様
子
申
出

も
う
す
べ
き

こ
こ
ろ
え

組
差
上
注
３
可
申
儀
共
候
処
　
此
段
難
心

が
た
く

得
候
事

さ
し
か
え
し

一
　
最
前
　
松
井
勝
左
衛
門
差
帰
候
時
分

一
旦
落
着
候
と
申
出
候
処
　
注
文
判
形

も
う
し
か
け

之
儀
申
懸
候
ニ
付
　
又
は
み
返
し
注
４

あ
い
な
ら
ず

六
人
者
相
役
も
不
相
成
と
申
切
候
段

ひ
と
ま
ず

や

い
よ
い
よ

何
を
以
一
先
落
着
候
と
ハ
申
候
哉
　
弥
請

も
う
さ
ず

き
ま

は

組

あ
い
な
ら
ず

相
不
申
ニ
極
り
候
時
者
　
与
支
配
不
相
成

組

も
う
す
べ
き

段
申
出
　
与
子
共
差
上
ケ
可
申
儀
共

事

*3  *3  *3  *3  *3  組差上組差上組差上組差上組差上＝組子を藩に差し出して処分を願い出ること。
*4  *4  *4  *4  *4  はみ返しはみ返しはみ返しはみ返しはみ返し＝ぶりかえす。
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組

た
っ
て

一
　
與
子
共
落
着
候
様
ニ
と
達
而
申
聞
候
へ
ハ

ま
い
り
が
か

と
か
く

只
今
之
参
懸
り
ニ
て
ハ
　
兎
角
向
後

あ
い
な
ら
ず

こ
の
う
え
な
が
ら

奉
公
不
相
成
候
間
　
乍
此
上
ハ
手
を
放
候

し
か
る
と
き
は

き
わ
め

様
ニ
と
申
之
由
　
然
時
者
一
人
別
ニ
相
究

も
う
し
き
り

其
上
ニ
て
も
申
切
候
ハ
ヽ
　
両
条
之
詰
り

組

銘
々
承
届
　
与
　
差
上
　
無
二
之
所

も
う
し
い
ず
べ
く

可
申
出
候
事

元
禄
七

戌
ノ
閏
五
月
廿
九
日
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き
わ
め

き
わ
め

き
わ
め

き
わ
め

き
わ
め

う
け
う
け
う
け
う
け
う
け

　
境
三
郎
左
衛
門
御
究
之
御
請

　
境
三
郎
左
衛
門
御
究
之
御
請

　
境
三
郎
左
衛
門
御
究
之
御
請

　
境
三
郎
左
衛
門
御
究
之
御
請

　
境
三
郎
左
衛
門
御
究
之
御
請

き
わ
め

一
　
當
春
宗
門
御
究
之
時
分
　
六
人
者

つ
い
て

境

お
っ
て

組

差
除
候
付
而
　
三
郎
左
衛
門
儀
　
追
而
与
中

頭
取
候
者
二
三
人
召
寄
せ
　
只
今
之

さ
き
ざ
き

あ
い
す
ま
ざ
る

分
ニ
て
ハ
　
先
々
不
相
済
儀
　
第
一

お
ん
た
め
し
か
る
べ
か
ら
ず

御
為
不
可
然
　
其
上 

組
内
支
配

あ
い
な
ら
ず

お
の
お
の

不
相
成
候
間
　
何
と
そ
各
心
遣
候
様
と
申

｢益田家文書｣16-14
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聞
せ
候
処
　
成
程
御
尤
存
候
　
先
々

如
何
様
ニ
茂
参
り
懸
り
可
有
御
座
と

申
候
事

元
禄
七

一
　
四
月
廿
八
日
　
六
人
者
と
相
役
仕
　
向
後

こ
と
わ
り

も
う
し
あ
げ
ず

も
う
し
あ
ぐ
べ
く

御
理
事
不
申
上
　
御
奉
公
可
申
上
候
と

申
候
も
の
数
十
人
催 

書
付
差
出
候

そ
れ
に
つ
い
て

就
夫
　
残
人
数
ヨ
リ
ハ
　
彼
六
人
者
と

ま
か
り
な
ら
ず

相
役
仕
御
奉
公
不
罷
成
候
由
　
三
頭
江

付
届
仕
候
通
　
於
萩
承
候
事

元
禄
七

ま
か
り
か
え
り

一
　
五
月
十
二
日
　
萩
ヨ
リ
罷
帰
　
組
内
江
申
聞
せ

候
ハ
　
尊
書
茂
御
下
近
々
候
間

つ
つ
し
ん
で

先
謹
而
罷
居
候
様
ニ
と
申
聞
候
事

さ
し
も
ど
さ
れ

一
　
松
井
庄
左
衛
門
　
須
佐
被
差
戻
候
付

組

何
と
そ
四
與
沙
汰
仕
　
落
つ
き
候
様
ニ
と

｢益田家文書｣16-14
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組

申
聞
せ
候
　
皆
々
列
座
之
上
　
与
江
之

算
段

取
掛
り
沙
汰
仕
候
　
一
組
切
之
讃
段

つ
か
ま
つ
る
べ
し

こ
れ
あ
り

組

可
仕
と
申
者
も
有
之
候
　
又
与
内
之
者

存
所
　
四
組
一
同
四
人
之
頭
一
座
ニ
て
段
々

様
子
申
出
度
と
　
内
々
之
参
り
懸
り

つ
い
て

つ
か
ま
つ
る
べ
き

付
而
　
一
同
之
さ
た
ニ
も
可
仕
哉
と
各

そ
う
ら
え
ど
も

組

申
相
候
得
共
　
兎
角
一
与
切
之
沙
汰

し
か
る
べ
し

可
然
と
評
諚
相
極
り
　
其
分
ニ
取
懸
り

組

候
処
　
私
与
よ
り
ハ
口
上
書
を
以
申
し
上

本
日
各
申
談
之
儀
候
間
　
一
同
ニ
様
子

た
っ
て

し
か
る
と
き
は

組

承
く
れ
候
様
ニ
と
達
而
申
候
　
然
時
者
其
与

つ
か
ま
つ
る
べ
し

参
り
懸
り
ニ
沙
汰
可
仕
と
存
　
其
分
ニ

組

仕
罷
居
候
　
其
上
一
旦
与
内
之
分

承
候
處
ニ
　
彼
も
の
共
心
入
左
様
ニ
茂
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こ
れ
あ
る
べ
く
そ
う
ら
え
ど
も

ひ
と
え

可
有
之
候
得
共
　
偏
ニ
御
為
之
儀
ニ
（
候
）
間
　
落
つ
き

た
っ
て

候
様
ニ
と
達
而
申
聞
候
付
　
一
旦
ハ
落
つ
き
　

申
候
処
　
注
文
判
形
之
儀
ニ
付
　
又
々
六
人
之

ま
か
り
な
ら
ず

者
と
ハ
相
役
不
罷
成
候
と
申
切
候
事

と
し
て

さ
し
も
ど
さ
れ

一
　
今
度
増
野
作
左
衛
門
　
為
　
上
使
被
指
戻

何
事
も
差
捨
　
御
為
之
儀
ニ
て
候
間

お
の
お
の

落
つ
き
申
候
様
ニ
と
　
各
昼
夜
段
々

つ
か
ま
つ
ら
ず

つ
い
て

心
遣
仕
候
へ
共
　
承
引
不
仕
ニ
付
而
　
年
寄
中

相
談
之
上
　
又
々
中
人
を
立
　
い
ろ
／
＼
と

申
候
へ
共
　
只
今
之
参
り
懸
り
ニ
て
ハ
　
各

も
う
し
あ
げ
が
た
く

儀
　
さ
き
／
＼
之
御
奉
公
難
申
上
　
内
存

つ
か
ま
つ
ら
ず

通
中
人
へ
も
申
達
　
一
圓
承
引
不
仕
と

た
っ
て

こ
の
う
え
な
が
ら

お
て
を
は
な
た
れ

く
だ
さ
れ

達
而
申
候
へ
ハ
　
乍
此
上
ハ
被
放
御
手 

被
下
候

さ
よ
う
つ
か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
て

様
ニ
と
申
候
　
左
様
仕
候
而
ハ
　
前
々
定
立
注
１

こ
れ
あ
り

申
儀
も
有
之
候
へ
ハ
　
御
為
も
い
か
ゝ
し
く

*1 *1 *1 *1 *1 定立定立定立定立定立（（（（（ててててていいいいいりりりりりつつつつつ）））））＝ある判断・意見を提出すること。
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え
つ
か
ま
つ
ら
ず

奉
存
　
手
放
候
様
ニ
も
不
得
仕
候
　
私
儀

組

お
お
せ
つ
け
ら
れ

今
年
迄
十
八
年
　
与
支
配
被
仰
付
候

何
と
そ
御
威
光
を
以
成
と
も
取
収

も
う
す
べ
し

し
ん
て
い
に

可
申
と
存
候
へ
共
　
右
之
参
り
掛
り
故
　
不
任

ま
か
せ
ず

心
底
　
残
念
至
極
ニ
奉
存
候
事

も
し

組

一
　
若
残
三
与
之
内
ヨ
リ
私
身
分
江

懸
り
候
儀
申
出
候
ハ
ヽ
　
私
江
御
尋

く
だ
さ
り

被
下
候
様
ニ
と
奉
存
候
事

元
禄
七

戌
ノ
閏
五
月
廿
九
日

境
三
郎
左
衛
門
　
判
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堀
市
郎
右
衛
門
最
初
之
御
究

堀
市
郎
右
衛
門
最
初
之
御
究

堀
市
郎
右
衛
門
最
初
之
御
究

堀
市
郎
右
衛
門
最
初
之
御
究

堀
市
郎
右
衛
門
最
初
之
御
究

一
　
當
春
宗
門
御
究
之
時
分
　
六
人
之
者

相
談

お
っ
て

差
除
候
付
　
四
組
惣
談
之
上
　
追
而

こ
れ
あ
る
べ
く

ま
ず

組

参
り
様
も
可
有
之
候
間
　
先
六
人
与
ニ
仕

堀

置
候
様
ニ
と
申
付
之
由
候
　
市
郎
右
衛
門
儀

栗
山

年
行
事
之
事
候
間
　
早
速
半
左
衛
門

つ
か
ま
つ
る
べ
き

方
へ
申
届
　
取
収
之
心
遣
可
仕
儀
共
候
事
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さ
し
か
え
さ
れ

一
　
松
井
庄
左
衛
門
　
最
前
須
佐
被
差
返
候

組

組

時
分
　
与
子
共
へ
手
入
仕
候
へ
共
　
三
与
一
同
ニ

も
う
し
い
ず
べ
し

組

つ
か
ま
つ
ら
ず

可
申
出
と
候
て
　
一
與
切
ニ
ハ
承
引
不
仕
候
由

し
か
る
と
き
は

あ
い
な
ら
ず

組

然
時
者
支
配
不
相
成
候
段
申
出
　
與

可
差
上
儀
共
候
事

組

一
　
与
子
共
一
旦
者
落
つ
き
候
と
申
出
候
処

注
文
判
形
之
所
ニ
て
は
み
返
し
注
１
　
六
人
之  

　
　

ま
か
り
ｆ
な
ら
ず

も
の
と
相
役
等
不
罷
成
段
申
切
候
由

し
か
る
う
え

組

も
う
す
べ
き

然
上
ハ
此
時
も
与
差
上
可
申
儀
候
事

さ
し
も
ど
し

一
　
増
野
作
左
衛
門
差
戻
候
時
分
　
心
遣
仕

そ
う
ら
え
ど
も

も
う
さ
ず

候
得
共
　
落
つ
き
不
申
候
ニ
付
　
中
人
を
立

そ
う
ら
え
ど
も

異
見
仕
候
得
共
　
只
今
之
参
り
懸
り
ニ
て
ハ

あ
い
な
ら
ず

し
か
る
と
き

向
後
之
奉
公
不
相
成
と
申
之
候
由
　
然
時
ハ

き
わ
め

お
さ

壱
人
別
ニ
相
究
　
治
ま
り
／
＼
承
届
　
無

｢益田家文書｣16-14
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も
う
し
い
ず
べ
き

二
之
所
可
申
出
儀
候
事

元
禄
七

戌
ノ
閏
五
月
廿
九
日

き
わ
め

き
わ
め

き
わ
め

き
わ
め

き
わ
め

う
け
う
け
う
け
う
け
う
け

堀
市
郎
右
衛
門
御
究
之
御
請

堀
市
郎
右
衛
門
御
究
之
御
請

堀
市
郎
右
衛
門
御
究
之
御
請

堀
市
郎
右
衛
門
御
究
之
御
請

堀
市
郎
右
衛
門
御
究
之
御
請

【
注
】
こ
の
部
分
は
20
ー
19
と
ほ
ぼ
同
文
。

き
わ
め

一
　
當
春
宗
門
御
究
之
時
分
　
六
人
之
者

て

つ
か
ま
つ
り
く
る
し
く

組

相
加
り
候
而
ハ
　
判
形
仕
苦
敷
と
与
内

き
わ
め

之
も
の
申
候
通
　
其
節
之
宗
門
究

方
之
も
の
ヨ
リ
私
年
行
司
役
故
　
申

組

そ
う
だ
ん
と
げ

出
候
ニ
付
　
此
段
残
三
与
江
遂
惣
談
候

な
に
か
と

處
　
只
今
差
押
候
ハ
ヽ
　
何
角
六
か
し
く
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き
わ
め

さ
わ

あ
い
な
る
べ
く

申
　
宗
門
御
究
之
支
り
ニ
可
相
成
候
　
六
人
之

お
っ
て

こ
れ
あ
る
べ
く

も
の
之
儀
者
　
追
而
参
り
様
茂
可
有
之
候

こ
た
び

さ
し
お
く

間
　
先
此
度
之
儀
者
　
其
分
ニ
仕
可
指

べ
し

て

組

置
と
四
人
一
同
ニ
申
相
候
而
　
六
人
者
一
与
ニ

仕
置
候
様
ニ
と
申
聞
候
と
覚
申
候
事

も
う
さ
ず

一
　
其
以
後
　
右
之
段
ニ
て
ハ
相
済
不
申
候
間

相
談

い
つ
れ
も
折
を
以
　
四
頭
惣
談
仕
　
何
と
そ

一
和
仕
候
様
ニ
と
存
居
候
内
　
又
々
か
よ
う
に

(

べ)

發
注
１
申
候
事

元
禄
七

た
ち
あ
い

一
　
四
月
廿
八
日
　
六
人
之
も
の
と
立
相
　
御
奉
公

も
う
す
べ
し

つ
か
ま
つ
ら
ず

は

可
申
と
の
書
付
私
披
見
不
仕
心
入
者

こ
こ
も
と

相
残
も
の
共
之
手
前
　
爰
元
存
候
付

組
な
い
だ
ん
と
げ

し
か
る
べ
く

三
与
遂
内
談
候
上
　
一
覧
可
然
候
　
第
一

組

ま
か
り
い
で
ず

私
與
在
郷
之
證
人
両
人
共
不
罷
出
候

*1 *1 *1 *1 *1 にべ発、にべ発、にべ発、にべ発、にべ発、二遍発二遍発二遍発二遍発二遍発＝｢にべ｣はにべにかわ。粘着力が強いところから、粘り気。転じて愛想、愛敬、世辞。にべ発→ねちねちとごね
る意味か。
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か
た
が
た

つ
か
ま
つ
ら
ず

旁
ニ
付
　
披
見
不
仕
候
　
此
段
最
前
　
松
井

勝
左
衛
門
へ
申
候
事

さ
し
こ
さ
れ

一
　
其
以
後
　
松
井
勝
左
衛
門
　
須
佐
被
差
越
候

組

と
り
お
さ
め

組

つ
か
ま
つ
る
べ
し

節
　
与
内
取
収
之
儀
　
与
切
ニ
も
可
仕
と

存
　
私
宅
参
候
様
ニ
と
波
田
久
左
衛
門
を
以

そ
う
ら
え
ど
も

つ
か
ま
つ

度
々
申
聞
せ
候
得
共
　
一
圓
承
引
不

ら
ず

と
か
く

組

て

仕
　
兎
角
三
与
一
同
ニ
承
候
様
ニ
と
申
候
而

ま
い
ら
ず

し
ん
て
い
に
ま
か
せ
ず

不
参
候
故
　
不
任
心
底
候
事

組

一
　
其
後
　
三
与
一
同
ニ
様
子
承
　
も
は
や

お
ん
た
め

御
為
之
儀
候
間
　
治
り
候
様
ニ
と
申
聞
せ
候

付
　
一
旦
落
つ
き
候
処
　
注
文
判
形
之

も
う
し
か
け

儀
申
懸
候
故
　
に
べ
發
注
１
仕
　
此
参
りま

か
り

掛
り
ニ
て
ハ
　
六
人
之
も
の
と
の
相
役
不

な
ら
ず

も
う
し
つ
の
り

罷
成
と
又
々
申
募
候
事

*1 *1 *1 *1 *1 にべ発にべ発にべ発にべ発にべ発＝51頁脚註参照。
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益
田

増
野

松
井

さ
し

一
　
今
度
　
八
郎
左
衛
門
殿
　
作
左
衛
門
　
勝
左
衛
門
　
被

も
ど
さ
れ

て

な
お
も
っ
て

ち
ょ
う
じ
ょ
う

指
戻
候
而
ハ
　
猶
以
治
り
候
様
ニ
と
重
畳

そ
う
ら
え
ど
も

つ
い
て

申
聞
候
得
共
　
申
切
候
付
而
　
中
人
を
立
候
て

そ
う
ら
え
ど
も

異
見
仕
候
得
共
　
只
今
之
参
り
掛
り
ニ
て
ハ

あ
い
な
ら
ず

し
ん
て
い
に

始
終
御
奉
公
不
相
成
之
由
申
切
　
不
任

ま
か
せ
ず

心
底
候
事

元
禄
七

戌
ノ
　
閏
五
月
廿
九
日

堀
市
郎
右
衛
門
　
判

境
三
郎
左
衛
門
　
堀
市
郎
右
衛
門
　
二
ノ

境
三
郎
左
衛
門
　
堀
市
郎
右
衛
門
　
二
ノ

境
三
郎
左
衛
門
　
堀
市
郎
右
衛
門
　
二
ノ

境
三
郎
左
衛
門
　
堀
市
郎
右
衛
門
　
二
ノ

境
三
郎
左
衛
門
　
堀
市
郎
右
衛
門
　
二
ノ

目
之
御
究

目
之
御
究

目
之
御
究

目
之
御
究

目
之
御
究

こ
ろ

さ
し
も
ど
さ
れ

組

一
　
去
ル
比
　
松
井
勝
左
衛
門
　
被
指
戻
　
与
内
ハ

一
旦
落
着
候
処
　
又
々
悔
返
注
２
候
通
　
於

し
ん
た
い
を
な
げ
う
ち

も
う
す

此
段
　
両
頭
抛
身
躰
　
取
収
可

べ
き

つ
か
ま
つ
ら
ず

申
儀
候
　
其
上
ニ
て
も
承
引
不
仕
候
ハ
ヽ

も
う
す
べ
き

な
ん
た
る

様
子
申
出
　
組
差
上
可
申
処
　
為
何

*2 *2 *2 *2 *2 悔返悔返悔返悔返悔返＝心から後悔する。後悔して取り消す。
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こ
れ
あ
り

や

内
存
ニ
て
有
之
候
哉
之
事

組

一
　
與
落
着
之
通
　
須
佐
年
寄
共
ヨ
リ

入
江
忠
兵
衛
を
以
申
出
候
ニ
付
　
頭
共
江

し
か
る
べ
し

入
江

な
ら
れ

早
々
取
収
可
然
之
通
　
忠
兵
衛
を
以
被
成

つ
い
て

御
意
候
処
　
悔
返
し
注
１
候
付
而
　
罷
出

ま
じ
く

こ
れ
な
く

御
意
承
間
敷
之
由
ニ
て
　
出
座
無
之

た
と
い

通
　
縦
　
内
證
い
か
や
う
之
儀
た
り
と
も

よ
ん
ど
こ
ろ
な
き

と
し
よ
り

こ
と
わ
り

一
通
り
罷
出
　
無
據
内
存
　
老
共
へ
理

も
う
す
べ
き

可
申
儀
候
　
此
段
い
か
や
う
之
心
入
ニ
て

や

候
哉
之
事

組

ま
た
ぞ
ろ
や

一
　
与
内
落
着
又
候
哉
は
ミ
返
し
注
２
候
処
ニ

と
り
お
さ
め

こ
れ
な
く
あ
ま
つ
さ
え

取
収
之
才
覚
無
之
　
剰
　
両
頭
一
同
ニ

出
萩
之
覚
悟
ニ
て
　
船
場
迄
罷
出
候

付
　
組
子
も
騒
動
仕
候
由
　
此
段

*1  *1  *1  *1  *1  悔返悔返悔返悔返悔返＝心から後悔する。後悔して取り消す。
*2  *2  *2  *2  *2  はミ返しはミ返しはミ返しはミ返しはミ返し＝41頁脚註参照。
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や

い
か
や
う
之
心
入
ニ
て
候
哉
之
事

境

組

こ
と
わ
り

一
　
三
郎
左
衛
門
　
与
内
ニ
も
　
三
四
人
程
御
理

外

こ
れ
あ
り

一
列
ニ
は
つ
れ
候
も
の
有
之
由
ニ
て

い
ま
も
っ
て

も
う
し
い
で
ず

今
以
様
子
不
申
出
候
段
　
い
か
や
う
之
内
存

や

ニ
て
候
哉
之
事

さ
し
も
ど
さ
れ

き
わ
め

一
　
増
野
作
左
衛
門
　
被
差
戻
候
節
　
種
々
究

つ
か
ま
つ
ら
ず

仕
候
へ
共
　
組
子
共
一
圓
承
引
不
仕
候
　
只
今
之

ま
か
り

参
り
懸
り
ニ
て
ハ
　
始
終
之
御
奉
公
不

な
ら
ず

き
ま

は

罷
成
申
分
ニ
相
極
り
候
時
者
　
い
よ
／
＼

あ
い
な
ら
ぬ

頭
之
支
配
ニ
不
相
成
も
の
共
ニ
候
　
何
と
て

組

も
う
さ
ず

や

与
差
上
不
申
候
哉
之
事

り
ょ
う
ど
に
お
い
て

こ
こ
も
と

一
　
於
両
度
　
頭
共
爰
元
罷
出
　
様
子
申こ

れ
あ
り

度
と
相
願
候
由
　
い
か
や
う
之
内
存
有
之

や

も
う
し
い
ず
べ
く

申
候
哉
　
様
子
可
申
出
候
事

｢益田家文書｣16-14
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元
禄
七

戌
ノ
　
六
月
二
日

き
わ
め

き
わ
め

き
わ
め

き
わ
め

き
わ
め

う
け
う
け
う
け
う
け
う
け

境
三
郎
左
衛
門
　
二
ノ
目
御
究
御
請

境
三
郎
左
衛
門
　
二
ノ
目
御
究
御
請

境
三
郎
左
衛
門
　
二
ノ
目
御
究
御
請

境
三
郎
左
衛
門
　
二
ノ
目
御
究
御
請

境
三
郎
左
衛
門
　
二
ノ
目
御
究
御
請

組

も
う
さ
ず

一
　
与
差
上
不
申
所
ハ
　
一
通
り
落
着
仕

つ
い
て

ま
え
か
ど

も
う
し
か
け

付
而
　
判
形
之
儀
　
前
廉
注
１
　
申
懸
候
て

う
け
あ
い

ま
じ
く

ま
ず

請
相
申
間
敷
候
　
先
一
通
り
何
と
な
し
ニ

つ
ら
つ
ら

こ
こ
ろ
づ
か
い
を
も
っ
て

落
つ
き
　
其
後
ハ
連
々 

　
以
心
遣
　
仕
候

こ
れ

ハ
ヽ
　
六
人
之
も
の
と
相
役
も
仕
様
ニ
可

あ
る
べ
く

有
之
と
存
　
右
之
段
遅
々
仕
候
事

*1 *1 *1 *1 *1 前廉前廉前廉前廉前廉＝①その時より前、まえまえ、②前もって、あらかじめ
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さ
し
も
い
ど
さ
れ

ま
え
か
ど

一
　
入
江
忠
兵
衛
被
差
戻
　
前
廉
　
組
落

つ
い
て

ぎ
ょ
い
な
ら
れ

益
田

着
ニ
付
而
　
頭
々
江
被
成
御
意
候
通
　
益

組

與
右
衛
門
方
ヨ
リ
内
證
手
紙
ニ
て
申
越
候
へ
共
　
与

つ
い
て

内
に
べ
發
注
２
仕
候
付
而
　
御
意
と
承
候

め
ん
ぼ
く
な
く

益
田

も
無
面
目
奉
存
　
與
右
衛
門
方
へ
此
段

委
細
返
事
仕
候
　
尤
　
年
寄
衆
へ
之

つ
か
ま
つ
ら
ず

付
届
ハ
不
仕
候
事

組

一
　
私
共
舟
場
迄
出
張
仕
儀
ハ
　
与
子

共
存
分
注
３
之
通
り
　
一
通
り
ハ
萩
罷
出
候
通

し
き
り

つ
い
て

上
聞
ニ
達
候
様
ニ
と
頻
ニ
申
ニ
付
而
　
其
上
ニ

差
押
申
候
へ
ハ
　
中
々
定
立
注
４
申
ニ
付
　
ま
つ

組

一
通
り
ハ
　
与
子
共
落
着
之
た
め
ニ
候
間

ま
か
り
い
ず
べ
し

可
罷
出
と
存
　
右
之
通
御
座
候
事

組

こ
と
わ
り

一
　
与
子
之
内
三
四
人
儀
　
御
理
一
列
ニ
は

*2 *2 *2 *2 *2 にべ発にべ発にべ発にべ発にべ発＝51頁脚註参照。
*3 *3 *3 *3 *3 存分存分存分存分存分＝考え、意見、存念。
*4 *4 *4 *4 *4 定立定立定立定立定立（（（（（ててててていいいいいりりりりりつつつつつ）））））＝46頁脚注参照。
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こ
れ
あ
る

う
け
た
ま
わ
り
お
よ
び

つ
れ
候
者
有
之
由
　
私
儀
も
及
承
候

つ
か
ま
つ
ら
ず

尤
私
へ
ハ
付
届
不
仕
候
　
然
処
ニ
　
い
つ
れ
か

か
た
が
た

つ
い
て

申
出
之
由
及
承
候
旁
ニ
付
而
　
御
付
届
も

つ
か
ま
つ
ら
ず

不
仕
候
事

一
　
只
今
之
参
り
懸
り
ニ
て
ハ
　
始
終
御
奉
公

ま
か
り
な
ら
ず

あ
い
き
め

い
よ
い
よ
も
っ
て

不
罷
成
申
分
ニ
相
極
候
時
ハ
　
弥
以
　
組

も
う
す
べ
し

組

た
っ
て

差
上
可
申
と
の
儀
　
与
子
共
ヨ
リ
も
達
而

も
う
し
つ
の
り

手
離
し
候
様
ニ
と
申
募
候
へ
共
　
向
後

も
う
す
べ
く

さ
き
／
＼
ハ
落
し
つ
け
可
申
と
存
　
私

ま
ず

身
分
之
儀
を
も
か
へ
り
見
す
　
先
御
為
之

も
う
さ
ぬ

儀
候
間
　
大
勢
定
立
注
１
不
申
様
ニ
と
存
　
遅
々

仕
候
事

組

一
　
私
共
萩
へ
罷
出
度
と
願
候
段
　
与
子
共

も
存
分
注
２
　
何
と
そ
一
通
り
申
上
く
れ
候
様
ニ

*1 *1 *1 *1 *1 定立定立定立定立定立（（（（（ててててていいいいいりりりりりつつつつつ）））））＝46頁脚注参照。
*2 *2 *2 *2 *2 存分存分存分存分存分＝57頁脚注参照。
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し
き
り

つ
い
て

頻
ニ
申
付
而
　
罷
出
様
子
申
上
候
ハ
ヽ
　
落
つ
き
候

あ
い
な
る
べ
し

た
め
ニ
も
可
相
成
と
存
　
右
之
通
御
座
候
事

元
禄
七

戌
ノ
　
六
月
二
日 

　
境
三
郎
左
衛
門
　
判

堀
市
郎
右
衛
門
二
ノ
目
御
究
御
請

堀
市
郎
右
衛
門
二
ノ
目
御
究
御
請

堀
市
郎
右
衛
門
二
ノ
目
御
究
御
請

堀
市
郎
右
衛
門
二
ノ
目
御
究
御
請

堀
市
郎
右
衛
門
二
ノ
目
御
究
御
請

そ
う
ら
え
ど
も

一
　
組
に
べ
發
注
３
仕
候
時
分
　
心
遣
仕
候
得
共

い
よ
い
よ

も
う
さ
ぬ

は

組

も
う
す
べ
く

弥
　
落
つ
き
不
申
時
者
　
与
差
上
可
申

組

も
う
し
つ
の
り

候
へ
共
　
私
共
手
離
シ
候
ハ
ヽ
　
与
子
申
募

た
る
儀
候
間
　
自
然
注
４
多
人
数
之
儀
候
へ
ハ

そ
う
ら
え
ば

壱
人
ニ
て
も
境
目
注
５
な
と
越
候
得
者

し
か
る
べ
か
ら
ず

御
為
不
可
然
儀
と
存
　
遅
々
仕
候
事

*3  *3  *3  *3  *3  にべ発＝にべ発＝にべ発＝にべ発＝にべ発＝P51P51P51P51P51脚注参照。脚注参照。脚注参照。脚注参照。脚注参照。
*4  *4  *4  *4  *4  自然自然自然自然自然＝万一。
*5  *5  *5  *5  *5  境目境目境目境目境目＝石州境。仏坂のこと。
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さ
し
も
ど
さ
れ

一
　
入
江
忠
兵
衛
　
被
差
戻
　
御
意
御
座
候

こ
れ
あ
り

由
承
候
へ
共
　
い
つ
れ
ヨ
リ
之
物
音
注
１
有
之
候

や

お
ぼ
え
も
う
さ
ず

哉
　
一
圓
覚
不
申
候
事

組

一
　
船
場
迄
罷
出
候
儀
も
　
与
子
共
一
通
り

お
み
み
に
た
っ
し

し
き
り
に

存
分
注
２
達
　
御
耳
申
度
と
　
頻
願

お
み
み
に
た
っ
し

組

候
故
　
一
通
り
達
　
御
耳
候
ハ
ヽ
　
与
子
共

あ
い
な
り

落
着
申
候
た
め
ニ
も
相
成
候
ハ
ヽ
　
御
為

奉
存
　
右
之
通
御
座
候
事

さ
し
か
え
さ
れ

一
　
増
野
作
左
衛
門
被
指
返
候
時
分
も

組

い
ろ
／
＼
心
遣
仕
候
へ
共
　
与
子
一
圓
落
つ
き

も
う
さ
ず

不
申
　
只
今
之
参
り
懸
り
ニ
て
ハ
　
始
終

あ
い
な
ら
ず

も
う
し
き
め

は

御
奉
公
不
相
成
と
申
極
候
時
者
　
い
よ
／
＼

組

も
う
す
べ
き

こ
れ
も
っ
て

与
差
上
可
申
儀
ニ
候
処
　
是
以
私
共
手
は

も
う
す
べ
し

な
し
候
ハ
ヽ
　
定
立
注
３
可
申
と
奉
存
　
右
之

*1 *1 *1 *1 *1 物音物音物音物音物音＝知らせ、情報。
*2 *2 *2 *2 *2 存分存分存分存分存分＝57頁脚注参照。
*3 *3 *3 *3 *3 定立定立定立定立定立＝46頁脚注参照。
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通
御
座
候
事

こ
れ
も
っ
て

一
　
私
共
萩
罷
出
申
度
と
願
候
事
　
是
以

組

こ
と
わ
り

与
子
共
一
通
り
之
御
理
之
筋
申
上

し
き
り

度
と
頻
ニ
願
候
故
　
罷
出
様
子
申
上

組

あ
い
な
る

候
ハ
ヽ
　
与
子
落
つ
き
之
為
ニ
も
可
相

べ
し成

と
存
　
延
引
仕
候
事

元
禄
七

戌
ノ
六
月
二
日

堀
市
郎
右
衛
門
　
判
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「益田家文書」46-15

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
　「
益
田
家
文
書
」46

ー15

大
塚
源
右
衛
門
外
連
署
注
文
覚

大
塚
源
右
衛
門
外
連
署
注
文
覚

大
塚
源
右
衛
門
外
連
署
注
文
覚

大
塚
源
右
衛
門
外
連
署
注
文
覚

大
塚
源
右
衛
門
外
連
署
注
文
覚

       

注
文
覚

注
文
覚

注
文
覚

注
文
覚

注
文
覚

こ
ろ

一
　
旧
冬
四
組
ヨ
リ
御
断
申
上
候
処
ニ
　
去
比

お
お
せ
わ
た
さ
れ

つ
つ
し
ん
で

御
定
御
十
条
を
以
被
仰
渡
　
謹
而

う
け

い
ち
わ
せ
し
め

御
請
仕
候
　
向
後
四
組
令
一
和
御

も
う
し
あ
ぐ
べ
く

奉
公
可
申
上
候
通
奉
存
其
旨
候

し
か
る
と
こ
ろ

然
所
ニ
当
春
宗
門
御
究
ニ
付
　
有
福
三
右
衛
門

真
嶋
与
一
右
衛
門
　
有
田
彦
右
衛
門
　
岩
本
惣
左
衛
門

栗
山
半
太
夫
　
大
塚
半
右
衛
門
　
右
六
人

之
者
　
旧
例
を
外
シ
　
其
組
々
を

さ
し
の
ぞ
き

あ
い
と
と
の
え

差
除
　
御
帳
相
調
申
候
　
宗
旨

御
究
候
時
分
　
六
人
之
者
　
并
ニ
　
一
族
共
ニ

つ
か
ま
つ
ら
ず

ら
ち
あ
き

判
形
不
仕
様
子
相
尋
　
埒
明
次
第

そ
の
せ
つ
を
と
げ
る
べ
く

そ
う
ら
え
ど
も

可
遂
其
節
と
奉
存
候
得
共
　
大

公
儀
事
ニ
て
御
座
候
ヘ
バ

 
 
 
 
 
 
 

紙
継
目
（
割
印
）

つ
い
て

御
上
江
茂
御
難
躰
を
か
け
申
ニ
付
而

お
よ
ば
ず

不
及
其
沙
汰
ニ
　
宗
門
御
究
之
判

あ
い
と
と
の
え

形
相
調
申
候
　
注
文
四
組
之
儀
ハ
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先
年
ヨ
リ
御
役
目
之
日
数
請

あ
い
と
と
の
え

組
々
ニ
て
相
調
来
り
候
処
ニ
　
右

六
人
之
者
を
其
組
々
を
除
ケ

外

日
数
請
江
茂
差
は
つ
し
可
申

と
の
儀
ニ
御
座
候
　
ヶ
様
之
参
り

て

か
か
り
ニ
而
ハ
一
族
之
者
共
御
跡
迄
も

も
う
す
べ
き
や

趣
可
申
哉
と
奉
存
候
へ
共
　
此
節

控

之
儀
ニ
御
座
候
ヘ
ハ
　
ひ
か
へ
申
候
　
此
已
後

て

ご
ざ
な
く

押
返
シ
而
之
御
断
一
圓
ニ
無
御
座

こ
と
わ

一
族
之
外
　
此
注
文
前
　
御
理
り

も
う
さ
ず
や

き
こ
し
め
さ
れ

不
申
哉
候
条
　
左
様
ニ
被
聞
召

く
だ
さ
る
べ
く

こ
れ
に
よ
っ
て

可
被
下
候
　
依
之
注
文
を
以
申
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上
候
　
以
上

戌
ノ

 
 
 
 
 
 
 

紙
継
目
（
割
印
）

　
三
月
拾
八
日

有
福
　
七
五
郎
　
　
印

有
福
　
甚
兵
衛
　
　
花
押

梅
地
　
三
太
夫
　
　
印

品
川
　
竹
右
衛
門
　
印

品
川
　
半
右
衛
門
　
花
押

石
川
　
市
兵
衛
　
　
花
押

緒
方
　
作
右
衛
門
　
花
押

横
田
　
十
兵
衛
　
　
花
押

三
浦
　
十
郎
兵
衛
　
花
押

金
山
　
長
左
衛
門
　
花
押

長
田
　
作
之
進
　
　
花
押

西
條
　
勘
左
衛
門
　
印

紙
継
目
（
割
印
）
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有
田
　
彦
右
衛
門
　
花
押

品
川
　
太
郎
兵
衛
　
花
押

古
川
　
弥
兵
衛
　
　
花
押

三
浦
　
正
兵
衛
　
　
花
押

古
和
　
与
兵
衛
　
　
花
押

三
浦
　
勘
兵
衛
　
　
花
押

長
岩
　
作
兵
衛
　
　
花
押

尾
木
　
四
兵
衛
　
　
花
押

岩
本
　
安
右
衛
門
　
花
押

中
村
　
勝
兵
衛
　
　
花
押

古
和
　
喜
兵
衛
　
　
花
押

嶋
　
　
五
左
衛
門
　
花
押

高
津
　
徳
兵
衛
　
　
花
押
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伊
藤
　
弥
右
衛
門
　
花
押

小
原
　
平
右
衛
門
　
印

岩
本
　
九
郎
左
衛
門
花
押

下
　
　
十
兵
衛
　
　
花
押

大
原
　
小
左
衛
門
　
花
押

有
田
　
十
太
夫
　
　
花
押

有
田
　
甚
左
衛
門
　
花
押

有
田
　
傳
左
衛
門
　
花
押

大
草
　
傳
兵
衛
　
　
印

下
　
　
孫
右
衛
門
　
印

草
野
　
市
兵
衛
　
　
花
押

吉
田
　
角
左
衛
門
　
花
押

横
田
　
長
兵
衛
　
　
花
押
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岩
本
　
彦
右
衛
門
　
花
押

紙
継
目
（
割
印
）

増
野
　
九
兵
衛
　
　
　
花
押

岩
本
　
十
郎
右
衛
門
　
花
押

大
塚
　
源
右
衛
門
　
　
花
押

小
原
　
二
郎
左
衛
門
　
殿

大
谷
　
権
左
衛
門
　
殿

堀
　
　
市
郎
右
衛
門
　
殿
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東東東東東
大大大大大
史史史史史
料料料料料
編編編編編
纂纂纂纂纂
所所所所所
蔵蔵蔵蔵蔵
　　　　　「「「「「
益益益益益
田田田田田
家家家家家
文文文文文
書書書書書
」」」」」

5151515151
ーーーーー
124124124124124
ー
２
ー
２
ー
２
ー
２
ー
２

口
上
覚

一
　
今
度
組
之
儀
ニ
付
而
　
各
々
両
人
作
廻

祗
令
者
　
不
手
際
之
部
ニ
罷
成
　
却
而

上
ニ
も
思
召
入
　
迷
恐
至
極
奉
存
候

乍
尓
　
於
此
段
ハ
　
段
々
次
第
有
之
儀
ニ

も
御
座
候
間
　
御
沙
汰
之
上
　
委
細
前
後

と
首
尾
可
被
分
候
　
御
為
之
儀
ニ

禮令？

｢益田家文書｣51-124-2
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付
而
　
各
々
両
人
毛
頭
深
意
可
奉
存

様
無
御
座
候
　
於
身
分
之
儀
　
御
異
儀

可
収
様
無
御
座
候
得
と
も
　
祗
令
之
分
ニ
て
ハ

大
勢
之
御
人
数
被
召
遣
　
苦
敷
可

有
御
座
候
哉
と
　
此
段
苦
敷
奉
存
候

其
上
被
仰
出
之
首
尾
を
以
　
私
共
組

并
　
大
谷
権
右
衛
門
指
上
候
者
共
ニ
数
十
人

最
前
之
分
ニ
存
詰
罷
有
事
ニ
御
座
候

間
　
い
つ
れ
之
道
ニ
も
　
詳
ニ
御
沙
汰
被

仰
付
被
下
候
様
ニ
と
奉
願
候
　
於
此
元

茂
支
配
仕
苦
敷
候
て
　
私
共
組
指
上
候

様
ニ
と
之
儀
ニ
候
得
と
も
　
左
様
仕
候
て
　
結
句

御
沙
汰
被
成
　
苦
敷
可
有
候
哉
と
存

先
か
く
し
置
申
候
　
右
之
趣
私
共

｢益田家文書｣51-124-2
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両
人
萩
罷
出
　
可
申
上
覚
悟
ニ
御
座
候

處
ニ
　
頃
日
ハ
御
役
儀
御
請
取
ニ
付
而

御
繁
多
之
砌
用
捨
仕
　
致
延
引
候

此
儀
ニ
付
　
私
共
手
前
之
儀
ハ
　
　
様
ニ

被
仰
付
候
　
と
て
も
忘
却
不
仕
候
得
と
も

大
勢
之
者
と
も
御
仕
置
之
儀
ハ
　
御

有
躰
之
御
沙
汰
　
於
其
後
　
御
為
も

如
何
敷
奉
存
候
　
此
段
申
上
候
様
ニ
御
座

候
得
と
も
　
御
序
之
節
宜
御
内
意

被
仰
上
被
下
候
様
ニ
と
所
仰
候
　
以
上

閏
　
五
月
五
日

堀
　
市
郎
右
衛
門

境
　
三
郎
左
衛
門

益
田
又
左
衛
門
殿

増
野
作
左
衛
門
殿

閏五月＝元禄七年癸酉

｢益田家文書｣51-124-2



72

東
大
史
料
編
纂
所
蔵

東
大
史
料
編
纂
所
蔵

東
大
史
料
編
纂
所
蔵

東
大
史
料
編
纂
所
蔵

東
大
史
料
編
纂
所
蔵
「
益
田
家
文
書
」

「
益
田
家
文
書
」

「
益
田
家
文
書
」

「
益
田
家
文
書
」

「
益
田
家
文
書
」

5151515151
ーーーーー
124124124124124
ー
７
ー
７
ー
７
ー
７
ー
７

【
切
紙
上
段
】

一
筆
致
啓
上
候

然
者
各
々
御
預
ケ

之
組
之
者
共
以
前

御
理
申
出
候
儀
ニ

付
而
　
此
間
於
此
元

皆
々
沙
汰
被
致
候

付
而
各
々
両
組
之

儀
も
後
押
　
一
通
り

落
付
申
候
處
ニ

急
ニ
判
形
之
儀

被
申
懸
　
此
段

難
任
其
意
　
難

渋
仕
候
　
段
々
彼
者

共
々
申
合
も
有
之

儀
御
座
候
程
　
此
段
ハ

難
尽
筆
紙
ニ
候

｢益田家文書｣51-124-7
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【
切
紙
下
段
】

各
々
儀

御
為
誠
意
ニ
可

存
儀
　
無
御
座
候
へ
と
も

不
慮
ニ
　
此
事
致

出
来
迷
恐
仕
候

御
役
ニ
付
　
私
共

倅
身
代
及
断
絶
候

と
て
も
御
主
上
　
對
し

忠
儀
難
道
儀
ニ
て

覚
悟
仕
候
　
別
紙
ニ

口
上
書
指
出
候
間

御
序
之
節
　
御

内
證
を
以
御
取
成

奉
頼
候
　
恐
惶
謹
言

境
　
三
郎
左
衛
門
　
花
押

閏
　
五
月
五
日

堀
　
市
郎
右
衛
門
　
花
押

益
田
又
左
衛
門
様

増
野
作
左
衛
門
様

｢益田家文書｣51-124-7
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東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵｢

益
田
家
文
書｣

　
11-

3

元
禄
七
年

       

戌
ノ

　
　
閏
五
月
十
日

大
谷
権
左
衛
門

大
谷
権
左
衛
門

大
谷
権
左
衛
門

大
谷
権
左
衛
門

大
谷
権
左
衛
門
注
１

ヨ
リ
差
出
候

ヨ
リ
差
出
候

ヨ
リ
差
出
候

ヨ
リ
差
出
候

ヨ
リ
差
出
候

口
上
覚

口
上
覚

口
上
覚

口
上
覚

口
上
覚

*1 *1 *1 *1 *1 大谷権左衛門大谷権左衛門大谷権左衛門大谷権左衛門大谷権左衛門＝瀬尻組組頭。
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口
上
覚

元
禄
七

一
　
去
四
月
廿
七
日
ニ 

梅
地
喜
兵
衛
注
２
私
宅
江
参 

組
内

あ
い
と
と
の
い

市
味
川
除
相
調
候
通
申
聞
候 

其
後
私
相

も
う
さ
ず

尋
候
ハ 

此
間
四
組
何
ヶ
落
付
不
申
風
聞
ニ
て
候

や

梅
地

い
か
様
之
首
尾
ニ
て
候
哉
と
申
候
へ
ハ 

喜
兵
衛
申
候
ハ

こ
れ
あ
り

仰
候
様
ニ
此
間
何
ヶ
有
之
由
候 

御
組
内
瀬
尻

こ
と
わ
り

之
者
共
ヨ
リ
も
書
付
を
以
御
理
と
や
ら
ん

*2 *2 *2 *2 *2 梅地喜兵衛梅地喜兵衛梅地喜兵衛梅地喜兵衛梅地喜兵衛＝市味村居住の大谷組證人（59頁参照）。大谷権左衛門の命令に服さず、権左衛門が公儀へ差し出した｢八人之者｣の
一人（６頁参照）
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う
け
た
ま
わ
り
お
よ
び

御
付
届
と
や
ら
ん
申
出
仕
之
由
及
承
候 

委
細

ぞ
ん
ぜ
ず

之
義
者
不
存
候
通
申
候
ニ
付 

私
申
候
ハ

こ
と
わ

こ
の
せ
つ
に
お
い
て

よ
ら
ず

公
儀
注
１
江
之
御
理
り
事
注
２ 

於
此
節
ハ
何
事
ニ
不
寄

ま
じ
く

元
禄
六
冬

こ
と
わ

申
出
間
敷
候 

旧
冬
四
組
ヨ
リ
書
付
を
以
御
理
り

元
禄
七
春

お
お
せ

申
出 

御
沙
汰
之
上
当
春
　
御
意
書
注
３
を
以
被
仰

わ
た
さ
れ

つ
つ
し
ん
で

う
け

渡 

四
組
共
ニ
　
御
意
之
通
謹
而
御
請
仕 

落

こ
と
わ

付
候
上
ハ
又
々
御
理
り
か
ま
し
き
義
な
と
申
出
と

あ
い
な
ら
ず

あ
い
こ
こ
ろ
え
る
べ
く

候
て
も 

取
次
不
相
成
候
間 

左
様
可
相
心
得
之
由

梅
地

お
の
お
の
に
お
い
て
か
つ
て
も
っ
て

喜
兵
衛
ニ
申
聞
候
へ
ハ
彼
者
申
候
ハ 

於
各
も 

曽
以
注
４
返

し

こ
と
わ

ご
ざ
な
く

し
か
る
ゆ
え
に

候
て
之
御
理
り 

少
も
無
御
座
候 

然
故
何
事
も
申

こ
れ
な
く

し
か
る
べ
く

出
覚
悟
ニ
て
ハ
無
之
通
申
ニ
付 

一
段
可
然
存
候
由

さ
し
も
ど
し

申
聞 

指
戻
候
事

元
禄
七
年
四
月

一
　
同
廿
八
日
ニ
堀
一
郎
右
衛
門
注
５
・
小
原
二
郎
左
衛
門
注
６
・

　
　 
私
共
三
組
ヨ
リ

小
原
平
右
衛
門
・
有
田
甚
左
衛
門
・
品
川
喜
兵
衛
・
有
福
甚

兵
衛

*1 *1 *1 *1 *1 公儀公儀公儀公儀公儀＝萩藩のこと。
*2 *2 *2 *2 *2 御理り事御理り事御理り事御理り事御理り事（おことわりごと）＝訴訟。
*3 *3 *3 *3 *3 御意書御意書御意書御意書御意書（（（（（ぎょいしょ）＝御差圖。御命令。→益田就賢の命令。
*4 *4 *4 *4 *4 曽以曽以曽以曽以曽以（かつてもって＝打ち消しの語と共に用いて→決して。全然。今まで一度も。）
*5 *5 *5 *5 *5 堀市郎右衛門堀市郎右衛門堀市郎右衛門堀市郎右衛門堀市郎右衛門＝市丸組組頭。
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右
四
人
之
者
共
罷
出 

各
三
人
へ
申
候
ハ 

組
内
ヨ
リ
付

届
仕
置
度
儀
共
御
座
候
て
各
罷
出
候
間 

何
レ
之

と
げ
る
べ
く

伺
候

御
宅
へ
成
共
可
遂
伺
公
之
由
申
候
ニ
付 

各
申
候
者

ま
い
る
べ
く

あ
い
こ
こ
ろ
え
る
べ
く

大
谷
権
左
衛
門
宅
へ
可
参
候
条
　
左
様
可
相
心
得
之
由

い
ず
れ

申
聞 

何
も
右
之
者
共
私
宅
へ
参 

各
三
人
江

小
原
平
右
衛
門
口
出
し
ニ
て
申
候
ハ 

此
間
在
郷
之
趣

あ
ら
あ
ら

粗
々

き
こ
し
め
さ
れ

ご
ざ
あ
る
べ
く

元
禄
七

被
聞
召
た
る
儀
も
可
有
御
座
候 

当
春
以
来

い
ま
も
っ
て

も
う
さ
ず

お
の
お
の
に
お
い
て

元
禄
七

四
組
共
ニ
今
以
内
證
注
７
落
付
不
申
候 

於
各
ハ
当
春

お
お
せ
い
で
ら
れ

つ
つ
し
ん
で

御
意
書
を
以
被
仰
出 

　
謹
而
落
付
　
御
奉
公
可
申

う
け

上
之
通
御
請
申
上
候
上
ハ 

少
も
相
替
ル
心
底
ニ
て
無

元
禄
七

お
き
わ
め

元
禄
六
年
冬

御
座
候 

然
ル
処
ニ
当
春
宗
門
御
極
之
時
分 

旧
冬

こ
と
わ

さ
し
の
ぞ
き

四
組
御
理
り
之
節 

判
形
注
８
ニ
指
除
候
六
人
之
者
共

ま
じ
く

外

宗
門
組
相
注
９
へ
も
入
レ
申
間
敷
候
段 

旧
例
を
は
づ
し

み
ぎ
り

も
う
す
に

御
帳
仕
立
申
之
由
候 

其
砌
当
人
之
義
ハ
不
及

*6 *6 *6 *6 *6 小原二郎左衛門小原二郎左衛門小原二郎左衛門小原二郎左衛門小原二郎左衛門＝須佐地組組頭。
*7 *7 *7 *7 *7 内證内證内證内證内證＝内に持っている考え。内心。本心。
*8 *8 *8 *8 *8 宗門組相へも入れ申間敷宗門組相へも入れ申間敷宗門組相へも入れ申間敷宗門組相へも入れ申間敷宗門組相へも入れ申間敷＝宗門究めは｢五人組｣でキリシタン信者の有無を相互監視する制度であった。その五人組から｢六人之者｣
を追い出すという意味。

*9 *9 *9 *9 *9 判形判形判形判形判形（はんぎょう）＝印形。また書き判。
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お
よ
ば
ず

い
わ
れ
ざ
る
ぎ

こ
と
わ

申 

一
類
共
迄
不
謂
義
共
ニ
存 

　
御
理
り
申
出
有
無

き
ま

あ
い
と
と
の
え

相
極
り
候
上 

　
宗
門
判
形
相
調
申
覚
悟
に
て

さ
そ
う
ろ
う
と
き
は

き
わ
め

さ
ま
た
げ

御
座
候
へ
共 

　
左
候
時
者
　
公
儀
宗
門
御
極
之
妨
ニ

ま
ず

つ
つ
し
ん
で

さ
て
ま
た

相
成
義
共
ニ
候
間 

先 

謹
而
罷
居
候 

　
扨
又
古
来
ヨ
リ

一
組
切
り
日
数
な
ら
し
注
１
な
と
ニ
も 

右
六
人
之
者
を
ハ

ま
じ
く

さ
て
さ
て

い
わ
れ
ざ
る
ぎ

入
申
間
敷
之
由
申
候
通
相
聞
へ
候
　 

扨
々 

不
謂
義
注
２

か
つ
て

ぞ
ん
ぜ
ず

共
ニ
存
候 

 

於
各
ハ
曽
而
左
様
不
存
候 

　
第
一
宗
門

御
究
之
時
分 

六
人
之
者
共
四
組
一
同
ニ
組
相
ニ
入
レ
候
事

あ
い
な
ら
ず

う
け
た
ま
わ
り
お
よ
び

か
つ
て
も
っ
て

不
相
成
之
通
御
頭
中
江
申
出
た
る
由
及
承
候 

　
曽
以

ぞ
ん
ぜ
す

在
郷
ニ
居
候
此
注
文
注
３
前
々
各
一
圓
不
存
候
　
此
已
後

と
候
て
も
又
々
か
様
之
義 

四
組
一
同
と
申
出
様
ニ

お
の
お
の

御
座
候
て
は
　
各
心
底
相
違
之
義
共
迷
惑
ニ
存
候
ニ

つ
い
て

こ
と
わ

つ
い
て

付
而 

此
度
御
理
り
事
ニ
付
而
者 

　
此
已
後
兎
角

も
う
し
い
で
ず

も
う
し
あ
ぐ
べ
し

不
申
出
落
付
御
奉
公
可
申
上
之
由 

各
申
談 

人
別

*1 *1 *1 *1 *1 日数ならし日数ならし日数ならし日数ならし日数ならし＝｢ならし｣は平均すること。開作工事の日数請け計算で｢六人之者｣を除くことか。
*2 *2 *2 *2 *2 不謂義不謂義不謂義不謂義不謂義（いわれざるぎ）＝いわれのない事。不当な事。余計なこと。
*3 *3 *3 *3 *3 注文注文注文注文注文＝①注進の文書、注進状　②書付、文書、書状　③こうしたい、ああしたいと期待すること。また、その条件。
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お
め
に
か
け
お
き

く
だ
さ
る
べ
く

判
形
仕 

懸
御
目
置
候
間 

　
左
様
御
心
得
可
被
下
候

多
人
数
之
義
ニ
御
座
候
へ
ハ 

皆
々
如
何
様
之
心
持
ニ
て

な
ら
れ
ず

し
さ
い
な
き

居
候
段
も
御
存
不
被
成
筈
ニ
候
故 

　
無
子
細
者
共
注
４

右
之
注
文
仕
　
差
出
候
間 

　
左
様
御
心
得 

　
各
此
心

そ
っ
と

な
ら
れ
お
か
れ

底
之
段
ハ 

卒
度
御
年
寄
中
へ
も
御
咄
被
成
被
置

く
だ
さ
る
べ
く

可
被
下
候
由
申
候
ニ
付 

小
原
二
郎
右
衛
門
・
私
両
人
申
候
ハ

さ
て
さ
て

も
っ
と
も

扨
々
　
尤
之
申
出
ニ
候 

　
皆
々
落
付
御
奉
公
申
上
候

お
ん
た
め

事
こ
そ
　
御
為
之
儀
共
ニ
候
由
申
聞
　 

其
後
私
申
候
ハ

お
の
お
の

こ
と
わ

此
注
文
前
書
ニ
　
各
口
上
と
違 

少
ニ
て
も
御
理
り

た
と
い

事
書
加
へ
候
時
者 

　
縦
封
を
切
り
候
て
も
指
返
シ

あ
い
こ
こ
ろ
え
る
べ
く

候
間
左
様
可
相
心
得
之
由
申
聞
せ
候
へ
ハ 

　
只
今

ご
ざ
な
く

口
上
ニ
て
申
候
分
ニ
少
も
相
違
無
御
座
候
由
在
郷

ヨ
リ
罷
出
候
四
人
之
者
共
申
候
ニ
付 

　
然
ル
時
ハ
壱
人

お
ん
た
め

お
の
お
の

ニ
て
も
落
付
候
こ
そ
　
御
為
と
存
　 

各
両
人
義
者

*4 *4 *4 *4 *4 無子細者共無子細者共無子細者共無子細者共無子細者共（しさいなきものども）＝あれこれ難しくて面倒な事を言わない者共。
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右
之
書
付
一
覧
仕
落
シ
付
申
候 

左
候
而
有
福
甚
兵
衛
注
１
ニ

あ
い
み
え
ず
そ
う
ろ
う

私
申
候
ハ 

市
味
村
之
者
共
判
形
不
相
見
へ
候 

 

如
何

あ
い
た
ず
ね

有
福

梅
地

仕
候
哉
と
相
尋
候
へ
ハ 

甚
兵
衛
申
候
ハ
　 

昨
日
喜
兵
衛
義

す
ぐ
さ
ま

須
佐
罷
出
帰
候
節 

直
様
瀬
尻
江
寄 

　
石
川

梅
地

市
郎
兵
衛
・
私
一
座
ニ
て
喜
兵
衛
申
候
ハ 

今
日
須
佐
罷
出

大
谷

お
お
せ
ら
れ
そ
う
ろ
う
は

候
処
ニ 

権
左
衛
門
殿
被
仰
候
者 

此
已
後
返
シ
候
て
之

こ
と
わ

ま
じ
く

こ
と
わ

も
う
さ
ず

御
理
り
一
圓
申
間
敷
候
　 

御
理
り
さ
へ
不
申
候
へ
ハ
判
形

お
よ
び
も
う
さ
ず

お
お
せ
ら
れ

ま
ず

つ
か
ま
つ
り
ま
じ
く

ニ
ハ
及
不
申
之
由
被
仰
候
間
　 

先
　
判
形
ハ
仕
間
敷
候

大
谷

つ
か
ま
つ
る
べ
く

自
然
注
２
判
形
入
申
候
ハ
ゝ 

権
左
衛
門
殿
ニ
て
判
形
可
仕
候
と

つ
い
て

有
福

そ
れ

あ
し
き

申
候
ニ
付
而 

　
甚
兵
衛
申
候
ハ 

　
夫
ハ
其
方
申
分
悪
敷

大
谷

こ
と
わ

故
ニ
て
候 

　
権
左
衛
門
殿
も
何
事
ニ
て
も
御
理
事
申

ま
じ
く

お
お
せ
ら
れ
た
る

お
の
お
の

出
間
敷
候
と
こ
そ 

為
被
仰
由
候
　 

各
此
書
付
ニ
も

こ
と
わ

も
う
し
い
で
ず

御
理
り
事
ハ
少
も
不
申
出
候
　 

向
後
落
付
御
奉
公

も
う
し
あ
ぐ
べ
く

し
か
る
と
き
は

可
申
上
と
申
儀
ニ
候
　 

然
時
ハ
其
方
判
形
仕
候

｢益田家文書｣11-3

*1 *1 *1 *1 *1 有福甚兵衛有福甚兵衛有福甚兵衛有福甚兵衛有福甚兵衛＝大谷組證人。
+2 +2 +2 +2 +2 自然自然自然自然自然＝万が一。
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あ
い

あ
い
な
る
べ
く

こ
れ
な
く

と
て
も
当
り
相
ニ
可
相
成
様
無
之
候
　 

是
非
判

梅
地

形
仕
候
様
ニ
と
申
候
へ
ハ 

喜
兵
衛
申
候
ハ
　
此
間
市
味
村

も
う
し
だ
ん
じ

こ
れ
あ
り

半
間
之
者
共
と
申
談
之
筋
も
有
之
候
間

つ
か
ま
つ
る
べ
く

ま
か
り
い
で

一
同
ニ
判
形
　
可
仕
　
候
条 

　
明
日
須
佐
罷
出
候
刻

梅
地

有
福

市
味
へ
参
候
様
ニ
と
喜
兵
衛
申
候
ニ
付
　 

甚
兵
衛
申
候
ハ

お
よ
び
も
う
さ
ず

梅
地

手
前
寄
候
ニ
ハ
及
不
申
候 

　
喜
兵
衛
同
意
ニ
存
候
ハ
ゝ

と
と
の
え

し
か
る
べ
く

此
書
付
取
帰
　 

皆
々
へ
判
形
調
さ
せ
可
然
候

さ
そ
う
ろ
う
て

左
候
而
御
手
前
も
證
人
役
之
義
ニ
候
条
　 

須
佐
ヘ

つ
か
ま
つ
る
べ
く

梅
地

同
道
可
仕
之
由
申
候
ヘ
ハ
　
喜
兵
衛
申
候
ハ
　 

尤
左
様
ニ
て

有
福

候
へ
共 

落
付
た
め
ニ
候
条 

　
是
非
甚
兵
衛
ニ
市
味
へ
参
候

つ
い
て

と
と
の
え
ら
れ

梅
地

様
ニ
と
申
候
ニ
付
而 

　
翌
廿
八
日
被
調 

喜
兵
衛
義
参

か
の
も
の

伏

有
福

候
処
ニ
　 

彼
者
義
ふ
せ
り
居
申
候 

　
甚
兵
衛
申
候
ハ

如
何

つ
か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
や

あ
い
た
ず
ね

梅
地

皆
之
判
形
い
か
ゝ
　
仕
候
哉
と
　
相
尋
候
へ
ハ 

喜
兵
衛

申
候
ハ 
夜
分
ヨ
リ
さ
ん
／
＼
気
色
心
ニ
て
　
只
今

｢益田家文書｣11-3
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お
っ
つ
け

ま
い
る
べ
く

梅
地

刈
居
申
候 

　
皆
々
義
も
追
付
　
可
参
由 

喜
兵
衛

梅
地

申
候
処
ニ
　 

上
之
市
味
村
之
者
共
　
喜
兵
衛
所
へ
参
候

付 

様
子
申
聞
候
処
ニ 

 

皆
々
申
候
ハ
　
此
已
後
少
も

ご
ざ
な
く

え
つ
か
ま
つ
ら
ず

梅
地

申
分
ハ
無
御
座
候
へ
共 

判
形
ハ
得
不
仕
候
由
申
候 

喜
兵
衛

し
か
る
と
き
は

お
の
お
の

も
其
通
ニ
申
候
ニ
付 

　
然
時
者
　
各
分
別
次
第

有
福

と
申 

甚
兵
衛
儀
ハ
須
佐
罷
出
候
由
申
候 

此
段

庄

益
田

ハ
松
井
正
左
衛
門
萩
罷
出
候
前
日
も 

益
与
右
衛
門
殿
・

栗
山
半
左
衛
門
・
松
井
正
左
衛
門
三
人
一
座
ニ
て
正
左
衛
門

あ
い
た
ず
ね

つ
い
て

さ
て
ま
た

し
さ
い

相
尋
候
ニ
付
而 

物
語
仕
候 

扨
又
三
組
無
子

な
く

小
原

細
　
落
付
候
書
付 

二
郎
右
衛
門
・
私
一
覧

仕
候
首
尾
　 

并
　 

堀
一
郎
右
衛
門
義
書
付

あ
い
な
ら
ず

元
禄
七

一
覧
不
相
成
と
の
申
分 

此
段
ハ
去
五
月

益
田

廿
日
ニ
益
与
右
衛
門
殿
宅
ニ
て
年
寄
中

ぞ
ん
ぜ
す

一
同
ニ
松
井
正
左
衛
門
承
候
ニ
付 

不
存
候
事

｢益田家文書｣11-3
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元
禄
七

一
　
去
四
月
廿
八
日 

堀
一
郎
右
衛
門
・
小
原
二
郎
右
衛
門
・

こ
こ
も
と

私 

右
三
組
之
者
共
爰
元
罷
出

元
禄
七

お
お
せ
わ
た
さ
れ

べ
つ
じ
ょ
う
な
く

当
春
御
ヶ
条
を
以
被
仰
渡
候
分
ニ
無
別
条

も
う
し
あ
ぐ
べ
し

落
付
御
奉
公
可
申
上
と
の
書
付

一
覧
之
上 

私
組
證
人
有
福
甚
兵
衛
ニ

申
候
ハ 

明
日
其
方
在
郷
罷
帰
候
時
分

こ
れ
あ
り

用
事
有
之
候
条 

私
宅
へ
参
候

元
禄
七
年
四
月

か
の
も
の

様
ニ
と
申
候
処
ニ 

翌
廿
九
日
ニ
私
宅
へ
参
候
付 

彼
者
へ

は
な
し

私
申
聞
候
ハ
　
其
方
咄
承
候
処
ニ 

梅
地
喜
兵
衛
事

拙
者
申
分
不
合
点
ニ
仕
居
候
物
と
存
（
候
）
間 

罷
帰

つ
か
わ
し

候
ハ
ゝ
　
早
々
市
味
ニ
て
梅
地
喜
兵
衛
方
へ
飛
脚
遣 

即

こ
こ
も
と

あ
い
た
い

も
う
し
つ
か
わ
す
べ
く

刻
爰
元
罷
出 

手
前
江
相
對
仕
候
様
ニ
可
申
遣
候
由

有
福

か
の
も
の

梅
地

も
う
し

申
聞 
甚
兵
衛
差
戻
候 

彼
者
罷
帰 

喜
兵
衛
方
へ
趣
申

つ
か
わ
し

遣
候
処
ニ
　 

は
や
其
内
在
須
佐
組
半
間
之
者
共
ヨ
リ

｢益田家文書｣11-3
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こ
れ
あ
り

梅
地

つ
か
わ
し

内
談
有
之
と
候
て 

喜
兵
衛
方
へ
飛
脚
遣 

仲
村
新
衛
門
・

梅
地
喜
兵
衛
・
増
野
左
二
右
衛
門
・
奥
山
忠
左
衛
門

四
人
之
者
共

有
福

梅
地

須
佐
罷
出
候
跡
へ
甚
兵
衛
ヨ
リ
之
飛
脚
ハ
参 

喜
兵
衛

あ
い
た
い
つ
か
ま
つ
ら
ず

さ
そ
う
ろ
う

仲
村

留
守
ニ
て
相
對 

不
仕
之
由
候 

左
候
て
廿
九
日
ニ
新
右
衛
門
・

梅
地

増
野

喜
兵
衛
・
左
二
右
衛
門 

右
三
人
一
同
ニ
私
所
へ
参
候
ニ
付

梅
地

 

私
喜
兵
衛
ニ

申
候
ハ 

昨
日
有
福
甚
兵
衛
罷
出 

瀬
尻
之
者
共
向
後

も
う
し
あ
ぐ
べ
し

落
付
御
奉
公
可
申
上
と
の
三
組
一
同
之
書
立
持
参

か
つ
て

申
候
ニ
付 

様
子
承
候
処
ニ 

曽
而
前
取
々
ニ
承
候

ひ
と
え

し
さ
い
な
く

も
う
し
あ
ぐ
べ
し

首
尾
と
ハ
違 

偏
ニ
無
子
細
落
付
御
奉
公
可
申
上

梅
地

あ
い
た
ず
ね

と
の
義
共
ニ
候 

一
昨
日
喜
兵
衛
罷
出 

拙
者
相
尋
候
節
之

こ
と
わ

う
て
相
ハ 

御
理
り
と
や
ら
ん
又
ハ
御
付
届
と
や
ら
ん
之
由

こ
と
わ

等

申
候
ニ
付 

御
理
事
な
と
申
出
と
候
て
も
取
次
申

こ
れ
な
き

覚
悟
ニ
て
ハ
無
之
段
申
聞
せ
候 

右
申
候
様
ニ
瀬
尻

穏
便

し
か
る
と
き

ヨ
リ
之
申
出 
案
外
お
ん
ひ
ん
之
申
出
ニ
候 

然
時
ハ

｢益田家文書｣11-3
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お
の
お
の

し
か
る
べ
く

仲
村

梅
地

各
義
判
形
仕
可
然
之
由
申
聞
候
へ
ハ 

新
右
衛
門
・
喜
兵
衛

次
第

こ
と
わ

申
候
ハ 

各
々
義
者
し
た
い
ニ
て
之
御
理
り 

　
ゆ
め
／
＼

ご
ざ
な
く

さ
そ
う
ろ
う
と
き
は

も
う
し
あ
ぐ
べ
き

こ
れ
な
き

無
御
座
候 

左
候
時
者 

何
ニ
て
も
可
申
上
義
も
無
之

つ
か
ま
つ
ら
ず

故 

判
形
ハ
不
仕
候
由
申
候
ニ
付 

私
申
候
ハ
　
い
か
に
も
御

こ
と
わ

こ
れ
な
き

そ
う
ろ
う
と
き
は

ぞ
ん
ず
る
べ
く

理
り
無
之
と
候
時
者 

左
様
も
可
存
候
へ
共 

一
組
一
同
ニ

し
さ
い
な
き

お
の
お
の
ば
か
り

無
子
細
段
申
出
候
上
ハ 

各
斗
ひ
か
へ
居
候
段
も

し
か
る
べ
く

い
か
ゝ
□
□
間 

一
同
之
判
形
仕
可
然
由
申
聞
候
へ
ハ

か
の
も
の
ど
も

彼
者
共
申
候
ハ 

其
段
ハ
右
申
様
ニ 

何
ニ
て
も
兎
角

も
う
さ
ず

お
よ
び
も
う
さ
ず

不
申
候
心
底
ニ
て
候
間 

判
形
ニ
及
不
申
候
由
申
候 

其
時

お
の
お
の

増
野
左
二
右
衛
門
申
候
ハ 

い
つ
れ
も
各
半
間
申
談
候
筋

ば

も
う
し
い
ず
べ
く

も
御
座
候
間 

申
上
義
御
座
候
へ
者 

一
同
ニ
可
申
出
之

さ
て
さ
て

増
野

由
申
候
ニ
付 

私
申
候
ハ 

扨
々
左
二
右
衛
門
申
分
合
点
ニ

お
よ
ば
ず

よ
ら
ず

不
及
候 
只
今
迄
皆
々
一
同
ニ
何
事
ニ
不
寄 

此
度
之

こ
と
わ

こ
れ
な
き

か
え
り
か

こ
と
わ

義 

御
理
り
立
無
之
由
申
候
処
ニ 

又
々
返
替
へ
御
理
り
も
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こ
れ
あ
り

も
う
し
い
ず
べ
し

い
わ
れ
な
き

有
之
候
ハ
ヽ 

皆
々
一
同
ニ
可
申
出
と
ハ
甚
不
謂
申
分

お
お
せ
ご
も
っ
と
も

之
由
申
候
ヘ
ハ
仲
村
新
右
衛
門
う
け
取
申
候
ハ
仰
御
尤
ニ
存

候

増
野

か
の
も
の

誤

左
二
右
衛
門
只
今
之
申
分 

彼
者
あ
や
ま
り
ニ
て
御
座
候

な
ん
べ
ん

こ
れ
な
し

ご
ざ
な
く

何
篇
申
上
義
無
之
と
申
候
時
ハ 

少
も
子
細
無
御
座
候

し
か
し

外

併 

六
人
之
連
判
は
つ
れ
之
者
共
と
一
座
相
役
ハ

え
つ
か
ま
つ
ら
ず

ま
い
ら
ず

得
不
仕
候
由
申
候
ニ
付 

私
申
候
ハ 

其
段
合
点
不
参
候

う
け
た
ま
わ
り
お
い
お
び

大
公
儀
注
１
な
と
に
も
承
及
候
処
ニ 

 

い
か
程
も
内
證
不
和

こ
れ
あ
り

之
衆
有
之
由
候
へ
共 

表
向
御
役
儀
ニ
付 

立
相

あ
い
な
ら
ず

お
お
せ
い
で
ら
れ

う
け
た
ま
わ
り
お
よ
ば
ず

御
奉
公
不
相
成
と
被
仰
出
候
衆 

不
及
承
候 

表
向

之
義
者
立
相
御
奉
公
申
上 

内
證
故
障
之
義

こ
れ
あ
り

も
う
し
あ
わ
せ
ず

さ
し
て

こ
れ
あ
り
ま

有
之 

不
申
合
候
分
ハ
差
而
当
り
相
有
之
間

じ
く

仲
村

い
ず
れ

敷
候
通
申
聞
せ
候
処
ニ 

新
右
衛
門
申
候
ハ 

何
も
半
間

こ
れ
あ
り

相
談
之
首
尾
有
之
候
共
ニ
て
一
同
ニ
罷
立
候
事

元
禄
七

し
さ
い

一
　
去
五
月
四
日
ニ
小
原
二
郎
右
衛
門
・
私
申
談
候
ハ
三
組
無
子

な
く細

｢益田家文書｣11-3
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落
付
候
者
共
之
儀 

い
か
様
堀
一
郎
右
衛
門
ヨ
リ
様
子
申

つ
か
ま
つ
る
べ
く

越 

此
書
付
一
覧
可
仕
候 

其
上
ニ
て
各
三
人
同
道

も
う
す
べ
し

仕 

年
寄
中
江
趣
可
申
と
存 

只
様
打
過
候
へ
共

堀

さ
だ
め
き
め
ず

し
か
る
う
え

市
郎
右
衛
門
一
覧
之
儀 

定
不
極
も 

然
上
ハ
左
様
ニ

堀

う
け

延
引
仕
候
段
い
か
ゝ
敷
候
間 

市
郎
右
衛
門
を
呼
請
存

い
よ
い
よ

こ
れ
な
く

分
之
詰
り
承 

彼
方
弥
同
意
ニ
て
無
之
候
ハ
ゝ

お
の
お
の

も
う
し
た
っ
す
べ
く

各
両
人
書
付
持
参
仕 

年
寄
中
江
可
申
達
候
由

堀

つ
か
わ
し

申
談 

一
郎
右
衛
門
方
ヘ
手
紙
遣
候
へ
ハ 

私
宅
へ
参
候
ニ
付

ば

か
の
か
た

右
之
段
々
申
談
候
へ
者 

彼
方
申
候
ハ 

書
付
一
覧
ハ

つ
か
ま
つ
り
ま
じ
く

し
か
し

ま
い
る

仕
間
敷
候 

併 

年
寄
中
へ
付
届
之
一
座
江
ハ
可

べ
く

お
の
お
の

参
由
申
候
ニ
付 

各
申
候
ハ 

願
ハ
壱
人
ニ
て
も
落
付

つ
か
ま
つ
ら
れ

た
め
ニ
候
間 

一
覧
被
仕
候
へ
か
し
と
申
候
へ
共 

最
前
ヨ
リ

と
き
は

申
様
ニ 

此
書
付
一
覧
申
時
者 

残
ル
者
共
何
ヶ

つ
か
ま
つ
ら
れ
ず

小
原

申
候
故 
一
覧
不
被
仕
候
由
申
候
ニ
付 

二
郎
右
衛
門
・
私
申

候
ハ
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こ
れ
な
く

元
禄
七

左
様
ニ
て
無
之
候 

四
組
之
義 

当
春
宗
門

事
此
か
た 

六
人
之
者
と
も
網
か
け
む
つ
か
し
さ

も
う
さ
ず

お
こ
り
居
申
候 

此
落
付
之
注
文
見
不
申
候
と
て

こ
れ
な
き

も 

右
宗
門
之
騒
動
ハ
や
め
申
候
て
無
之
首

尾
ニ
候 

其
上
六
人
之
者
組
日
数
な
ら
し
注
１
な
と
へ

い
れ
も
う
す
ま
じ
く

お
の
お
の

さ
よ
う

入
申
間
敷
と
申
之
由
風
聞
有
之
候 

各
　
承

う
け
た
ま
わ
り
ま
い
る

こ
れ
な
く

か
く
の
ご
と
く

り

左
様
参
筈
ニ
て
ハ
無
之
候
へ
共 

如
此
内
證
里
き
ミ

お
の
お
の
に
お
い
て

し
さ
い
な
く

居
申
候
処
ニ 

其
内
ヨ
リ
　
於
各
　
ハ
無
子
細
落
付
御
奉

も
う
し
あ
ぐ
べ
く

さ
て
さ
て

し
か
る
べ
き

お
の
お
の

公
可
申
上
と
申
出
候
処 

扨
々 

可
然
義
共
ニ
候
段 

各
手
ニ

か
み

か
け
ら
れ

餘
り
　
上
之
御
吟
味
ニ
被
掛
候
と
て
も 

人
数
少
キ
事
故

御
な
や
ミ
も
被
成
能
義
共
ニ
候 

第
一
只
今
之
向
ニ
て
ハ

つ
か
い

当
分
御
人
遣 

御
当
用
ニ
も
御
手
を
つ
か
れ
も
参

も
う
す
べ
く

か
ゝ
り
ニ
候 

三
組
四
十
四
五
人
も
落
付
可
申
と
申

う
け

し
か
る
べ
く
と

出
候
時
ハ 

早
々
請
取 

落
シ
付
可
然
存
候
由
各
両
人

｢益田家文書｣11-3
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堀

か
の
も
の

こ
れ
あ
り

市
郎
右
衛
門
ヘ
申
聞
候
へ
ハ 

彼
者
申
候
ハ 

存
寄
有
之
と

候
て

も
う
さ
ず

書
付
一
覧
不
申
候
ニ
付 

然
ル
上
ハ
心
次
第
ニ
て
付
届

ま
い
る
べ
し

い
よ
い
よ

之
一
座
江
ハ
可
参
由
ニ
申
候
　
弥
其
分
ニ
候
ハ
ヽ
同
道

も
う
す
べ
し

お
の
お
の

可
申
之
由
各
申 

年
寄
中
へ
右
落
付
候
首
尾

物
語
仕
候
事

五
月
四
日

も
う
さ
れ

し
さ
い
な
く

一
　
同
日
一
座
ニ
て
年
寄
衆
被
申
候
ハ 

三
組
ヨ
リ
之
無
子
細

も
う
し
あ
ぐ
べ
し

さ
て
ま
た

落
付
御
奉
公
可
申
上
と
申
出
候
段 

尤
ニ
候 

扨
又

し
さ
い
な
く

相
残
ル
者
共
之
義
ハ 

い
か
様
之
首
尾
ニ
て
無
子
細

つ
か
ま
つ
ら
ず

や

た
ず
ね
も
う
さ
れ

判
形
不
仕
候
哉
之
由
年
寄
衆
尋
被
申
候
ニ
付 

各
申
候
ハ

そ
の
だ
ん
に
お
い
て

四
月

於
其
段
ハ
去
晦
日
ニ
四
組
相
残
ル
者
共
ヨ
リ
と
候
て
各

三
人
江
申
出
候
筋
御
座
候 

御
存
之
様
ニ
境
三
郎
左
衛
門

義
萩
当
番
ニ
て
罷
居
候 

四
組
一
同
之
申
出
ニ
候

か
の
か
た

な
い
だ
ん
と
げ

よ
う
す

故 
彼
方
帰
宅
候
上 

右
之
首
尾
遂
内
談 

於

に
お
い
て

お
の
お
の

も
う
し
い
ず
べ
し

様
子
ハ
　
各
様
へ
可
申
出
と
内
談
仕
り
置
候
由
申
候
ヘ
バ

｢益田家文書｣11-3
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つ
い
で

堀
一
郎
右
衛
門
申
候
ハ 

右
之
首
尾
を
も
序
な
か
ら
御

し
か
る
べ
く

境

物
語
仕
可
然
候 

表
向
之
義
者 

三
郎
左
衛
門
罷
帰
候
上

も
う
す
べ
く

可
申
候
由
申
候
ニ
付 

去
四
月
晦
日
ニ
四
組
ヨ
リ
申
出
候

し
か
る
と
こ
ろ

り

首
尾
委
細
物
語
仕
候 

然
処
ニ
年
寄
中
よ
里
ハ

あ
い
な
ら
ず

六
人
之
者
と
立
相
御
奉
公
不
相
成
と
申
候
段
ハ

や

公
儀
・
内
儀
共
ニ
之
事
ニ
て
候
哉 

内
證
迄
之
事

や

ひ
と
と
お
り

し
か
る
べ
く

ニ
て
候
哉 

此
段
今
一
通
相
残
ル
者
之
存
分
承
可
然
候

あ
い
な
ら
ず

さ
て
さ
て

公
儀
ニ
て
も
立
相
御
役
目
不
相
成
と
申
時
ハ 

扨
々

御
上
江
も
た
れ
た
る
申
合
ニ
て
候
間 

と
か
く
今

ひ
と
と
お
り

し
か
る
べ
く

さ
そ
う
ら

境

一
通
沙
汰
仕
可
然
候 

左
候
ハ
ゝ 

三
郎
左
衛
門
義
留
守
之

お
の
お
の

事
ニ
候
間 

此
組
之
義
も
各
三
人
組
内
申
分

し
か
る
べ
く

さ
て
ま
た

な
お
も
っ
て

承
可
然
候 

扨
又
自
分
／
＼
組
之
義
ハ 

猶
以
面
々
ヨ
リ

し
か
る
べ
く

も
う
さ
れ

承
可
然
と
被
申
候
ニ
付 

則
時
罷
帰
四
組
江
飛
脚

つ
か
わ
し

づ
つ

あ
い
た
ず
ね

も
う
し
あ
ぐ
べ
く

遣 
残
り
之
者
之
内
両
人
宛
様
子
相
尋
　
可
申
上
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候
て
呼
申
候 

私
組
ヨ
リ
ハ
仲
村
新
右
衛
門
・
梅
地
喜
兵
衛
召

ま
い
り
も
う
さ
ず

出
候
処
ニ 

須
佐
罷
出
候
へ
共
　
私
宅
へ
も
参
不
申 

波
田

お
た
ず
ね

久
右
衛
門
を
以
申
越
候
ハ 

組
内
出
入
之
御
尋
ニ
て
候
ハ
ゝ

お
た
ず
ね
な
ら
れ
る
べ
く

あ
い
な
ら
ず

四
組
一
所
ニ
て
御
尋
可
被
成
候 

格
々
ニ
ハ
申
候
義
不
相
成

波
田

さ
て
さ
て

仲

申
談
候
由
申
越
候
ニ
付 

久
右
衛
門
へ
私
申
候
ハ 

扨
々
新
右

村
衛
門
・

梅
地

お
ど
ろ
き
い
り

あ
い
た
ず
ね

こ
れ
あ
り

喜
兵
衛
申
分
驚
入
候
　 

手
前
相
尋
候
義
有
之

い
わ
れ
ざ
る
ぎ

呼
出
候
処
ニ
控
居
候
段
不
謂
儀
共
ニ
候 

　
何
ニ
て
も

こ
れ
あ
り

こ
れ
な
く

ま
い
る
べ
く

子
細
有
之
事
ニ
て
ハ
無
之
候
条 

　
只
今
可
参
候

さ
そ
う
ら

も
う
し
き
か
す
べ
く

波
田

つ
か
わ
し

左
候
ハ
ゝ
趣
可
申
聞
由
久
右
衛
門
を
以
申
遣
候
処
ニ 

何
ヶ
と

お
た
ず
ね

四
月

候
て
も
四
組
出
入
之
御
尋
ニ
て
候
時
ハ
去
晦
日
ニ
申
出
候

ご
ざ
な
く

お
た
ず
ね

首
尾
少
も
相
違
無
御
座
間 

と
か
く
一
同
ニ
御
尋

く
だ
さ
る
べ
く

い
よ
い
よ

仲
村

可
被
下
候
由
又
々
申
越
候
ニ
付 

私
申
候
ハ
弥
新
右
衛
門
・

梅
地

喜
兵
衛

あ
い
な
ら
ず

や

波
田

私
宅
へ
参
候
事
不
相
成
と
申
候
哉 

　
此
段
久
右
衛
門
承

ま
い
る
べ
く

こ
れ
あ
り

切
り
可
参
候 
　
手
前
指
圖
ニ
て
用
事
有
之 

　
呼
候
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ま
い
り
も
う
さ
ず

の
が
れ
が
た
く

所
ヘ
ハ
参
不
申 

組
半
間
申
談
　
難
遁
　
参
候
義

あ
い
な
ら
ず

か
く
ご
に
お
よ
ば
ず

お
の
お
の

不
相
成
と
の
心
底
不
及
覚
悟
候 

各
別
之
用
事

こ
れ
あ
る

ち
ょ
う
じ
ょ
う

も
有
之
事
ニ
候
間 

有
無
参
候
様
ニ
と
重
畳

波
田

ま
い
り
も
う
さ
ず

久
右
衛
門
を
以
申
聞
候
ヘ
共 

終
ニ
参
不
申
候 

是
非
ニ
呼

こ
れ
あ
る
べ
く

候
ハ
バ
余
程
之
筋
も
可
有
之
候
へ
共 

左
様
仕
候
時
ハ

つ
か
ま
つ
ら
ず

当
分
色
立
候
ニ
付 

其
節
之
尋
不
仕 

在
郷
指

四
月

あ
い
か
わ
る

戻
申
候 

四
組
一
同
ニ
承
候
時
ハ
去
晦
日
之
申
出
ニ
相
替

こ
れ
な
く

も
う
す
べ
き

こ
れ
な
く

カ

義
無
之 

壱
人
ニ
て
も
落
付
可
申
目
当
無
之
候

付 

右
之
分
ニ
年
寄
中
へ
も
内
談
仕 

一
圓
首
尾

う
け
た
ま
わ
ら
ず

不
承
候
事

お
の
お
の

一
　
去
五
月
廿
日
栗
山
半
左
衛
門
ヨ
リ
各
へ
手
紙
ニ
て
申
越
候

は

は
ぎ
よ
り
さ
し
も
ど
さ
れ

者 

夜
分
松
井
正
左
衛
門
事 

従
萩
被
指
戻
相
談

こ
れ
あ
り

之
義
有
之
候
条 

益
田
与
右
衛
門
殿
宅
へ
参
候
様
ニ
と
の

お
の
お
の

儀
ニ
付 

各
四
人
参
申
候 

尤
益
田
八
郎
左
衛
門
殿
・
栗
山
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も
う
さ
れ

松
井

お
の
お
の

半
左
衛
門
・
松
井
正
左
衛
門
一
座
被
申
候 

正
左
衛
門
各
へ

頃

申
候
ハ
春
比し

さ
い
な
く

つ
つ
し
ん
で

も
う
し
あ
ぐ
べ
し

三
組
ヨ
リ
無
子
細
落
付
謹
而
御
奉
公
可
申
上
通
申

出
候 

此
書
付
一
覧
仕
候
首
尾
承
度
と
申
候
ニ
付

松
井

こ
れ
を
ぞ
ん
ぜ
ず

さ
て
ま
た

其
節
委
細
正
左
衛
門
へ
申
談
候
ニ
付
不
存
之
候 

扨
又
年

松
井

こ
の
う
え
な
が
ら

寄
中
并
正
左
衛
門
申
候
者 

乍
此
上
も
何
と
そ
相
残
ル
者

お
の
お
の

落
付
申
候
様
ニ
各
四
人
沙
汰
仕
見
候
様
ニ
と
の
義
ニ
付

お
ん
た
め

と
り
お
さ
め

御
為
之
義
ニ
候
条
　
幾
分
ニ
て
も
取
収
見
可

お
の
お
の

し
か
る
と
こ
ろ

申
と
各
申
談
候 

然
処
ニ
境
三
郎
左
衛
門
・
堀
一
郎
右
衛
門
義
ハ

つ
か
ま
つ
る
べ
し

四
組
一
同
ニ
沙
汰
可
仕
と
の
儀
ニ
候
へ
共 

小
原
二
郎
右
衛
門
・
私

お
も
い
お
も
い

ら
ち

存
候
ハ 

四
組
打
込
ニ
仕
候
て
ハ 

 

思
々
之
義
申
候
て
埒

も
う
す
ま
じ
く

明
申
間
敷
候
間 

一
組
切
リ
ニ
引
わ
け
何
と
そ
収
リ

し
か
る
べ
し

候
様
ニ
申
聞
可
然
と
申
相
候
処
ニ 

年
寄
中
も
其

し
か
る
べ
し

分
可
然
と
の
義
ニ
付 

四
組
引
わ
け
之
沙
汰
ニ

き
ま

さ
そ
う
ろ
う

極
リ 

各
罷
帰
候 

左
候
て
則
時
仲
村
新
右
衛
門
・
梅
地
喜
兵
衛
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つ
か
わ
し

お
の
お
の

益
田

罷
出
候
様
ニ
と
私
ヨ
リ
飛
脚
遣
候
処
ニ 

各
与
右
衛
門
殿

こ
れ
あ
る
べ
く

せ
ん
だ
っ
て

宅
ニ
居
候
内
ニ
て
可
有
之
と
存
し 

は
や
先
達
而

仲
村

梅
地

四
組
在
須
佐
之
者
共
ヨ
リ
新
右
衛
門
・
喜
兵
衛
方
へ
飛
脚

つ
か
わ
し

遣
候 

私
ヨ
リ
之
飛
脚
に
候
ハ
ゝ 

右
両
人
之
者
尋
候
て

あ
い
た
い

さ
そ
う
ろ
う

相
對
仕
候
由
候 

左
候
て
須
佐
罷
出 

波
田
久
右
衛
門
を
以

仲
村

梅
地

こ
れ
あ
り

新
右
衛
門
・
喜
兵
衛
ヨ
リ
私
へ
申
越
候
ハ 

御
用
有
之
候
由
ニ
て

さ
だ
め
て

お
た
ず
ね

こ
れ
あ
る
べ
く

こ
の
だ
ん
に
お
い
て

定
而
四
組
出
入
之
御
尋
ニ
て
可
有
之
候 

於
此
段

も
う
さ
ず

四
組
一
同
ニ
申
覚
悟
ニ
候
故 

参
上
不
申
之
由
申

波
田

さ
し
も
ど
さ
れ

越
候
ニ
付 

久
右
衛
門
へ
私
申
候
ハ 

松
井
正
左
衛
門
被
指
戻

候
ニ
付

仲
村

梅
地

面
々
組
中
内
存
承
筈
ニ
候
間 

新
右
衛
門
・
喜
兵
衛

ま
ず

も
う
し
き
か
す
べ
く

波
田

両
人
共
ニ
先
私
宅
ヘ
参
候
様
ニ
可
申
聞
之
通
申 

久
右
衛
門

波
田

こ
れ

指
返
候
処
ニ 

又
々
久
右
ヱ
門
を
以
と
か
く
四
組
一
同
ニ
て
無

な
く

も
う
さ
ず

之
候
へ
ハ 

様
子
不
申
之
由
申
越
候
ニ
付 

私
申
候
ハ
何

あ
い
ま
い
り

さ
そ
う
ら

ヶ
と
候
て
も
此
方
へ
両
人
共
相
参
候 

左
候
ハ
バ
其
方
な
と
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と
く

き
め

存
分
を
も
得
と
承 

申
立
至
極
之
義
ニ
候
ハ
ヽ
極
候

つ
か
わ
す
べ
く

さ
て
ま
た

拙
者
申
立
可
遣
候 

扨
又
手
前
申
分
至
極
と
存

り

さ
し
す
て

よ
き

候
ハ
ヽ
自
分
／
＼
之
里
き
ミ
差
捨 

御
為
能
方
へ

も
う
す
べ
く

こ
な
た

ぞ
ん
じ
よ
り
の
が
さ
ず

付
可
申
候 

此
方
参
候
と
て
も
不
遁
存
寄
　
至
極
之

う
け
た
ま
わ
ら
ず

上
ハ 

拙
者
申
分
不
承
迄
ニ
候 

と
か
く
参
候
様
ニ
と

ち
ょ
う
じ
ょ
う

つ
か
ま
つ
ら
ず

ま
い
ら
ず

い
わ
れ
ざ
る

重
畳
申
候
処
ニ
　
合
点
不
仕
申
切
リ 

不
参
候
段
不
謂

こ
れ
あ
る
ま
じ
く

義
ニ
存
候 

拙
者
方
へ
儀
絶
候
て
ハ
有
之
間
敷
候

ま
い
る
べ
く

さ
そ
う
ら

と
く

有
無
可
参
候 

左
候
ハ
ゝ
相
方
之
申
分
得
と
相
聞

も
う
す
べ
き
も
う
し
つ
か
わ
し

ま
い
ら
ず

可
申
由
申
遣
候
へ
共 

一
圓
参
不
申
候
ニ
付 

其
後
ハ
彼

者
共
親
類
或
ハ
内
縁
を
以
種
々
異
見
仕
候
へ
共

つ
か
ま
つ
ら
ず

後
々
ハ
此
も
の
共
へ
も
相
對
不
仕
候
ニ
付 

私
内
存
候

と
と
の
え

し
た
た
め

通
委
細
手
紙
相
調 

詰
り
之
存
寄
迄
書
認

つ
か
わ
し

つ
か
ま
つ
ら
ず

遣
申
候
へ
共 

返
事
も
不
仕 

其
已
後
波
田
久
右
衛
門
を
以

い
よ
い
よ

さ
ん
じ
ょ
う
い
た
し

お
の
お
の

弥
各
義
致
参
上 

格
々
ニ
思
召
寄
承 

各
内
存
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ま
か
り
な
ら
ず

申
候
段 

四
組
半
間
申
談
相
違
仕
ニ
付 

不
罷
成
候
条

お
た
ず
ね

き
こ
し
め
さ
れ
く
だ
さ
る
べ
く

と
か
く
御
尋
之
義
候
ハ
ヽ 

四
組
一
同
ニ
被
聞
召
可
被
下
候
由

あ
い
な
ら
ず

申
越
候
ニ
付 

私
申
候
ハ
左
様
ニ
ハ
不
相
成
候 

拙
者
色
々
と

ぞ
ん
じ
よ
り

し
た
が
い
も
う
さ
ず

事
を
わ
け
申
聞
せ
候
へ
共 

手
前
存
寄
ニ
　
順
不
申
候

お
の
お
の

も
う
す
べ
き

こ
れ
な
く

各
三
組
打
込
に
し
て
落
付
可
申
目
当
無
之
候

も
は
や
拙
者
手
ニ
餘
り
候
条
　
公
儀
江
指
出

こ
れ
な
く

波
田

よ
り
外
無
之
候
由
久
右
衛
門
へ
申
聞
指
戻
申
候

一
　
右
之
参
か
ゝ
り
ニ
て 

私
組
内
八
人
者
之
義
ハ
何
共

お
よ
び
も
う
さ
ず

ご
ほ
う

手
ニ
及
不
申
候
間
　
公
儀
江
差
出
候
条 

組
御
法

た
ち
そ
う
ろ
う
よ
う

と
げ
ら
れ

く
だ
さ
る
べ
く

立
候
様
ニ
被
遂
御
沙
汰
可
被
下
候
由 

去
五
月
廿
三
日
ニ

年
寄
中
迄
申
出
候
処
ニ 

 

皆
々
御
詮
義
之
上
ニ
て

う
け
も
ち
お
き

し
か
る
べ
し

お
お
せ
き
か
さ
れ

私
方
ニ
請
持
置
　
可
然
之
由
被
仰
聞
候
ニ
付 

私
申
候
ハ

か
つ
て
も
っ
て

り

ご
ざ
な
く

曽
以
私
里
き
ミ
候
て
申
候
て
ハ
無
御
座
候 

右
之
分
ニ

ほ
う
が
い
な
る

法
外
成
者
共
之
義
ハ 

御
沙
汰
ニ
か
ゝ
り
候
こ
そ

｢益田家文書｣11-3



97

お
ん
た
め

つ
い
て

か
く
の
ご
と
く

し
か
し

御
為
と
奉
存
候
ニ
付
而 

如
此
ニ
御
座
候 

併 

御
指
圖

つ
か
ま
つ
る
べ
し

之
上
ハ
い
か
様
ニ
も
可
仕
之
由
申
候 

其
後
年
寄
衆
ヨ
リ

も
う
し
こ
さ
れ

被
申
越
候
ハ 

三
組

べ
つ
じ
ょ
う

落
付
之
上
ニ
て 

右
八
人
之
者
共
私
宅
へ
参
候
ハ
ヽ 

無
別

な
く

さ
し
だ
す
べ
し

も
う
し
こ
さ
れ

条
判
形
申
付
可
指
出
之
由
被
申
越
候
ニ
付 

私
申
候
ハ

さ
て
さ
て

い
わ
れ
ざ
る
ぎ

八
人
之
者
共
前
後
之
作
廻
注
１ 

扨
々
不
謂
義
ニ
存
候

り

か
つ
て
も
っ
て

へ
と
も
私
内
證
之
里
き
ミ 

曽
以
立
申
覚
悟

ご
ざ
な
く

お
ん
た
め

ニ
て
無
御
座
候 

落
付
候
こ
そ 

 

御
為
之
義
ニ
候
間

こ
な
た

さ
し
だ
す
べ
し

此
方
参
候
ハ
ヽ 

判
形
申
付
可
指
出
之
由 

年
寄

さ
て
ま
た

中
へ
挨
拶
仕
候
　
扨
又
私
組
八
人
之
者
共
　
前
後
作

廻
之
義 

左
ニ
相
記
申
候
事

は

一
　
仲
村
新
右
衛
門

仲
村
新
右
衛
門

仲
村
新
右
衛
門

仲
村
新
右
衛
門

仲
村
新
右
衛
門
江
異
見
之
義
者 

右
之
通
ニ
種
々
申
尽
シ

つ
い

つ
か
ま
つ
ら
ず

候
へ
共 

終
ニ
合
点
不
仕
候
ニ
付 

老
父
仲
村
孫
右
衛
門

所
へ
飛

つ
か
わ
し

こ
こ
も
と

え
ま
い
ら
ず

脚
遣 
　
爰
元
呼
候
へ
共 

老
足
故
得
不
参
之
由
申

つ
い
て

せ
が
れ

越
候
ニ
付
而 
私
世
倅
九
右
衛
門
ニ
存
寄
申
含 

私
組
證
人
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あ
い
そ
え

元
禄
七

仲
村

有
福
甚
兵
衛
を
相
添 

去
五
月
廿
一
日
ニ
孫
右
衛
門
方
へ

つ
か
わ
し

と
く

つ
か
ま
つ
ら
ず

遣
候
へ
共 

彼
者
も
得
と
合
点
不
仕 

　
両
人
共
行
取

申
候 

其
後
小
原
二
郎
右
衛
門
組 

小
原
平
右
衛
門
義 

新
右
衛

門
し
う
と

仲
村

う
け
た
ま
わ
り
お
よ
び

舅
ニ
て
候 

新
右
衛
門
不
合
点
之
通
及
承
候
哉 

仲
村

宥
め

仲
村

孫
右
衛
門
所
へ
参 

彼
者
を
申
な
た
め 

新
右
衛
門
方
へ

仲
村

と
と
の
え

孫
右
衛
門
ヨ
リ
之
書
状
調
さ
せ 

須
佐
罷
出 

尤
私
へ
も

仲
村

な
ら
び
に

仲
村

相
對
仕 

孫
右
衛
門
申
分
物
語
仕 

并 

孫
右
衛
門
ヨ
リ
私
へ
も

仲
村

つ
か
わ
し

新
右
衛
門
落
付
候
様
ニ
と
申
遣
候
と
の
書
状
指
越

仲
村

仲
村

小
原

と
と
の
え

新
右
衛
門
代
判
を
も
孫
右
衛
門
ヨ
リ
平
右
衛
門
を
頼
相
調

仲
村

小
原

あ
い
た
い

申
候 

其
上
ニ
て
新
右
衛
門
へ
平
右
衛
門
相
對
仕
　
度
々
右
之

仲
村

つ
か
ま
つ
ら
ず

段
々
申
聞
候
へ
共
一
圓
ニ
新
右
衛
門
合
点
不
仕
候
ニ
付

こ
の
う
え
な
が
ら

な
り
と
も

仲
村

仲
村

乍
此
上
ハ
馬
ニ
て
成
共
孫
右
衛
門
罷
出 

新
右
衛
門
へ
異
見

つ
か
ま
つ
る
べ
く

お
ん
た
め
な
ら
ず

小
原

可
仕
候 
と
か
く
何
か
と
申
候
ハ
不
　
御
為
之
由
平
右
衛
門

つ
か
わ
し

ヨ
リ
飛
脚
遣
候
処
ニ 

此
段
仲
村
新
右
衛
門
・
大
谷
孫
兵
衛
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う
け
た
ま
わ
り
お
よ
び

仲
村

及
承 

飛
脚
を
以
孫
右
衛
門
罷
出
候
義 

差
押
し
申

小
原

之
由
平
右
衛
門
ヨ
リ
之
飛
脚
之
も
の
罷
帰
申
事
ニ
候

仲
村

右
之
通
ニ
候
故 

新
右
衛
門
義 

私
手
ニ
余
り
申
候
段

り
ょ
う
け
ん

な
ら
れ
る
べ
く

御
了
簡
　
可
被
成
候
事これ

ま
た

一
　
梅
地
喜
兵
衛

梅
地
喜
兵
衛

梅
地
喜
兵
衛

梅
地
喜
兵
衛

梅
地
喜
兵
衛 

手
前
是
又
右
之
通
ニ
種
々
申

つ
か
ま
つ
ら
ず

聞
候
へ
共 

合
点
不
仕
候
ニ
付 

兄
弟
西
尾
治
右
衛
門
方
へ

つ
か
わ
し

こ
こ
も
と

梅
地

右
之
趣
申
遣 

　
爰
元
罷
出
候
て
喜
兵
衛
ニ
異
見
仕
候

つ
か
わ
し

西
尾

元
禄
七

へ
か
し
と
申
遣
候
へ
ハ 

治
右
衛
門
承 

去
五
月
廿
一
日 

即

こ
こ
も
と

梅
地

て

刻
罷
出 

終
日
爰
元
ニ
罷
居 

喜
兵
衛
ニ
相
對
仕
候
而

梅
地

わ

色
々
異
見
仕
候
処
ニ 

喜
兵
衛
申
分
や
王
ら
ぎ
候
ニ

西
尾

う
け
あ
い

と
と
の
え

こ
の

付 

代
判
治
右
衛
門
請
相 

私
所
へ
参
　
調
申
候 

乍

う
え
な
が
ら

ま
か
り
か
え
る
べ
し

此
上
ハ
　
何
と
そ
在
郷
へ
召
連
可
罷
帰
と
候
て 

色
々

梅
地

申
聞
之
由
ニ
候
へ
共 

又
喜
兵
衛
心
替
り
在
郷
へ
も
戻
り

も
う
さ
ず

西
尾

五
月

不
申
候
ニ
付 

治
右
衛
門
義
ハ
夜
中
引
取 

又
同
廿
二
日
ニ
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た
っ
て

つ
か
ま
つ
ら
ず

つ
い
て

罷
出
達
而
異
見
仕
候
へ
共
承
引
不
仕
候
ニ
付
而

西
尾

治
右
衛
門
義
在
郷
御
役
人
之
義
ニ
候
へ
ハ 

う
か
／
＼
と

こ
こ
も
と

あ
い
な
ら
ず

爰
元
滞
留
も
不
相
成 

又
々
在
郷
へ
引
取
御
座
候

な
ん
ぎ

あ
い
わ
ず
ら
い

梅
地

き
っ
と

已
後
老
母
難
義
ニ
相
煩
候
条 

喜
兵
衛
急
度

こ
こ
も
と

梅
地

罷
帰
候
様
ニ
と
申 

爰
元
を
何
と
そ
喜
兵
衛
を

召
連
帰 

落
付
申
才
覚
種
々
と
仕
候
へ
共

こ
れ
ま
た

西
尾

つ
か
ま
つ
ら
ず

ち
か
ら
お
よ
ば
ず

後
々
ハ
是
又
治
右
衛
門
へ
も
相
對
不
仕
候
故 

不
及
力

西
尾

こ
こ
ろ
づ
か
い

治
右
衛
門
義
私
宅
へ
参 

右
之
分
ニ
心
遣
仕
候
へ
共

ご
ざ
な
く

め
ん
ぼ
く
な
き

代
判
仕
候
甲
斐
無
御
座 

無
面
目
由
ニ
て

罷
帰
候
事

こ
れ
ま
た

一
　
内
田
清
右
衛
門

内
田
清
右
衛
門

内
田
清
右
衛
門

内
田
清
右
衛
門

内
田
清
右
衛
門
義
　
是
又
兄
弟
三
浦
十
郎
兵
衛
呼
寄

ち
ょ
う
じ
ょ
う

あ
い
た
い

重
畳
異
見
仕
ら
せ
候
へ
共 

是
以
後
々
ハ
相
對

つ
か
ま
つ
ら
ず

も
不
仕
候
事

一
　
奥
山
忠
右
衛
門

奥
山
忠
右
衛
門

奥
山
忠
右
衛
門

奥
山
忠
右
衛
門

奥
山
忠
右
衛
門
ヘ
ハ
平
川
正
兵
衛
内
縁
御
座
候
付
異
見
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つ
か
ま
つ
ら
ず

頼
申
さ
せ
候
へ
共
合
点
不
仕
候
事

の
が
れ
ざ
る

柄

一
　
安
富
甚
右
衛
門

安
富
甚
右
衛
門

安
富
甚
右
衛
門

安
富
甚
右
衛
門

安
富
甚
右
衛
門
義
者
安
富
与
右
衛
門 

不
遁
間
か
ら

安
富

ニ
て
候
故 

両
度
与
右
衛
門
へ
私
相
對
仕
異
見
頼

か
の
も
の

つ
か
ま
つ
ら
ず

彼
者
も
度
々
申
聞
候
へ
共
　
合
点
不
仕
候
事

一
　
大
谷
喜
左
衛
門

大
谷
喜
左
衛
門

大
谷
喜
左
衛
門

大
谷
喜
左
衛
門

大
谷
喜
左
衛
門
ヘ
ハ
弟
長
大
夫
・
三
浦
十
郎
兵
衛
縁
者

た
っ
て

つ
か
ま
つ
ら
ず

故
両
人
を
以
達
而
異
見
仕
候
へ
共
承
引
不
仕
候
事

こ
れ
な
き

一
　
増
野
左
二
右
衛
門

増
野
左
二
右
衛
門

増
野
左
二
右
衛
門

増
野
左
二
右
衛
門

増
野
左
二
右
衛
門
義
ハ
親
類
内
縁
も
無
之
者
故

つ
か
ま
つ
る
べ
き

ご
ざ
な
く

可
仕
様
無
御
座 

一
紙
之
手
紙
を
以
異
見
仕
候
へ
共

つ
か
ま
つ
ら
ず

合
点
不
仕
候
事

元
禄
七

一
　
私
申
分
と
候
て
梅
地
喜
兵
衛
申
候
ハ 

 

去
四
月
廿

こ
こ
も
と

七
日
爰
元
罷
出
私
江
申
候
ハ 

瀬
尻
之
者
共

し
さ
い
な
く

無
子
細
落
付
御
奉
公
可
申
上
と
の
判
形
物

仕
差
出
筈
ニ
候 

此
段
同
意
仕 

判
形
い
た
し

も
う
す
べ
き
や

可
申
哉
之
通
私
へ
問
候
処
ニ 

私
申
候
ハ 

左
様
ニ
申
談
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梅
地

指
出
候
義
無
用
之
由
喜
兵
衛
ニ
申
聞 

其
後
瀬
尻

も
う
す
べ
し

ヨ
リ
落
付
可
申
と
の
書
付
三
組
一
同
ニ
有
福
甚
兵
衛

う
け
と
り

ふ
た
つ
ご
こ
ろ

持
参
仕
候
ヘ
ハ 

私
請
取
一
覧
仕
候 

ヶ
様
ニ
二
心

な
る
も
う
し
よ
う

ち
か
ご
ろ

梅
地

う
け
た
ま
わ
り
お
よ
び

成
申
様
　
近
比
ニ
存
候
由 

喜
兵
衛
申
分
之
通
及
承
候

さ
て
さ
て

あ
ん
が
い
な
る

梅
地

扨
々
彼
者
案
外
成
申
分
と
存
候 

其
節
喜
兵
衛

は
じ
め

申
候
段 

私
申
分
之
義 

初
ヶ
条
ニ
書
記
候
通

ご
ざ
な
く

梅
地

少
も
相
違
無
御
座
候 

其
證
據
ハ 

私
喜
兵
衛
ニ

ふ
た
つ
ご
こ
ろ

こ
れ
あ
り

對
し
二
心
　
有
之
候
ハ
ヽ 

有
福
甚
兵
衛
三
組
落

付
候
書
付
持
参
仕
候
て
罷
帰
候
刻 

市
味
組

あ
い
み
え
ず

さ
だ
め
て

梅
地

内
之
者
共
判
形
不
相
見
へ
候 

定
而
喜
兵
衛

こ
れ
あ
る
べ
く

不
合
点
ニ
て
罷
居
候
義
も
可
有
之
候
条 

其
方

こ
こ
も
と

も
う
し
き
く
べ
く

ヨ
リ
飛
脚
遣 

爰
元
罷
出
候
様
ニ
可
申
聞
候 

左

梅
地

と
く

も
う
し
き
く
べ
く

候
ハ
ゝ
喜
兵
衛
へ
得
と
合
点
参
候
様
ニ
可
申
聞
候

有
福

も
う
す
べ
き
や

さ
て
ま
た

由
甚
兵
衛
ニ
可
申
哉 

扨
又
三
組
落
付
候
書
立
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お
の
お
の

一
覧
之
節 

私
申
候
ハ 

各
口
上
と
違 

若
し
此
書

こ
と
わ

た
と
い

付
ニ
御
理
り
事
な
と
書
加
へ
候
時
ハ 

縦
封

を
切
り
候
て
も
指
返
候
由
小
原
平
右
衛
門
・
有
田
甚
右
衛

門
・

ち
ょ
う
じ
ょ
う

品
川
太
郎
兵
衛
一
座
ニ
て
重
畳
有
福
甚
兵
衛
ニ

梅
地

申
つ
ヾ
め 

書
付
一
覧
仕
候 

喜
兵
衛
申
候
様
ニ 

最
前

か
ね
が
ね

ヨ
リ
此
書
付
之
首
尾 

私
存
候
ハ
ヽ 

廉
々
ヶ
様
ニ

い
れ
も
う
す
べ
き
や

こ
れ

梅
地

念
を
入
可
申
哉 

爰
を
以
も
喜
兵
衛
申
候
様
ニ 

私

も
う
さ
ず

な
ら
れ
く
だ
さ
る
べ
く

梅
地

不
申
候
段
ハ
御
了
簡
被
成
可
被
下
候 

喜
兵
衛
こ
そ

最
前
私
所
へ
参
候
時
分 

其
已
後 

去
四
月
廿

九
日
ニ
仲
村
新
右
衛
門
・
増
野
左
二
右
衛
門
三
人
一
同
ニ

私
宅
へ

ご
ざ
な
く

参
候
節
も 

何
篇
兎
角
申
候
義
無
御
座
候

あ
い
こ
こ
ろ
え
る
べ
く

ち
ょ
う
じ
ょ
う

間 
左
様
可
相
心
得
之
由
重
畳
私
へ
申
聞

四
月

翌
晦
日
ニ
ハ
は
や
心
替
り
仕 

前
書
之
通
四
組

外

残
り
之
者
共
と
一
同
仕 

四
組
六
人
之
列
は
つ
れ
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元
禄
六

こ
と
わ
り

さ
し
か
え
ら
れ

之
者 

并 

去
年
御
理
申
上
　
被
指
替
候
萩
・

あ
い
な
ら
ず

須
佐
之
役
人
之
手
ニ
付
　
御
奉
公
不
相
成
候
由

か
の
も
の
ど
も

ふ
た
つ
ご
こ
ろ

申
出
候 

是
を
以
考
へ
候
へ
ハ 

彼
者
共
こ
そ
二
心
成

作
廻 

私
心
入
を
も
色
々
と
さ
ぐ
り
申
た
る
と

存
候 

第
一
組
内
落
付
罷
出
候
処
ニ 

私
無
用
と
可

ご
ざ
な
く

ぞ
ん
ぜ
ず

つ
い
て

有
福

存
様
無
御
座
候 

左
様
不
存
候
付
而
こ
そ 

甚
兵
衛

し
さ
い

落
付
候
者
共
之
書
付 

持
参
仕
候
へ
共 

無
子

な
く
う
け
と
り

梅
地

そ
う
ら
は
ば

細
請
取
申
候 

喜
兵
衛
申
分
之
様
ニ
私
存
候
者

有
福

も
う
す
べ
き
や

甚
兵
衛
書
付
持
参
仕
候
と
て
も
請
取
可
申
哉

梅
地

な
ら
れ
る
べ
く

旁
御
引
合
喜
兵
衛
申
分
御
了
簡
可
被
成
候

か
え
し
か

ぶ
ち
ょ
う
ほ
う

其
上
色
々
返
替
ヘ 

私
無
調
法
之
様
ニ

い
た
ず
ら

申
な
し
候
段 

徒
な
る
申
分
と
存
候 

其
外

あ
し
く

私
組
内
之
義 

作
廻
悪
敷
取
續
仕 

苦
敷

こ
れ
あ
る

候
由 

種
々
事
を
た
く
ミ
申
者
有
之
由
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う
け
た
ま
わ
り
お
よ
び

い
ず
れ

こ
れ
あ
る

及
承
候 

組
内
支
配
之
義
ハ 

何
も
控
有
之
事

も
う
し

ニ
候
間 

若
し
左
様
之
義
申
候
ハ
バ
不
能

あ
た
わ
ず

お
た
ず
ね
な
ら
れ
る
べ
く

申
候
へ
共 

私
方
へ
御
尋
可
被
成
候 

左
候
ハ
ヽ
組
中
之

も
う
し
い
ず
べ
く

参
か
か
り
證
人
共
ヨ
リ
も
委
細
可
申
出
候
　
以
上

元
禄
七
年

戌
ノ

　
　
閏
五
月
十
日

大
谷
権
左
衛
門

｢益田家文書｣11-3
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東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
　｢

益
田
家
文
書｣

　
11-

２

大
谷
権
左
衛
門
組
九
人(

注
１)

口
上

覚　
　
　
　
覚

*1 *1 *1 *1 *1 九人九人九人九人九人＝大谷権左衛門が公儀（萩藩）に差出そうとした者は最終的にはP123の連署した9名から熊谷吉右衛門を除いた8人であっ
た。
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大
谷
権
左
衛
門
組
公
儀
指
出
候
九
人
之
者

　
共
御
理
申
上
候
口
上
覚

四
月

虫
損

一
　
中
村
新
右
衛
門
所
江
卯
月
廿
六
日
小
原
二
郎
右
衛
門

虫
損

組
小
原
平
右
衛
門
所
ヨ
リ
同
　
　
　
　
役
と
し
て

小
原

も
う
し
こ
さ
れ

申
越
候
口
上
之
次
第 

二
郎
右
衛
門
被
申
越
候
ハ

き
み

め
し
だ
さ
れ

あ
そ
ば
さ
れ

於
萩
者 

仁
被
召
出 

御
意
被
遊
候
ハ
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い
ま
も
っ
て

な
に
か
と

こ
れ
あ
り

今
以
家
中
何
角
と
申
義
有
之
通

き
こ
し
め
さ
れ

被
聞
召
候
付
　
御
一
門
中
様
被
入
倩
注
１
御

あ
そ
ば
さ
れ

相
談
被
遊
候
処
ニ 

益
田
源
左
衛
門
様
注
２

な
ら
れ

虫
損

お
お
せ

被
成
御
意
候
ハ 

最
前
　
　
　
　
以
被
仰

わ
た
さ
れ

虫
損

も
う
し
わ
た
さ
ず

渡
候
　
其
旨
頭
共
ヨ
リ
組
中
江
不
申
渡
物

こ
れ
あ
る
べ
く

ニ
て
可
有
之
候 

於
此
段
ハ
頭
共
無
念
之

お
お
せ
つ
け
ら
れ

し
か
る
べ
く

義
ニ
候
条 

御
仕
置
被
仰
付 

　
可
然
候 

持

づ
つ
め
し
あ
げ
ら
る
べ
く

懸
リ
候
内
四
拾
石
宛
可
被
召
上
之
由

な
ら
れ

組

め
し
だ

被
成
御
意 

其
節
之
大
番
与
頭
被
召

さ
れ出

候
処
ニ 

御
ヶ
条
之
趣
四
組
江
申
聞

こ
と
わ
り

せ 

御
読
仕
候 

其
已
後
ハ
御
理
事
一
圓
　
　
　

も
う
し
い
で
ず

も
う
し
あ
げ
ら
れ

虫
損

不
申
出
候
通
被
申
上
候
へ
共
　
　
付
ハ
頭

こ
れ
な
く

共
無
念
無
之 

四
組
之
者
共 

内
證
ニ
て

こ
れ
あ
る
べ
く

含
申
候
て
可
有
之
候
間 

随
分
承
立
申

な
ら
れ
る
べ
く

お
お
せ
わ
た
さ
れ

上
候
者 

御
仕
置
可
被
成
候
通
被
仰
渡
候

*1  *1  *1  *1  *1  倩倩倩倩倩＝つらつら？
*2  *2  *2  *2  *2  源左衛門源左衛門源左衛門源左衛門源左衛門→孫左衛門？
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さ
そ
う
ろ
う
と
こ
ろ

も
う
し

左
候
処
ニ
又
大
番
之
内
ヨ
リ
老
人
罷
出
被

あ
げ
ら
れ

お
さ
ま

も
う
さ
ず

申
上
候
ハ 

今
以
御
家
頼
治
リ
不
申
候

き
こ
し
め
さ
れ

あ
そ
ば
さ
れ

ご
も
っ
と
も

通
被
聞
召 

御
立
腹
被
遊
候
由 

御
尤

虫
損

千
万
ニ
奉
存
候 

只
今
迄
　
　
　
　
の
相

虫
損

含
罷
居
候
者 

須
佐
ニ
　
　
御
座
候 

其
内

い
り

私
棟
梁
ニ
て
御
座
候 

左
様
御
意
ニ
入
不

も
う
さ
ず

ま
っ
た
く

ま
じ
く

も
う

申
義 

全
此
已
後
申
上
間
敷
通
被

さ
れ申

候 

す
さ
に
残
る
四
人
居
申
候
者
之
内

あ
い
ふ
く
み

弐
人
ハ
同
意
ニ
て
候 

弐
人
ハ
未
相
含
被

お
ら
れ

か
の
じ
ん
も
う
し
い
で
ら
れ

お
お
せ
つ
け

居
候 

彼
仁 

被
申
出
候
へ
バ 

御
仕
置
被
仰

ら
れ付

筈
ニ
候 

堀
一
郎
右
衛
門 

大
谷
権
左
衛
門
江
ハ
小
原

ば
ん
が
え

虫
損

お
お
せ
わ
た
さ
れ

二
郎
左
衛
門 

番
替
之
節 

御
　
　
　
　
被
仰
渡

う
け

御
請
仕
候 

境
三
郎
左
衛
門
江
ハ
御
意
一
圓
ニ

こ
れ
な
く

そ
れ
に
つ
い
て

無
之
候 
就
夫 

益
田
又
左
衛
門
殿 

同
与
右
衛
門
殿

境

も
う
さ
れ

三
郎
左
衛
門
江
被
申
候
ハ 

其
方
相
含
申
候
義
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こ
れ
あ
り

こ
れ
い
ご

し
か
る
べ
く

有
之
候
ハ
バ 

此
已
後
ハ
指
置
可
然
候

さ
な
く

ぎ
ぜ
つ

も
う
し
わ
た
さ
れ

無
左
候
時
ハ
儀
絶
仕
候
通
被
申
渡
候
故

も
う
し
き
か
せ
ら
れ

は
や
儀
絶
之
通
被
申
聞
せ
候 

右
之

虫
損

首
尾
ニ
候
間 

組
中
之
義
も
　
　
　
　
後
御

こ
と
わ

ま
じ
く

つ
か
ま
つ
り

理
り
申
間
敷
通
連
判
仕 

差
出

は
ん
ぎ
ょ
う

候
ハ
ゝ 

早
々
同
意
い
た
し
判
形
又
相

と
と
の
え

い
ず
れ

ま
い
り

調
通
申
候
へ
と
も 

何
も
此
段
合
点
参

か
ね

つ
い
て

兼
候
ニ
付
而 

梅
地
喜
兵
衛
呼
寄 

右
之

た
し
か

段
折
か
へ
し
申
キ
か
せ 

両
人
慥
ニ

う
け
た
ま
わ
り
と
ど
け

承
届
候
事

一
　
右
之
趣
不
審
ニ
存 

半
間
之
者
申
談
候

四
月

翌
廿
七
日
ニ
相
組
之
證
人 

梅
地
喜
兵
衛
義

さ
し
だ
し

須
佐
指
出 

大
谷
権
左
衛
門
江
右
之
趣

つ
ぶ
さ

具
ニ
申
達
候
　
右
之
次
第
　
御
意
と
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お
お
せ

御
座
候
時
ハ 

其
辻
を
以
御
組
中
江
被
仰

き
か
さ
れ

ご
ざ
あ
る
べ
く

聞
候
首
尾
も
可
有
御
座
と
存 

承

か
け
罷
出
候
通
小
原
源
太
夫
口
上
之

大
谷

も
う
し
き
か
さ
れ

趣
委
細
申
聞
せ
候
へ
ハ 

権
左
衛
門
被
申
聞

さ
て
さ
て

候
ハ 

扨
々
驚
入
た
る
義
ニ
候 

其
段
一
圓

う
け
た
ま
わ
ら
ず

不
承
候 

い
か
様
六
人
之
者
取
立
之
為

こ
れ
あ
る
べ
く

や

に
て
可
有
之
候
哉 

相
か
ま
へ
て
も
人
数
ニ

ま
じ
く

成
る
間
敷
候 

随
分
其
方
心
之

さ
し
お
さ
え

及
程
ハ 

半
間
之
者
を
も
指
押

む
よ
う
た
る
べ
く

尤 

判
形
な
と
の
義
ハ
可
為
無
用

も
う
し
わ
た
さ
る
べ
く

之
通
可
申
渡
候 

ヶ
様
虚
説

と
り
な
し

を
以
取
成
候
ハ 

結
句
六
人
之
者
之
為

い
か
が
わ
し
く

お
の
お
の

に
と
後
々
如
何
敷
候 

各
別
之
存
立

か
つ
も
っ
て

を
以
申
出
候
と
も 

且
以
請
取
申
間

敷
候 

其
子
細
ハ
五
日
已
前 

境
三
郎
左
衛
門

 廉説＝廉節か（清廉で正直な節操）
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大
谷
権
左
衛
門

出
番
ニ
付
堀
一
郎
右
衛
門
・
拙
者
三
人
遂

相
談 

此
節
又
組
之
内
在
郷
騒

に
が
に
が

動
仕
候
由
風
聞
ニ
候 

何
と
も
苦
々

し
き敷

事
ニ
候 

い
か
様
之
義
申
出
と
て
も

あ
い
な
ら
ず

新
義
之
取
次
一
圓
不
相
成
候
間

て
が
た
く

組

手
堅
相
注
１
与
中
江
も
申
聞
せ
候
様
ニ
と

大
谷

ぞ
ん
じ
な
が
ら

権
左
衛
門
被
申
ニ
付 

案
外
之
義
と
乍
存

す
ぐ
さ
ま

罷
帰 

直
様
瀬
尻
江
打
廻
り 

右
之

首
尾
相
注
１
与
之
證
人
有
福
甚
兵
衛
・

松
井
庄
左
衛
門
手
子
石
川
一
郎
兵
衛
ニ
相
對

つ
か
ま
つ
り

か
の
も
の

仕 

右
之
首
尾
相
達
候
処
ニ  

彼
者

ど
も

お
の
お
の

も
う
さ
れ
ず

共
に
て
ハ
各
頭
請
取
不
被
申
候
へ
ハ

も
う
さ
る
べ
し

お
お
せ
ら
れ

か
た
が
た

脇
ヨ
リ
取
次
可
被
申
と
被
仰
候 

旁

こ
れ
あ
る

ま
い
ら
ぬ

有
之
由
に
て
何
共
合
点
不
参
義
と

*1  *1  *1  *1  *1  相相相相相→私？
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ぞ
ん
じ
な
が
ら

乍
存
市
味
江
引
取 

半
間
之
者
江
も

し
か
る
と
こ
ろ

四
月

申
聞
せ
候 

然
処
ニ
翌
廿
八
日
有
福

甚
兵
衛 

彼
六
人
之
者
と
一
味
之
書
物

持
参
仕
候
所
ニ 

前
日
梅
地
喜
兵
衛
ニ

も
う
し
き
か
せ
ら
れ

被
申
聞
せ
候
首
尾
と 

案
外
相
達

も
う
さ
れ

ち
か
ご
ろ

仕 

則
時
請
取
被
申
候
段 

近
比
頭
之

作
舞
に
驚
入
候
間
次
第
ニ
御
座
候
事

四
月

さ
し
だ
し

一
　
卯
月
廿
八
日
ニ 

六
人
方
之
者
指
出
候
連

大
谷

も
う
さ
れ

判
之
書
物 

権
左
衛
門
請
取
被
申
候 

已
後

四
月

同
晦
日
ニ
残
者
共
須
佐
罷
出
候
時 

中
村

新
左
衛
門
・
梅
地
喜
兵
衛
・
増
野
左
次
右
衛
門

れ

も
う
し

奥
山
忠
左
衛
門
一
同
ニ
呼
寄
ら
連 

被

き
か
せ
ら
れ

申
聞
せ
候
ハ 

瀬
尻
之
者
共 

向
後
御
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ま
じ
く

さ
し
だ
し

断
之
義
申
出
間
敷
通 

書
付
指
出
候

其
分
ニ
同
意
仕
候
様
ニ
と
の
義
ニ
て
御
座
候

お
の
お
の

さ
て

各
申
候
ハ 

扨
ハ
六
人
方
之
連
判
物

や

御
請
取
被
成
候
哉 

驚
入
た
る
義
ニ
御
座
候

組

一
昨
日
相
与
之
證
人
差
出 

御
内
意
ハ

お
ぽ
せ
く
だ
さ
れ

承
合
せ
候
処
ニ  

段
々
被
仰
下
候
首
尾

と
ハ
中
々
相
違
仕
候
ハ 

ヶ
様
之
首
尾

や

ニ
て
御
座
候
哉
と
申
候
へ
と
も 

と
か
く
之

も
う
し
わ
け
ら
れ

ご
ざ
な
く

被
申
分
　
無
御
座
候
事

一
　
六
人
之
者
と
立
相 

御
奉
公
仕
苦
敷

題
目
之
義
ハ 

境
三
郎
左
衛
門
殿
組 

堀
一
郎
右
衛
門
殿

組
一
同
之
申
談
御
座
候
条 

両
組

ヨ
リ
之
申
出
之
辻
を
以 

格
別
ニ
書
無
■
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も
う
さ
ず

し
か
る
と
こ
ろ

大
谷

不
申
候
　
然
所
ニ
私
共
九
人
之
者 

権
左
衛
門
殿

さ
し
だ
さ
れ

い
か
よ
う

公
儀
江
被
指
出
候 

別
段
ニ
如
何
様
之

や

題
目
御
座
候
哉
と
様
々
吟
味
仕

相
候
へ
と
も 

於
各
一
圓
覚
無
御
座
候

今
度
之
義
も
在
郷
ニ
て
ハ
了
簡

つ
か
ま
つ
り
く
る
し
く

と
し
て

仕
苦
敷
存
候
ニ
付
　
為
御
向
合

梅
地

喜
兵
衛
指
出
し
御
下
知
之
分
ニ
各

ま
ぎ
れ
ご
ざ
な
く

大
谷

覚
悟
仕
候
所
紛
無
御
座
候 

権
左
衛
門
殿

こ
そ

い
た
さ
れ

自
分
ニ
祐 

右
之
首
尾
被
致
相

い
へ
ん

違 

私
共
江
も
右
之
趣
違
変
仕

い
ち
み
い
た
す
べ
く

も
う
し
か
け
ら
れ

六
人
之
者
と
可
致
一
味
通
被
申
掛

め
い
わ
く
い
た
し

致
迷
惑
候
　
年
来
之
よ
し
み
を
指
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お
の
お
の

す
て 

各
身
躰
ニ
か
け
願
候
意
趣
を
も

た
だ
い
ま
に
お
い
て

も
う
さ
れ
ず

あ
ま
つ
さ
え

於
只
今
ハ
取
上
ケ
不
被
申
　
剰
一
組
を
も

ば
か
り
さ
し
だ
さ
れ

た
の
も
し
か
ら
ぬ

は
つ
し 

各
計
被
指
出
候
段
　
不
頼
母
敷

げ
ん
ご
に
ぜ
っ
し

心
入 

更
々
絶
言
語
候
事

大
谷

つ
い
て

一
　
権
左
衛
門
殿
作
舞
ニ
付
而 

市
味
在
宅
之

と
り
わ
け
め
い
わ
く
に
お
よ
び

者
ハ
取
分 

及
迷
惑
候
　
此
段
堪
忍
仕

か
た
く
義
ニ
御
座
候
へ
共 

頭
江
對
し
只
今

え
ん
い
ん
い
た
し

迄
致
延
引
候 

ヶ
様
之
参
懸
り
ニ
て
ハ

市
味

さ
し
お
か
れ

此
已
後
如
何
様
之
者 

彼
地
ニ
被
指
置

候
と
も 

御
境
目
之
御
用
所
勤

あ
い
な
り
ま
じ
く

相
成
間
敷
所 

眼
前
之
義
と
存
候
へ
ハ

お
そ
れ
な
が
ら

お
ん
た
め

い
か
が
わ
し
く

乍
恐
　
御
為
之
所 

如
何
敷
奉
存

只
今
迄
之
次
第
左
ニ
申
上
候
事
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組

一
　
各
罷
居
候
与
ハ 

先
年
増
野
十
左
衛
門
殿
江

御
預
ケ 

其
節
ヨ
リ
市
味
・
せ
尻

組

両
所
ニ
相
与
之
者
居
住
仕
候 

御
打

渡
帳
面
を
以 

寛
永
八
年
ヨ
リ
同
十

年
迄
三
ヶ
年
之
見
取
辻
を
以
市
味
・

も
う
し
つ
け
ら
れ

せ
尻
一
▲
注
１
ニ
被
申
付
　
竈
取
を
以 

銘
々

し
か
れ

う
け
取
申
之
由
ニ
候 

然
と
も
市
味
・

下
田
万
内
之
悪
所 

瀬
尻
ハ
上

よ
き

田
万
ニ
て
も
能
所
柄 

其
上 

田
方
麦

ま
き
所
ニ
て
候
故 

両
所
之
つ
り
相

も
っ
て
の
ほ
か

以
之
外
高
下
御
座
候 

其
後
波
田

太
郎
右
衛
門
殿
支
配
之
内
ニ
も
見
取
辻
を

以 
高
三
拾
五
石 

五
ツ
成
石
に
し
て

市
味
地
石
之
内 

瀬
尻
ハ
つ
け

*1 *1 *1 *1 *1 ▲▲▲▲▲＝手偏に｢平｣。平（なら）す。平均の意味で検地に於いては多年を経て不公平となった課税を均整にする調査を云い、貞享?検
地はその例である。
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も
う
さ
れ

被
申
候 

又
其
後
栗
山
三
郎
左
衛
門
殿
支
配
之

い
た
さ
れ

時
も 

此
つ
り
相
被
致
吟
味 

兎
角

市
味
ハ
悪
所 

其
迄
水
損
・
虫
損

ぶ

な
る

の
所
ニ
て 

毎
年
吝
注
１
取
續
成
通

つ
い
て

付
而 

又
高
七
石 

瀬
尻
ヨ
リ
つ
け

も
う
さ
れ

か
し
ら

添
被
申
候 

前
々
之
頭
ハ
一
組
之
内

こ
れ
な
き

い
た
さ
れ

甲
乙
無
之
様
ニ
被
致
沙
汰
候
事

一
　
大
谷
権
左
衛
門
殿
支
配
之
内 

先
年
御
蔵
入
注
２
ニ

あ
い
な
り

相
成
候
節 

市
味
地
石 

熊
野
帳
注
３
を
以

ぶ
も
ど
り

沙
汰
仕
候
ヘ
ハ
否
戻
注
４
之
田
地
数
ヶ
所

こ
れ
あ
り

有
之 

市
味
ハ
悪
所
之
義
ニ
候
間

じ
げ

つ
か
ま
つ
る
べ
し

地
下
之
ゆ
る
み
も
可
仕
と
申 

瀬
尻

ヨ
リ
ハ
旧
例
之
分
ニ
な
ら
し
に

という。｢吝｣は｢不｣の誤用であるが、そのまま長州藩独特の用語となった。
*2 *2 *2 *2 *2 蔵入蔵入蔵入蔵入蔵入（（（（（くくくくくらららららいいいいいりりりりり）））））＝支藩領、藩士の給領地以外の土地はすべてその貢租が直接藩庫に収納されたので、これを御蔵入と言った。公
領と称したこともある。

*3 *3 *3 *3 *3 熊野帳熊野帳熊野帳熊野帳熊野帳＝熊野検地（寛永検地とも）の事。元和７年から寛永元年に至る４ヶ年の実収貢租から、新租率五公五民によって石高を
換算した。税率は夫れまでの七ツ三分（慶長検地）から下がったが、石高が上昇。この検地の後、一門以下藩士の全面

　　的な大知行替えが行われた。新知行100石は旧知行70石に相当し、差し引き30石は藩庫の増徴となった。
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つ
か
ま
つ
る
べ
し

つ
い
て

可
仕
と
申
ニ
付
而 

双
方
ヨ
リ
右
之
意
趣

大
谷

も
う
さ
れ

申
出
候 

重
々
権
左
衛
門
殿
被
申
候
ハ 

下
地
ハ

只
今
御
蔵
入
ニ
相
成
候
へ
共 

御
預
ケ
之

し
は
い
い
た
す

人
柄
致
支
配
事
ニ
候
へ
ハ 

手
前
組
内

ニ
て
候
条 

旧
例
之
分
ニ
市
味
・
瀬

尻
な
ら
し
に
し
て
相
渡
候
様
ニ
と

下
知
ニ
ま
か
せ 

天
和
三
年
ヨ
リ
貞

享
弐
年
迄
三
ヶ
年
ハ
石
札
米

お
お
せ
つ
け
ら
れ

な
ら
し
に
し
て
支
配
被
仰
付
候

貞
享
三
年
御
検
地
有
之 

市
味

な
ら
し

ハ
組
▲
注
５
石
ニ
引
合
せ
候
へ
ハ 

九
拾
石

余
上
り
申
候 

瀬
尻
ハ
組
石
ニ
引

合
せ 
五
拾
石
余
下
り
申
候 

右
之

高
下
之
つ
り
相 

勘
か
へ
候
得
ハ
違

*4 *4 *4 *4 *4 吝戻吝戻吝戻吝戻吝戻（（（（（ぶぶぶぶぶもももももどどどどどりりりりり）））））＝毎年春定の時に吝究を行った。吝究によって復旧可能な吝所を当吝と定めて堀戻しの人力飯米を交付して普
請をなし、また自力で堀戻しを行う場合には三ヶ年もしくは五ヶ年間の租税が免除された。これらの工事を吝起しと言い、復旧
を吝戻と言った。

*5 *5 *5 *5 *5 ▲▲▲▲▲＝P113脚註参照。
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*1 *1 *1 *1 *1 ▲▲▲▲▲＝113頁脚註参照。
*2 *2 *2 *2 *2 下北十兵衛下北十兵衛下北十兵衛下北十兵衛下北十兵衛＝不明。

つ
い
て

お
の
お
の

大
段
之
義
付
而 

市
味
居
住
之
各

い
よ
い
よ

あ
い
き
わ
ま
り

そ
れ
に
つ
い
て

大
谷

弥
迷
惑
ニ
相
極
申
候 

就
夫 

権
左
衛
門
殿
へ

な
ら
し

お
お
せ
つ
け
ら
れ
く
だ

旧
例
之
分
ニ
両
所
石
▲
注
１
被
仰
付 

被

さ
れ

あ
し
く

下
候
様
ニ
と
度
々
申
候
へ
共 

時
節
悪
敷
候

あ
い
ま
ち

も
う
さ
れ

お
の
お
の

間 

先
相
待
候
様
ニ
と
被
申
候 

各
申
分

よ
ぎ
な
き

無
余
儀
義
ニ
て
　
半
間
之
者
も

瀬
尻

こ
れ
あ
り

存
候
ニ
付
　
せ
尻
ニ
知
行
所
有
之
候

い
ぜ
ん
の
ご
と
く
な
ら
し

お
お
せ
つ
け
ら
れ
し
か
る
べ
く

者
之
内
ヨ
リ
も
如
已
前 

▲
注
１
ニ
被
仰
付 

可
然
候

さ
そ
う
ろ
う

お
の
お
の

左
候
時
ハ
各
以
出
米
仕
筈
ニ
御
座
候
通

た
っ
て

そ
う
ら
え
ど
も

瀬
尻

達
而
申
候
得
共 

せ
尻
ニ
ハ
下
北
十
兵
衛
注
２

あ
い
ま
ち

も
う
さ
れ

一
門
罷
居
候
間 

先
相
待
候
様
ニ
と
被
申 

一

さ
し
お
か
れ

つ
い
て

圓
ニ
被
指
置
候
ニ
付
而 

三
ヶ
年
之
内
ニ
侍

く
ず
し

ぜ
ひ
な
き

四
人 

中
間
三
人
身
躰
を
崩 

無
是
非

ま
か
り
な
り

仕
合
ニ
罷
成
候 

其
内
内
田
七
郎
右
衛
門
義
者
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水
江
注
３
ニ
て
飢
死
仕 

大
坂
湯
屋
敷
注
４
ヨ
リ

さ
し
だ
さ
れ

お
ん
た
め

彼
地
御
人
被
指
出 

御
為 

不
可
然
義
ニ
候

増
野
十
郎
右
衛
門
・
梅
地
善
兵
衛
両
人
ハ
石
見

乞
食

ニ
て 

こ
し
き
果
申
候 

梅
地
七
左
衛
門
義
ハ

お
の
お
の

じ
げ

各
下
人
風
情
之
躰
ニ
て 

地
下
ニ
罷
居
候

中
間
も
老
人
ハ
萩
道
ニ
て
飢
死 

弐
人
ハ

あ
い
な
り

飯
ノ
浦
庄
屋
下
人
ニ
相
成
申
候 

千
振

新
右
衛
門
義
も
身
躰
崩
申
候 

ヶ
様
ニ
御

家
人
之
者
共 

没
落
仕
候
て
ハ
　
上
ニ

思
召
よ
ら
す 

御
慈
悲
も
は
つ
れ

い
か
が
わ
し
く

御
為
も
如
何
敷
奉
存
候
事

お
の
お
の

一
　
右
申
上
候
様
ニ
各
半
間
之
者 

只

か
し
ら

様
闕
女
仕
候
段 

ひ
と
へ
に
頭
之
不

*3 *3 *3 *3 *3 水江水江水江水江水江＝倉敷市水江の事か。
*4 *4 *4 *4 *4 大阪湯屋敷大阪湯屋敷大阪湯屋敷大阪湯屋敷大阪湯屋敷
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作
舞
ニ
て
御
座
候
へ
ハ 

御
境
目
之
義
注
１
ニ

候
へ
ハ
則
時
隣
国
江
も
聞
へ
候
所

お
ん
た
め
い
か
が
わ
し
く

お
の
お
の

御
為
如
何
敷
奉
存
候 

次
ニ
ハ
各
式
と

せ
が
れ

だ
ん
ぜ
つ
い
た
し

御
座
候
て
も 

倅
家
致
断
絶 

妻

ま
か
り
な
り

子
等
迄
路
頭
ニ
立
候
様
ニ
罷
成
候

ぜ
ひ
に
お
よ
ば
ず

所 

不
及
是
非
存 

其
後
ハ
所

な
ら
し

帯
を
▲
注
２
ニ
仕
　
只
今
迄
古
屋
ニ

な
ら
し

か
き
付
罷
居
申
候 

所
帯
▲
注
２
之

次
第 

毎
年
市
味
村
住
宅

之
者
内
證
向
立
相 

詮
義
仕

な
か
ん
ず
く

就
中
困
窮
仕
候
者
江
相
残
ル

の
こ
ら
ず

人
数
ヨ
リ
不
残
致
助
情
候

*1 *1 *1 *1 *1 御境目之義御境目之義御境目之義御境目之義御境目之義＝下田萬村市味は石州境仏坂に最も近い集落。
*2 *2 *2 *2 *2 ▲▲▲▲▲＝117頁脚註参照。
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し
か
る
と
こ
ろ

か
ん
に
ん

然
処
只
今
迄
ハ
勘
忍
仕
候
へ
共

此
上
ハ
市
味
居
住
之
者
共
ハ

ま
か
り
な
る

不
残
一
同
ニ
路
頭
ニ
立
候
様
ニ
可
罷

べ
き

く
や
し
き

成
所 

口
惜
次
第
ニ
奉
存
候
事

大
谷

お
の
お
の

一
　
今
度
権
左
衛
門
殿
ヨ
リ
各
九
人
之
者
江

お
お
せ
く
だ
さ
れ

つ
い
て

参
候
様
ニ
と
被
仰
下
ニ
付
而 

波
田

お
こ
と
わ
り

お
の
お
の

久
右
衛
門
を
以
御
断
申
候
様
子
ハ
各

か
し
ら

一
列
之
申
談 

三
頭
御
一
座
ニ
て

も
う
し
わ
け
る
べ
く

存
寄
之
一
義 

委
細
ニ
可
申
分

め
し
よ
せ
ら
れ

ぬ
き
／
＼
に
被
召
寄
候
と
も

ま
い
る
ま
じ
く

兎
角
参
間
敷
通
堅
ク

そ
れ
に
つ
い
て

大
谷

申
合
せ
候 

就
夫
　
権
左
衛
門
殿
被
召
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お
こ
と
わ
り

寄
候
節
も
御
断
申
候 

勿
論

お
の
お
の

残
る
両
組
之
者
も
各
同
前
之

し
か
る
と
こ
ろ

覚
悟
仕
候 

然
処
ニ
私
共
江
ハ

こ
れ
な
く

御
知
せ
も
無
之 

在
郷
ニ
罷
居
候

老
脈
之
雑
式
ハ
一
類
之
者
共

め
し
だ
さ
れ
お
の
お
の

お
お
せ
つ
け
ら
れ

被
召
出 

各
代
判
被
仰
付 

此

ま
か
り
な
ら
ず

元
罷
出
候
事
不
罷
成
者
之
所
ヘ
ハ

大
谷

権
左
衛
門
殿
二
男 

丸
右
衛
門
殿
ニ
有
福

あ
い
そ
え
ら
れ

甚
兵
衛
・
小
原
平
右
衛
門
両
人
被
相
添

さ
し
こ
さ
れ

お
お
せ
つ
け
ら
れ

在
々
被
差
越 

代
判
被
仰
付
候

右
之
首
尾
小
原
平
右
衛
門
・
西
尾

ら
ち
あ

次
左
衛
門
を
以 

右
之
分
ニ
埒
明
ケ
候

あ
い
こ
こ
ろ
え
る
べ
く

お
お
せ
つ
け
ら
れ

間 

左
様
ニ
可
相
心
得
通 

被
仰
付
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さ
て
さ
て

あ
ん
が
い
せ
ん
ば
ん
な
る

扨
々
ハ
案
外
千
万
成
御
手
■
驚
入

候
へ
と
も 

只
今
頭
へ
對
し
格
別
之

え
ん
り
ょ
い
た
し
ま
た
ぞ
ろ
や

存
分
と
致
遠
慮 

又
候
哉
　
波
田

お
こ
と
わ
り

久
右
衛
門
を
以
御
断
申
候
ハ 

入
組

た
る
事
ニ
て
一
組
切
之
沙
汰

く
る
し
く

ニ
て
ハ
わ
か
り
苦
敷
御
座
候
間

か
し
ら

兎
角
三
組
一
同
ニ
御
頭

き
こ
し
め
さ
れ
く
だ
さ
る
べ
く

御
列
座
之
上
被
聞
召
可
被
下
候

左
様
御
座
候
ヘ
バ
　
六
人
之
者
と
の

き
こ
し
め
し
わ
け
ら
れ
よ
く

出
入
之
義
　
被
聞
召
分 

能
御
座
候

ち
ょ
う
じ
ょ
う
お
こ
と
わ
り

通 

重
畳  

御
断
申
候
ヘ
バ
　
頭
中

連
座
候
て
三
組
之
者
申
分

あ
い
な
ら
ず

承
候
の
不
相
成
と
の
心
入 

合
点
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ま
い
ら
ず

不
参
候
事

ゆ
え
な
く

さ
し
だ
さ
れ

一
　
私
共
九
人
無
故
公
儀
被
差
出
候

め
ん
ぼ
く
を
う
し
な
い
ぜ
ひ

段 

御
家
頼
之
失
面
目
を 

不

に
お
よ
ば
ず

及
是
非
次
第
ニ
御
座
候
処
ニ大

谷

此
度
三
組
一
同
之
義 

権
左
右
衛
門
殿
へ

申
出
候
様
ニ
と
御
上
意
ニ
付 

御

う
け請

申
上
候 

一
旦
ハ
右
之
通
ニ
御

い
ま
だ

大
谷

座
候
へ
共 

最
早
此
上
ハ
未
権
左
右
衛
門

ま
か
り

支
配
ニ
預
り
候
段 

一
圓
不
罷

な
ら
ず

成
候
条 

此
辻
を
以 

如
何
様
ニ
も

な
ら
れ
く
だ
さ
る
べ
く

御
沙
汰
被
成
可
被
下
候
様
ニ
と
所

仰
ニ
御
座
候
　
以
上

11-2



127

｢益田家文書｣

元
禄
七

戌
ノ

甚

     

安
富
神
左
衛
門
　
　 

花
押

閏
五
月
十
八
日

中
村
新
左
衛
門
　
　 

花
押

梅
地
喜
兵
衛
　
　
花
押

奥
山
忠
左
衛
門
　
花
押

増
野
左
次
右
衛
門
　
花
押

内
田
清
右
衛
門
　
花
押

椋
　
六
郎
右
衛
門
　
花
押

大
谷
喜
左
衛
門
　
花
押

熊
谷
吉
右
衛
門
　
花
押
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大
田
権
兵
衛
殿

松
原
六
左
衛
門
殿
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東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
　「
益
田
家
文
書
」　
55
ー
35

有
福
三
左
衛
門
注
１

覚
書

覚

こ
と
わ

一
　
旧
冬
四
組
よ
り
御
理
り
事
申
出
候
と
の

そ
う
ら
え
ど
も

い
ず
れ

風
聞
御
座
候
得
共
　
私
方
へ
ハ
何
よ
り
茂

ご
ざ
な
く

こ
と
わ

一
圓
物
音
注
２
無
御
座
候
　
如
何
様
之
御
理
り
に
て
候

や

こ
と
わ

哉
と
存
居
申
候
処
ニ
　
其
以
後
御
理
り
之

さ
し
こ
し

下
書
物
　
須
佐
よ
り
萩
江
指
越
　
大
塚
半
右
衛
門

受
取

つ
か
わ
し

ふ
た
じ
ま

請
取
　
私
へ
見
遣
申
候
　
此
下
書
ニ
　
二
嶋
御
開
作
注
３

さ
き
の

さ
し
か
え
ら
れ

さ
て
ま
た

こ
と
わ

次
ニ
先
御
役
人
注
３
被
指
替
　
扨
又
御
理
り
之
廉
ニ

お
お
せ
つ
け
ら
れ
ず

の
こ
ら
ず

願
之
分
ニ
不
被
仰
付
候
時
ハ
　
四
組
侍
分
不
残
　
御

い
か
が
わ
し
く

暇
と
書
留
有
之
段
　
如
何
敷
存
候 

 

加
様
之
所

し
か
る

を
の
け
　
御
役
儀
續
け
相
な
と
之
儀
申
出
可

べ
く然

儀
と
存
候
間
　
此
下
書
ニ
　
付
ケ
札
を
し
て

も
う
す
べ
く

大
塚

須
佐
へ
指
戻
シ
可
申
と
半
右
衛
門
ニ
申
候
へ
ハ
　
は
や

し
か
る
と
き

表
向
仕
出
シ
仕
た
る
之
由
相
聞
へ
申
候
　
然
時
ハ

あ
と
ご
と

付
ケ
札
仕
候
て
茂
　
跡
事
之
由
申
候
故
　
手
紙

さ
し
か
え
し

相
添
　
付
ケ
札
な
く
須
佐
へ
指
返
申
候
事

よ
ろ
こ
び

一
　
其
已
後
御
家
督
御
悦
と
し
て
　
真
嶋
与
一
右
衛
門
・

つ
い
て

品
川
三
郎
右
衛
門
　
萩
罷
出
候
ニ
付
而
　
今
度
四
組
よ

り
之

こ
と
わ

お
の
お
の

合
点

ま
い
ら
ず

御
理
り
書
物
二
三
ヶ
条
各
か
つ
て
ん
ニ
不
参
候

ご
ざ
な
く

第
一
御
家
督
御
間
茂
無
御
座
　
其
上
御
役

さ
し
か
え
ら
れ
ず

お
お
せ
わ
た
さ
れ

し
か
る
と
き

人
な
と
も
不
被
指
替
之
由
被
仰
渡
候
　
然
時
ハ
右
之

*1 *1 *1 *1 *1 有福三左衛門有福三左衛門有福三左衛門有福三左衛門有福三左衛門＝大谷権左衛門組士。元禄六年四組一同に訴訟申出の節、一列に加わらなかった六人之者の一人。
*2 *2 *2 *2 *2 物音物音物音物音物音＝知らせ、情報。
*3 *3 *3 *3 *3 先御役人先御役人先御役人先御役人先御役人＝益田久右衛門（當役）、益田八郎左右衛門（萩當役）、栗山半左衛門（御目付役）。以上三名は元禄七年二月十二日更迭
され、萩から須佐へ差し戻された。
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こ
と
わ

あ
る
ま
じ
く

御
理
り
な
ど
申
出
候
時
節
ニ
て
ハ
御
座
有
間
敷
候

真
嶋

わ
た
く
し
も
っ
て

と
申
候
へ
ハ
与
一
右
衛
門
申
候
ハ
私
以
左
様
ニ
存
候
由
申
候

つ
い
て

し
か
る
と
き
は

付
而
各
存
寄
と
同
前
之
儀
ニ
候
故
　
然
時
者

さ
い
わ
い

幸
小
原
二
郎
左
衛
門
殿
　
萩
御
当
番
ニ
て
御
座
候
条

大
塚

こ
ば
ら

お
め
に
か
か
り

半
右
衛
門
私
同
心
仕 

二
郎
左
衛
門
殿
へ
掛
御
目
ニ 

右
之

お
お
せ
ら
れ

は

様
子
申
候
ヘ
ハ
　
御
彼
方
被
仰
候
者
　
左
様
存
寄

候
ハ
ヽ
須
佐
へ
申
遣
し
　
四
組
ヨ
リ
三
頭
ま
て
申
出

増
野

も
う
し
こ
さ
れそ
う
ら
は
ば

頭
ヨ
リ
又
左
衛
門
殿
へ
趣
被
申
越
候
者
　
又
左
衛
門
殿 

書

も
う
さ
れ

さ
し
も
ど
さ
れ

あ
い
な
る
べ
く

物
預
り
置
被
申
候
間
　
被
指
戻
候
様
ニ
茂
可
相
成

や

お
お
せ
ら
れ

つ
い
て

お
の
お
の

哉
と
被
仰
候
付
而
　
須
佐
半
間
中
江
　
各
存
寄

し
か
れ
ど
も

書
状
を
以
申
遣
し
候
　
然
共
一
圓
ニ
返
事
も
不

う
け
た
ま
わ
ら
ず

仕
　
其
已
後
ハ
善
悪
共
ニ
様
子
不
承
候
事

お
の
お
の

一
　
当
春
宗
門
御
究
之
節
　
各
儀
古
来
ヨ
リ
之

外

五
人
組
を
は
つ
し
　
一
組
之
外
江
は
ね
出
し
候

益
田
元
祥

四
組
之
儀
ハ
　
牛
庵
様
御
代
ヨ
リ
　
御
法
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お
お
せ
つ
け
ら
れ

い
ま
も
っ
て

を
以
御
沙
汰
被
仰
付
　
今
以
右
之
参
加
ゝ
り
ニ

さ
し
だ
し

御
座
候
処
ニ
　
今
度
組
外
へ
指
出
候
段
　
如
何
様

か
く
の
ご
と
く

さ
て
さ
てい
わ
れ
ざ
る

之
首
尾
ニ
て
如
此
仕
候
哉
　
扨
々
不
謂
儀
と

さ
て
ま
た

存
候
　
偖
又
宗
門
御
究
之
儀
も
　
年
々
五
人

お
お
せ
つ
け
ら
れ

組
を
以
　
手
堅
御
詮
作
被
仰
付
儀
ニ
御
座
候

お
の
お
の

處
ニ
　
各
手
前
宗
旨
之
儀
ニ
付
　
毛
頭
如
在

ご
ざ
な
く

も
無
御
座
候
処
ニ
　
組
半
間
之
者
共
　
私
之

お
お
せ
つ
け
ら
れ

意
趣
を
以
　
古
来
ヨ
リ
被
仰
付
来
候
五
人
組
を

さ
て
さ
て
ろ
う
ぜ
き

は
ね
一
組
之
外
江
出
候
儀
　
扨
々
狼
藉
成

つ
か
ま
つ
る
べ
き

そ
う

仕
立
と
存
候 

 

此
段
早
々
詮
議
可
仕
と
存
候

ら
え
ど
も

得
共
　
其
砌
ハ
江
戸
御
到
来
注
１
半
ニ
て

て

下
々
式
ニ
御
座
候
而
も
　
何
ケ
申
出
騒
動

は

仕
候
時
者
　
御
当
地
之
儀
ハ
御
国
境
と
申

他
領
江
聞
候
て
ハ
　
　
上
之
御
為
如
何
と

は
ば
か
り
な
が
ら

乍
憚
奉
存
候
付
　
と
か
く
な
し
ニ
判
形
仕か

く
の
ご
と
く

罷
居
候
　
右
之
段
々
如
何
様
之
首
尾
ニ
て
如
此

な
ら
れ

仕
立
仕
候
哉
　
様
子
御
尋
被
成
　
明
白
ニ
御
沙
汰

奉
願
候
事

一
　
去
ル
四
月
廿
八
日 

大
谷
権
左
衛
門
殿
　
堀
市
郎
右
衛
門
殿

お
お
せ
い
で
ら
れ

小
原
二
郎
左
衛
門
殿
　
三
組
ヨ
リ
　
去
ル
頃
被
仰
出
候

*1 *1 *1 *1 *1 江戸御到来江戸御到来江戸御到来江戸御到来江戸御到来＝「益田家文書」12-43には「江戸より御両国御安堵之御到来有之次第」とあり。元禄7年2月7日、毛利本家では毛
利吉就が卒去。同年4月13日、吉就の弟吉広が家督相続した。吉広は右田毛利六郎左衛門就信の養子となって主膳就勝と号して
いたが、兄が卒去したので毛利本家の家督を相続した。この代替りを幕府に報告し、防長二ヵ国の安堵状を求めていたものと考
えられる。そういう時期に、益田家中の騒動が表沙汰になっては一大事という認識があった事を意味すると考えられる。
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つ
づ
け
て

御
ヶ
条
之
分
ニ
落
付
　
致
一
和
續
而
御
奉
公
可

お
の
お
の

申
上
と
の
申
出
仕
候
　
此
段
各
六
人
之
者つ

い
て

す
す
め
ニ
よ
り
右
之
通
三
頭
へ
申
出
候
付
而

の
こ
る
も
の
ど
も

四
組
残
者
共
　
騒
動
仕
候
通
申
立
之
由

う
け
た
ま
わ
り
お
よ
び

か
つ
て
も
っ
て

ご
ざ
な
く

承
及
候
　
　
曽
以
左
様
之
首
尾
ニ
て
ハ
無
御
座
候

き
わ
め

此
段
ハ
当
春
宗
門
御
究
之
節
　
四
人
之
御
頭

ま
て
申
出
仕
候
ハ
　
彼
六
人
之
者
一
同
之
判
形

お
お
せ
つ
け
ら
れ

つ
か
ま
つ
ら
ず

被
仰
付
候
時
ハ
　
残
ル
惣
人
数
判
形
不
仕
候
通

そ
れ
に
つ
い
て

申
出
　
六
人
を
組
外
へ
は
ね
出
し
申
候
　
就
夫

六
人
之
一
類
共
　
其
外
詮
議
仕
候
處
ニ
　
六
人

も
う
す
べ
し

之
者
組
外
へ
は
ね
出
し
可
申
と
の
儀
　
一
圓
ニ

う
け
た
ま
わ
ら
ず

さ
て
さ
て

し
か
る
と
き
は

不
承
　
扨
々
仰
天
仕
候
　
然
時
者
六
人
之
者
と

一
和
仕
　
御
奉
公
可
申
上
と
の
儀
　
書
付
を
以
御

も
う
し
い
ず
べ
し

頭
ま
て
可
申
出
と
の
儀
　
私
一
類
共
　
其
外
一

し
か
る
と
き
は

和
之
者
　
書
付
指
出
し
申
候
　
然
時
者
六
人
者

ご
ざ
な
く

皆
々
を
す
ゝ
め
申
た
る
ニ
て
ハ
毛
頭
無
御
座
候

た
と
い

お
の
お
の

縦
此
段
各
す
ゝ
め
候
と
て
茂
　
皆
々
落
付さ

し
て

致
一
和
　
御
奉
公
可
申
上
と
の
儀
ハ
　
指
而
す
ゝ
め

あ
る
ま
じ
く

さ
て
ま
た

そ
こ
な
い
ニ
て
ハ
御
座
有
間
敷
と
奉
存
候
　
扨
又

55-35
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去
ル
廿
九
日
之
朝 

境
三
郎
左
衛
門
殿 

堀
市
郎
右
衛
門
殿

こ
れ
あ
る
べ
く

御
組
内
之
儀
ニ
付
　
御
出
萩
可
有
之
由
ニ
て

お
い
で

舟
本
迄
御
出
候
節
　
残
ル
四
十
人
之
内
ヨ
リ
も
萩

お
お
か
た
な
ら
ず

は
ば
か
り
な
が
ら

罷
出
ル
之
由
ニ
て
不
大
形
騒
動
仕
候
通
り
　
乍
憚

い
か
が
わ
し
く

御
為
如
何
敷
奉
存
候
　
右
之
分
ニ
残
ル
者
共

こ
そ

か
え
っ
て

お
の
お
の

祐
騒
動
仕
候
ニ
　
却
而
　
各
六
人
之
内
騒
動
仕

ま
い
ら
ず

之
通
申
出
候
由
　
一
圓
合
点
不
参
候
　
此
段
ニ
於

い
て
ハ
　
皆
々
御
存
之
通
ニ
御
座
候
事

一
　
去
ル
四
月
晦
日
ニ
組
半
間
之
者
共
　
御
頭
衆

お
の
お
の

ま
て
申
出
候
ハ
　
各
儀
と
向
後
一
座
相
役

あ
い
な
ら
ず

等
仕
候
儀
不
相
成
之
通
申
出
候
由
承
及
候

さ
て
ま
た

扨
又
御
組
内
日
数
請
帳
へ
も
入
候
儀
　
一
圓
ニ

あ
い
な
ら
ず

不
相
成
候
通
　
内
證
申
談
仕
た
る
之
由

ニ
候
　
私
手
前
之
儀
ハ
前
後
之
首
尾
　
前
書

之
通
ニ
御
座
候
間
　
何
之
廉
を
以
　
右
候
仕
立

お
お
せ
つ
け

仕
哉
の
通
　
双
方
明
白
之
所
御
詮
議
被

ら
れ

く
だ
さ
れ

仰
付
被
下
候
様
ニ
奉
願
候
事

す
こ
し
も

ご
ざ
な
く

右
前
書
之
廉
々
　
少
茂
相
違
無
御
座
候

し
か
る
と
こ
ろ

以

こ
と
わ

然
處
ニ
去
暮
已
来
　
御
理
り
事
ニ
付
　
各
手

55-35
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さ
ま
ざ
ま
な
る

前
様
々
成
儀
申
候
て
　
後
年
御
奉
公
茂

え
つ
か
ま
つ
ら
ず

さ
て
さ
て
い
わ
れ
ざ
る
ぎ

得
不
仕
様
ニ
致
談
合
之
由
　
扨
々
不
謂
儀
ニ
御
座
候

べ
っ
し
て

は
ば
か
り
な
が
ら

別
而
御
代
初
之
御
事
ニ
御
座
候
ヘ
バ
　
乍
憚

よ
ろ
し
き

御
為
宜
様
ニ
と
奉
存
　
四
組
之
儀
茂
　
随
分

取
続
　
後
年
御
奉
公
申
上
度
奉
存
候
て

か
え
っ
て

皆
々
江
茂
存
寄
申
候
処
ニ
　
却
而
私
不
作

お
び
た
だ
し
く

廻
之
様
ニ
申
な
し
夥
敷
騒
動
仕
　
色
々

い
わ
れ
ざ
る
ぎ

手
立
之
段
　
不
謂
儀
ニ
奉
存
候
　
只
今
ま
て

之
参
加
ゝ
り
ニ
て
ハ
　
向
後
御
奉
公
茂
仕

お
お
せ
つ
け
ら
れく
だ
さ
れ

苦
敷
御
座
候
間
　
御
沙
汰
被
仰
付
被
下
候

様
ニ
奉
願
候
　
以
上

戌
ノ

閏
五
月
廿
一
日

有
福
三
左
衛
門

大
谷
権
左
衛
門
殿

右
者
私
組
内
有
福
三
左
衛
門
ヨ
リ

前
書
之
通
申
出
候
　

松
本
庄
左
衛
門

松
庄
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く
だ
さ
る
べ
く

遂
御
沙
汰
可
被
下
候
　
以
上

同
日

大
谷
権
左
衛
門

増
野
　
作
左
衛
門
殿

松
井
　
庄
左
衛
門
殿

益
田
　
八
郎
左
衛
門
殿

55-35
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東
京
大
学
史
編
纂
所
蔵
　「
益
田
家
文
書
」

11
ー
４昨

日
大
谷
権
左
衛
門
宅
ニ
而
之

昨
日
大
谷
権
左
衛
門
宅
ニ
而
之

昨
日
大
谷
権
左
衛
門
宅
ニ
而
之

昨
日
大
谷
権
左
衛
門
宅
ニ
而
之

昨
日
大
谷
権
左
衛
門
宅
ニ
而
之

次
第
申
上
候
口
上
覚

次
第
申
上
候
口
上
覚

次
第
申
上
候
口
上
覚

次
第
申
上
候
口
上
覚

次
第
申
上
候
口
上
覚

】】】】】

覚覚覚覚覚

三
組
三
組
三
組
三
組
三
組

昨
日
大
谷
権
左
衛
門
宅
ニ
て
之
次
第

昨
日
大
谷
権
左
衛
門
宅
ニ
て
之
次
第

昨
日
大
谷
権
左
衛
門
宅
ニ
て
之
次
第

昨
日
大
谷
権
左
衛
門
宅
ニ
て
之
次
第

昨
日
大
谷
権
左
衛
門
宅
ニ
て
之
次
第

申
上
候
口
上
覚

申
上
候
口
上
覚

申
上
候
口
上
覚

申
上
候
口
上
覚

申
上
候
口
上
覚

一
　
私
共
御
訴
訟
之
一
儀
　
大
谷
権
左
衛
門

於
宅
　
三
頭
連
座
之
上
　
被
承

届
　
其
上
ニ
て
増
野
作
左
衛
門
殿
　
其
外

11-4
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組

之
御
衆
へ
も
取
次
可
被
申
与
之

儀
ニ
付
　
私
共
半
間
ヨ
リ
　
大
谷
又
右
衛
門
・

大
谷
孫
兵
衛
・
四
組
半
間
之
證

人
　
波
田
久
右
衛
門
　
右
三
人
覚
書

組

持
参
仕
候
　
頭
衆
可
承
与
之
儀

処
ニ
　
勝
手
ニ
有
福
甚
兵
衛
・
緒
方

　
右
衛
門
相
催
居
　
　 

頭
衆
之

内
ヨ
リ
御
用
之
儀
有
之
候
間
　
各

事
先
引
付
可
然
通
被
申

聞
せ
候
へ
ハ 

寧
日
権
左
衛
門
も
罷

寧日＝やすらかな日。無事で平和な日。
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帰
候
様
ニ
と
の
儀
ニ
付
　
両
人
之
者

と
も
則
時
罷
立
候
　
其
以
後
　
彼

宅
上
ノ
間
ニ
て
　
様
子
可
承
由

ニ
て
　
右
三
人
之
内
両
人
頭
衆

前
江
罷
出
　
久
右
衛
門
事
ハ
権
左
衛
門

上
ヶ
組
　
中
村
新
右
衛
門
儀
速
参
ニ

付
　
頭
衆
ヨ
リ
よ
ひ
来
候
様
ニ
と

虫
損

被
申
候
故 

玄
関
ヨ
リ
の
　
候
処
ニ

有
福
三
左
衛
門
ほ
く
り
を
手
に

さ
け
　
は
た
し
ニ
て
指
足

ほくり＝下駄。

11-4
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仕
　
権
左
衛
門
宅
江
参
　
臺
所
江
は

い
り
足
を
洗
候
て
　
右
之
次
第

虫
損

何
共
無
心
元
存
　
久
右
衛
門
　
　
　

付
　
大
谷
又
右
衛
門
を
よ
ひ
　
右
之
趣

申
聞
せ
候
　
左
候
て
　
三
左
衛
門
儀

奥
向
之
戸
を
明
候
へ
共
　
明
果

申
ニ
付
　
下
女
罷
出
明
候
へ
ハ
　
無

滞
三
左
衛
門
奥
へ
参
申
　

処
　
奥
向
ニ
男
数
多
居
候
処
ニ

及
見
候
へ
共
　
立
隠
候
様
ニ
御
座
候
故

11-4
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わ

大
谷

慥
ニ
ハ
見
王
け
不
仕
候
　
又
右
衛
門

大
谷

有
福

孫
兵
衛
・
三
左
衛
門
跡
を
し
た
い
見

虫
損

申
度
心
入
ニ
御
座
候
へ
共 

女
儀

方
と
候
処
ニ
　
奥
向
江
致
推

参
候
儀
　
遠
慮
仕 

右
之
通

迄
を
ハ
慥
ニ
見
届
申
候
事

一
　
各
存
分
之
次
第
　
御
沙
汰
ニ

虫
損

か
ゝ
り
不
申
内
ハ
成
　
理

密 

仕
儀
ニ
御
座
候
　
尤
六
人

之
者
指
出
候
書
付
之
儀
も

11-4
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右
同
前
ニ
念
を
入
申
之
由
ニ
候

双
方
身
躰
掛
之
事
ニ
候
へ
ハ

此
段
不
珍
儀
ニ
御
座
候
　
然
所
ニ

歎
方
之
者
　
内
證
し
の
は
セ

置
候
て
　
各
申
分
取
次
可
被

申
と
の
儀
　
何
共
権
左
衛
門
心

底
合
点
仕
苦
敷
候
　
就
夫
達
而

御
理
申
上
候
様
ニ   

被
聞
召
　

両
頭
取
次
被
申
　
頭
共
一
同
ニ

大
慶
仕
候
事

歎→歓？
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一
　
大
谷
権
左
衛
門
指
上
ケ
組
九
人

是
又
右
同
前
之
申
分
ニ

御
座
候
　
然
内
右
九
人
之
者
共

去
ル
比
　
権
左
衛
門
ヨ
リ
公
儀
江
被

指
出
候
　
於
此
儀
ハ
段
々
無

紛
証
據
御
座
候
　
先
頭
心

入
故
　
各
御
家
来
へ
面
目

を
失
候
様
ニ
罷
成
　
不
及
是
非

次
第
ニ
御
座
候
　
然
上
ハ
再

先
頭
支
配
を
請
申
候
儀

11-4
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於
私
共
ニ
ハ
　
不
罷
成
候
通
儀
立

仕
候
　
其
段
御
役
人
中
江
去
ル波

田
久
右
衛
門

比
申
届
候
　
然
処
ニ
今
度
　
波
　
久
殿

御
越
ニ
付
　
公
儀
ヨ
リ
被
成
下
候

を
以
　
境
三
郎
左
衛
門
・
堀
一
郎
右
衛
門
　
達
而

指
圖
之
処
　
對
　
御
上
江
　
三
頭

虫
損

一
同
ニ
取
持
之
処
　
権
左
衛
門
支
配

を
請
　
其
以
後
之
儀
ハ
最
前

之
分
ニ
　
権
左
衛
門
支
配
を
請
候

儀 

不
罷
成
候
間
　
此
段
御
聞
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届
可
被
下
通
偏
望
仕
候
へ
共

昨
日
彼
宅
ニ
て
之
参
掛
ニ

御
座
候
時
ハ
　
最
早
一
旦
之
取

次
に
て
も
　
権
左
衛
門
へ
頼
候
儀
不

罷
成
候
段
　
申
上
候
へ
ハ
　
大
内

権
兵
衛
殿
・
松
原
六
左
衛
門
殿
　
被
指
出

此
両
人
迄
右
之
次
第
申
上
候
事

戌
ノ

　
　
閏
五
月
廿
二
日

境
三
郎
左
衛
門
　
組

堀
一
郎
右
衛
門
　
組

組

大
谷
権
左
衛
門
指
上
ケ
与

九
人

11-4
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堀
一
郎
右
衛
門
殿

境
三
郎
左
衛
門
殿

大
田
権
兵
衛
殿

松
原
六
左
衛
門
殿

11-4
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東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
　
益
田
家
文
書
　
20-

９

            

大
谷
権
左
衛
門
口
上
覚
書

大
谷
権
左
衛
門
口
上
覚
書

大
谷
権
左
衛
門
口
上
覚
書

大
谷
権
左
衛
門
口
上
覚
書

大
谷
権
左
衛
門
口
上
覚
書

口
上
覚

口
上
覚

口
上
覚

口
上
覚

口
上
覚

20-9
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覚

元
禄
六
冬

も
う
さ
ず

元
禄
七

一
　
旧
冬
以
来
四
組
落
付
不
申
騒
動
仕
候
ニ
付
　
去
ル
五
月
十
九
日

さ
し
も
ど
さ
れ

お
の
お
の

松
井
正
左
衛
門
被
指
戻
　
四
組
落
付
之
義
　
何
と
そ
各
四
人

心
遣
仕
候
様
ニ
と
益
田
与
右
衛
門
殿
　
益
田
八
郎
左
衛
門
殿
　
栗
山

も
う
し
き
か
れ

お
の
お
の

半
左
衛
門
　
松
井
正
左
衛
門
　
一
同
ニ
存
寄
被
申
聞
候
ニ
付
　
各

も
う
し
あ
い

四
人
申
相
　
一
組
切
り
ニ
沙
汰
可
仕
と
申
談
　
致
其
沙
汰

候
処
ニ
私
江
御
預
ケ
之
士
共
之
内
　
十
三
人
ハ
去
ル
四
月

し
さ
い
な
く

廿
八
日
ニ
無
子
細
　
一
組
一
和
仕
　
御
奉
公
可
申
上
之
通
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こ
ろ

堀
一
郎
右
衛
門
・
小
原
二
郎
左
衛
門 

私
三
組
一
同
ニ
申
出
　
去
ル
比

ぞ
ん
じ
ぶ
ん
し
た
が
い

松
井
正
左
衛
門
　
御
内
意
承
罷
帰
候
上
　
私
存
分
ニ
順

又
四
人
落
付
申
候
　
右
十
七
人
之
者
共
　
家
名
之
儀
者

最
前
松
井
正
左
衛
門
方
へ
別
紙
ニ
注
文
仕 

差
出
候
ニ
付 

不
存
之
候

さ
て
ま
た

扨
又
安
富
甚
左
衛
門
・
仲
村
新
左
衛
門
・
大
谷
喜
左
衛
門
・
梅
地
喜
兵
衛

奥
山
忠
左
衛
門
・
増
野
左
二
右
衛
門
・
椋
木
六
右
衛
門
・
内
田
清
右
衛
門

右
八
人

ま
い
る
べ
く

松
井

さ
し
も
ど
さ
れ

之
儀
者
　
私
宅
へ
可
参
候
　
左
候
て
　
正
左
衛
門
被
指
戻
　
年
寄

ぞ
ん
じ
よ
り

中
内
意
ニ
付
　
組
内
落
付
候
　
存
寄
申
聞
筈
ニ
候
間
　
左
様

あ
い
こ
こ
ろ
え
る
べ
く

か
の
も
の
ど
も

可
相
心
得
之
通
再
三
申
聞
せ
候
へ
共
　
彼
者
共
申
候
ハ
　
組

お
た
ず
ね

は

ご
ざ
な
く

出
入
之
儀
御
尋
候
時
者
　
四
組
一
同
ニ
て
無
御
座
候
ヘ
ハ
申
候
儀

あ
い
な
ら
ず

不
相
成
之
由
　
度
々
申
切
り
候
ニ
付
　
私
申
聞
せ
候
ハ
　
其
方

ぞ
ん
じ
ぶ
ん
こ
れ
あ
り

う
け
た
ま
わ
ら
ず

な
と
存
分 

有
之
　
拙
者
申
分
不
承
段
ハ
　
双
方

ま
ず

ま
い
る
ま
じ
く

い
わ
れ
ざ
る

理
屈
次
第
ニ
て
候
　
先 

手
前
所
へ
参
間
敷
と
ハ
　
不
謂

ち
ょ
う
じ
ょ
う

カ

か

儀
之
由
重
畳
申
聞
せ
候
へ
共
　
承
引
不
仕
候
ニ
付
何
と
歟

落
付
之
た
め
と
存
　
彼
者
共
親
類
・
内
縁
を
以

も
う
さ
ず

ち
か
ら
お
よ
ば
ず

種
々
異
見
仕
候
へ
共
　
落
付
不
申
候
故
　
不
及
力
ニ
　
右
八
人
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ｶ

之
者
共
　
年
寄
中
江
差
出
申
候
処
ニ
　
皆
々
最
前
ハ
表

う
け

あ
い
な
ら
ず

ま
ず

う
け

向
請
取
候
儀
者
不
相
成
候
間
　
先
　
私
方
ニ
請
持
罷
居
候

も
う
さ
れ

し
か
る
と
こ
ろ

五
月

ｶ

様
ニ
と
被
申
候
ニ
付
　
理
其
意
ニ
候
　
然
処
ニ
今
月
十
四
日
　 

ニ

さ
し
も
ど
さ
れ

益
田
八
郎
左
衛
門
殿
・
増
野
作
左
衛
門
・
松
井
正
左
衛
門
　
被
指
戻

つ
つ
し
ん
で

五
月

御
意
之
旨
謹
而
承
申
候
　
其
以
後
　
去
ル
十
七
日
ニ
　
益
田

も
う
さ
れ

与
右
衛
門
殿
・
益
田
八
郎
左
衛
門
殿
　
被
申
候
ハ
　
境
三
郎
左
衛
門
・

堀
一
郎
右
衛
門
　
両
組

一
同
ニ
申
候
ハ
　
御
手
前
組
八
人
之
者
共
　
両
組
一
同
ニ
致
一
座

外

し
さ
い
な
く

連
判
は
つ
れ
六
人
之
者
共
と
の
申
分
承
候
ヘ
ハ
　
無
子
細

落
付
可
申
様
ニ
相
聞
へ
候
条
　
私
罷
出
　
三
組
一
同
ニ
沙
汰

つ
か
ま
つ
る
べ
く

も
う
さ
れ

虫
損

可
仕
之
由
被
申
候
ニ
付
　
前
々
之
参
か
ゝ
り
三
組
之
　
　
　

し
ん
が
い
な
る

お
ん
た
め

中
／
＼
心
外
成
儀
共
御
座
候
ヘ
ハ
　
御
為
之
儀
ニ
て

は

ぞ
ん
じ
ぶ
ん

い
ち
ざ

御
座
候
時
者
　
私
内
證
之
存
分
を
差
捨
　
三
頭
被
致

い
た
さ
れ

も
う
す
べ
し

さ
そ
う
ろ
う
と
こ
ろ

五
月
十
七
日

一
座
落
シ
付
可
申
之
由
申
談
候
　
左
候
処
ニ
　
同
日
　
境
三
郎
左
衛
門

益
田

私
宅
江
参
申
候
ハ
　
御
自
分
三
組
出
相
之
儀
　
益

さ
そ
う
ろ
う
と
き
は

の
こ
ら
ず

与
右
衛
門
へ
物
語
候
て
承
申
候
　
左
候
時
者
　
三
組
不
残
落

こ
れ
な
く

付
候
段
　
子
細
無
之
候
　
御
自
分
此
間
病
気
の
事
ニ
候
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ま
か
り
で
ら
れ

お
よ
び
も
う
さ
ず

条
　
一
座
被
罷
出
候
ニ
も
及
不
申
　
幸
拙
者
組
　
品
川

で
あ
い

三
郎
左
衛
門
出
相
居
候
間
　
御
手
前
組
八
人
之
者
共
同
道

も
う
し
つ
け
る
べ
く

こ
れ

仕
　
御
手
前
宅
江
参
候
様
ニ
可
申
付
候
間
　
左
様
御
心
得
可

あ
る
べ
く

こ
の
う
え
な
が
ら

し
さ
い
な
く

も
う
す
べ
く

し
か
る

有
之
　
乍
此
上
ハ
三
組
無
子
細
落
付
可
申
候
　
互
ニ
可

べ
く

境

あ
い
こ
こ
ろ
え

然
存
候
由
　
三
郎
左
衛
門
申
候
ニ
付
　
私
申
候
ハ
　
委
細
相
心
得

さ
そ
う
ら

お
っ
つ
け

境

申
候
　
左
候
ハ
ゝ
追
付
三
郎
左
衛
門
同
道
仕
　
八
人
之
者
共
参
候
様
ニ

境

境

待
申
之
由
申
談
　
三
郎
左
衛
門
儀
者
罷
帰
候
　
い
か
様
三
郎
左
衛
門

ま
い
る
べ
く

あ
い
ま
ち

同
道
ニ
て
可
参
と
存
　
夜
半
過
迄
も
相
待
候
へ
共
　
参
り

も
う
さ
ず

し
か
る
と
こ
ろ

境

不
申
候
　
然
処
ニ
三
郎
左
衛
門
ヨ
リ
手
紙
を
以
申
越
候
ハ
　
市
味
村

之
者
共
へ
様
子
申
聞
せ
候
処
ニ
　
在
郷
ニ
残
り
居
候
者
共
を
呼

と
く

も
う
す
べ
し

出
シ
　
得
と
相
談
仕
　
其
上
ニ
て
様
子
可
申
之
通
申
事

い
ず
れ

五
月
十
八
日

カ

ニ
候
　
何
も
明
日
様
子
可
申
事
之
由
申
越
候
事

五
月

つ
か
わ
し

一
　
翌
十
八
日
ニ
境
三
郎
左
衛
門
所
へ
同
名
治
右
衛
門
を
遣
申
候
は

市
味
村

カ

ま
い
ら
ず

如
何

や

之
者
共
い
ま
た
私
宅
へ
不
参
候
　
い
か
ゝ
仕
候
哉
之
通
申

つ
か
わ
し

か
の
か
た

遣
候
処
ニ
　
彼
方
返
事
ニ
　
御
手
前
組
八
人
之
者
共
申

た
が
い

カ

分
承
候
処
ニ
　
昨
日
之
首
尾
ニ
違
候
ハ
　
今
度
増
野
作
左
衛
門
殿

20-9



151

｢益田家文書｣

さ
し
も
ど
さ
れ

カ

被
指
戻
落
付
申
候
様
ニ
と
　
御
意
之
上
　
不
及

大
谷

ま
い
る
べ
く

カ

力
ニ
候
間
一
通
り
ハ
権
左
衛
門
殿
宅
へ
可
参
候
　
候
ハ
ゝ
彼
者
共

あ
い
な
ら
ず

く
だ
さ
る
べ
く

手
ニ
付
候
儀
者
不
相
成
候
間
　
左
様
御
聞
届
可
被
下
由

こ
の
う
え
な
が
ら

大
谷

こ
と
わ

も
う
し
あ
げ
ら
る
べ
く

申
候
間
　
乍
此
上
ハ
権
左
衛
門
組
頭
役
之
御
理
り
可
被
申
上
候

さ
な
く
そ
う
ら

も
う
さ
ず

無
左
候
へ
ハ
三
組
共
ニ
落
付
不
申
　
其
上
八
人
之
者
共
ヨ
リ

大
谷

さ
し
か
え
ら
れ

き
ま

権
左
衛
門
被
差
替
候
様
ニ
と
の
書
付
差
出
筈
ニ
相
極
り
候

こ
れ
あ
り

大
谷

自
然
左
様
有
之
候
へ
ハ
　
萩
御
一
門
様
方
　
権
左
衛
門
不
作
廻

き
こ
し
め
し
と
ど
け
ら
れうけ
た
ま
わ
り
お
よ
び

さ
そ
う
ろ
う
う
え

之
儀
被
聞
召
届
と
及
承
候
　
左
候
上
ハ
　
旦
那
様
何
と

て

な
さ
せ
ら
れ
ず

に
が
に
が
し
く

思
召
候
而
も
御
作
廻
不
被
為
成
儀
ニ
候
間
　
何
共
苦
々
敷

大
谷

存
候
条
　
権
左
衛
門
組
一
通
り
落
シ
付
候
上
　
則
時
増
野

し
か
る
べ
し

作
左
衛
門
方
へ
組
差
上
可
然
之
由
申
越
候
ニ
付
　
私
存
候
　

い
ず
れ

と
り
な
し

私
手
前
不
作
廻
之
段
　
何
レ
之
取
成
を
以
　
御
一
門
中
様

き
こ
し
め
し
あ
げ
ら
れ

や

お
ん
た
め

カ

被
聞
召
上
候
哉
　
只
今
迄
も
御
為
を
こ
そ
肝
要

は
ば
か
り
な
が
ら

と
乍
憚
奉
存
候
処
ニ
　
上
々
様
方
御
心
入
　
右
之
通
ニ

は

ぜ
ひ
に
お
よ
ば
ず

し
か
し

御
座
候
時
者
　
不
及
是
非
仕
合
奉
存
候
　
併
明
白
之

ご
さ
た
と
げ
ら
れ

こ
れ
な
き

き
こ
し
め
し
わ
け
ら
れ

被
遂
御
沙
汰
候
ハ
ゝ
　
私
如
在
無
之
段
　
被
聞
召
分
可
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く
だ
さ
る

さ
そ
う
ろ
う
て

五
月
十
八
日

被
下
と
奉
存
候 

左
候
而
　
同
日
ニ 

益
田
与
右
衛
門
殿 

境
三
郎
左
衛
門

ま
い
ら
れ

て

境

カ

同
心
候
て
　
私
宅
へ
被
参
候
而
も
　
三
郎
左
衛
門
事
私
組
差

と
く

つ
か
ま
つ
る
べ
く

上
候
様
ニ
と
の
す
ゝ
め
仕
候
　
私
申
候
ハ
　
得
と
吟
味
可
仕
と

致
挨
拶
候
　
其
後
益
田
与
右
衛
門
殿
　
益
田
八
郎
左
衛
門
殿
ヨ
リ
も
両
組

も
う
す
べ
し

境

カ

落
シ
付
可
申
と
三
郎
左
衛
門
申
之
由
候
間
　
私
組
差
上

し
か
る
べ
し

お
お
せ
き
か
れ

お
ん
た
め

つ
い
て

可
然
之
由
被
仰
聞
候
へ
共
　
私
存
候
ハ
　
御
為
之
儀
ニ
付
而

は

つ
か
ま
つ
ら
ず

な
ら
び
に

者
少
も
忘
却
不
仕
候
へ
共
　
私
組
八
人
之
者
并
ニ
両
組
一
同

も
う
さ
ず

は

あ
い
な
ら
ず

仕
　
私
頭
役
替
り
不
申
候
時
者
　
落
付
申
儀
不
相
成
と
申
立

ま
い
ら
ず

罷
居
之
由
ニ
候
　
此
段
更
々
合
点
不
参
候
　
其
上
両
頭
も

う
け

カ

あ
い
な
ら
ず

此
儀
尤
と
請
取
　
自
分
／
＼
之
組
落
シ
付
ケ
不
相
成
と

さ
て
さ
て
い
わ
れ
ざ
る
ぎ

こ
れ
あ
り

申
候
処
　
扨
々
不
謂
儀
共
ニ
存
候
　
萬
々
私
へ
意
趣
有
之
候

お
の
お
の

カ

お
ん
た
め

カ

と
て
も
夫
ハ
各
別
之
義
ニ
候
条
　
御
為
と
存
候
ハ
ゝ

カ
こ
れ
あ
る

面
々
之
組
を
ハ
落
シ
付
　
其
上
ニ
て
存
分
有
之
時
ハ

お
っ
て
も
う
す
べ
き

な
ん
た
る

さ
し
あ
げ
ず

追
而
可
申
事
ニ
候
　
為
何
子
細
ニ
て
私
頭
役
不
指
上
候
ヘ
ハ

あ
い
な
ら
ず

や

が
っ
て
ん
に
お
よ
ば
ず

は

組
之
落
シ
付
不
相
成
と
申
候
哉
　
甚
不
及
合
点
　
今
者

私
組
八
人
之
者
共
を
も
両
組
之
者
共
か
け
留
　
私
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あ
い
た
い

あ
い
な
ら
ず

こ
れ
あ
り

仕
候
節
　
一
類
共
江
も
相
對 

不
相
成
様
ニ
有
之
候
段
　
　
　
　
　
　

不

境

堀

謂
儀
と
存
候
　
三
郎
左
衛
門
・
市
郎
右
衛
門
ヨ
リ
組
内
　
　
　
　

ま
い
る
ま
じ
く

ち
か
ご
ろ

こ
た
び

カ

か
様
ニ
ハ
参
間
敷
儀
と
近
比
ニ
存
候
　
此
度
之
落
付

も
う
さ
ず

カ

私
頭
役
替
り
不
申
候
ニ
付
　
三
組
此
間
納
り
兼
候
段

境

堀

さ
だ
め
て

も
う
し
つ
か
わ
す
べ
し

カ

三
郎
左
衛
門 

市
郎
右
衛
門
ヨ
リ 

定
而
公
儀
へ
可
申
遣
と
存
候 

全
ク

ご
ざ
な
く

左
様
之
参
か
ゝ
り
ニ
て
ハ
無
御
座
候
　
各
御
存
之
通
ニ

カ

カ

私
義
者
組
内
落
付
候
之
た
め
と
存
　
最
初
ヨ
リ
色
々

さ
て
ま
た

心
遣
仕
　
扨
又
三
組
出
相
仕
　
苦
敷
所
へ
も
罷
出
　
落
し
付

ま
た
ぞ
ろ

こ
れ
な
く

カ

　
と
こ
そ
申
候
ニ
　
又
候
や
何
之
題
目
も
無
之
私
頭

も
う
さ
ず

あ
い
な
ら
ず

役
替
り
不
申
候
ヘ
ハ
組
之
落
付
候
事
不
相
成
と
両
頭
并

い
わ
れ
ざ
る

な
か
ん
ず
く

組
子
共
ニ
好
候
段
　
不
謂
義
と
存
候
　
就
中
私
組
八
人

カ

之
者
共
　
組
子
と
て
か
様
無
筋
儀
を
申
募
罷
居
候

段
　
前
代
未
聞
之
儀
共
驚
入
候
　
私
事
今
度
組
内

カ

虫
損

ご
ざ
な
く

之
取
納
　
又
ハ
對
　
公
儀
江
　
　
　
之
覚
毛
頭
無
御
座
候

カ

処
江
私
を
目
か
け
か
様
三
組
徒
之
申
分
仕
候
段
　
畢
竟

こ
れ
あ
り

カ

落
付
候
処
　
心
外
ニ
存
有
之
候
て
手
立
仕
候
と
存
候
　
右
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境

さ
だ
め
て

カ

三
郎
左
衛
門
申
様
ニ 

定
而
私
組
八
人
之
者
共
ヨ
リ
書
付
指

し
か
る
べ
く

カ

出
候
て
可
然
御
座
候
と
存
候
間 

明
白
之
御
沙
汰
被
仰
付

く
だ
さ
る
べ
く

か
つ
ま
た

カ

カ

可
被
下
候 

且
又
及
承
候
処
ニ 

私
組
近
年
之
支
配
悪
敷

あ
い
な
ら
ず

虫
損

故
　
内
證
取
續
不
相
成
候
な
と
ゝ
色
々
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虫
損

申
出
之
由
候 

組
内
之
儀
者
　
古
法
を
ふ
ま
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
あ
る

な
ら
び
に

控
有
之
事
ニ
候
間 

私
組
證
人
并
年
寄
共
申
分
を
も

き
こ
し
め
さ
れ
く
だ
さ
る
べ
く

と
り
お
さ
め

カ

被
聞
召
可
被
下
候 

今
度
出
入
此
か
た
　
組
取
納
之
義

カ

か
か
り
覚
書
仕 

益
田
八
郎
左
衛
門
殿
へ
申
出
置
候
故
　
此
書
付

虫
損

こ
の
う
え
な
が
ら

な
ら
び
に

不
　
　
　
候 

乍
此
上
も
両
組
并
八
人
之
者
共
ヨ
リ
無
筋

カ

カ

共
於
申
出
ニ
者
　
私
申
分
を
も
委
細
被
聞
召
　
明
白
之

お
お
せ
つ
け
ら
れ
く
だ
さ
る
べ
く

御
沙
汰
被
仰
付 

可
被
下
候
事

五
月

カ

一
　
同
廿
一
日
ニ
境
三
郎
左
衛
門
・
堀
一
郎
右
衛
門 

私
宅
へ
参
申
　
　
ニ

と
と
の
え

さ
て
ま
た

カ

組
ヨ
リ
之
書
付
相
調
申
候
　
扨
又
六
人
者
共
之
儀
も
書

と
と
の
え

カ

付
相
調
申
候
之
由
ニ
候
ハ
ゝ
各
三
人
一
座
ニ
て
一
覧
仕

さ
し
だ
す
べ
く

公
儀
へ
可
差
出
候
由 

両
頭
申
事
ニ
候
　
然
処
ニ
三
組
一
列

カ

之
者
ヨ
リ
之
書
付 

大
谷
又
右
衛
門
・
大
谷
孫
兵
衛
・
波
田
久
右
衛
門
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カ

じ
さ
ん
い
た
し

境

右
三
人
一
同
ニ
致
持
参
差
出
候
ニ
付
　
三
郎
左
衛
門
　
　
　
　
　
　

大
谷

波
田

虫
損

孫
兵
衛
　
久
左
衛
門
ハ
座
敷
を
替
へ
相
待
可
申
　
　
　
　
真
嶋

カ

カ

う
け

惣
右
衛
門
　
栗
山
平
太
夫
　
大
塚
半
左
衛
門
を
呼
　
書
付
を
も
請
取

も
う
す
べ
し

虫
損

可
申
之
由
申
談
　
右
三
人
之
者
共
よ
び
寄
せ
書
付
　
　
　
　
者

其
上
ニ
て
各
申
聞
せ
候
ハ
　
先
一
列
之
者
ヨ
リ
差
　
　
　
　

も
う
す
べ
く

方
カ

虫
損

虫
損

カ

付
一
覧
可
申
候
間 

其
旨
　
　
な
と
儀
ハ
　
　
　
　
藤
井
権
左
衛
門

も
う
す
べ
く

さ
そ
う
ろ
う

所
へ
参 

相
待
可
申
候 

左
候
て
一
列
之
者
ヨ
リ
之
書
付
　
　
　
衛
門

も
う
す
べ
く

相
渡
し
候
ハ
ゝ
　
相
手
之
者
共
差
戻
　
各
を
呼
可
申
候

堀

ま
い
る
べ
く

し
か
し

カ

存
候
ニ
付
　
然
ラ
ハ
市
郎
右
衛
門
宅
へ
可
参
候
　
併
　
此
間
病
気 

ニ

カ

罷
居
　
今
朝
有
福
三
左
衛
門
書
付
を
も
同
名
治
右
衛
門
を
以
　虫

損

出
候
間
　
い
か
ゝ
ニ
存
候
へ
共
　
納
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ

カ

虫
損

何
と
そ
気
色
を
指
押
へ
市
郎
右
衛
門
宅
へ
可
参
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虫
損

も
う
し
た
っ
し

カ

カ

虫
損

可
有
　
　
　
　
得
之
通
申
達
候
　
其
後
年
寄
中
　
　
江
も

カ

虫
損

首
尾
申
し
達
候
ヘ
ハ
　
尤
も
　
　
　
　  

納
り
之
た
め
ニ
候
間

ま
い
る
べ
く

も
う
し
こ
さ
れ

虫
損

気
色
指
押
へ
候
て
も
可
参
候
被
申
越
　
　
　
　
衛
門

カ

虫
損

虫
損

虫
損

罷
帰
候
時
分
　
　
　
　
何
と
そ
私
　
　
　
　
様
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

20-9



156

｢益田家文書｣

つ
か
ま
つ
る
べ
く

番 

可
仕
候
条 

夫
迄
ハ
御
控
可
有
之
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ

虫
損

待
居
候
処
ニ
又
々
両
頭
ヨ
リ
手
紙
を
以
　
　
　
　
由

申
越
候
ニ
付
様
子
承
候
処
ニ
両
頭
共
ニ
増
野
作
左
衛
門
所
へ
参

大
谷

候
て
　
　
　  

権
左
衛
門
宅
ニ
て
組
内
ヨ
リ
之
書
付
一
覧
　
　
　
候
て

虫
損

御
座
候
処
ニ
折
節
有
福
三
左
衛
門
勝
手
へ
参
候
　  

大
谷
　
　
　
衛
門

あ
ま
た

虫
損

カ

カ

カ

付
　
其
外
人
餘
多
罷
居
　  

　
波
田
久
左
衛
門
玄
関
ヨ
リ
見

い
よ
い
よ

も
う
さ
ず

カ

申
し
候
ニ
付
　
弥
所
を
替
へ
一
覧
不
申
候
ヘ
ハ
組
内
之
者
合
点

つ
か
ま
つ
ら
ず

こ
れ
あ
り

う
け
た
ま
わ
り
お
よ
び

あ
ま
た

不
仕
之
由
申
出
有
之
候
通
及
承
候
　
勝
手
ニ
人
餘
多

あ
い
こ
こ
ろ
え
る
べ
く

波
田

栗
山

大
塚

虫
損

左
様
可
相
心
得
之
由
与
右
衛
門
　
平
大
夫
　
半
左
衛
門
へ
申
聞
せ
　
　
　

さ
そ
う
ろ
う
て

そ
く
じ
か
の
も
の
ど
も
カ

虫
損

左
候
而
　
則
時
彼
者
共
罷
戻
り
各
江
申
候
ハ
　
今
度
　
　
ニ

カ

虫
損

付
互
ニ
身
上
か
け
之
儀
ニ
候
間
　
相
　
　
之
者
共
首
尾

う
け
た
ま
わ
ら
ず

お
お
せ
つ
け
ら
れ
く
だ
さ
る
べ
く

虫
損

も
う
し
ち
じ
め

虫
損

不
承
候
様
ニ
被
仰
付 

可
被
下
　
　
　  

申
縮
罷
帰
候
　
其
　
　
　
一
列

虫
損

つ
か
ま
つ
る
べ
く

虫
損

者
　
　
　
　
付
一
覧
可
仕
と
申
候
　
折
節
　
　
　
　
　
　
　
　

波
田

私
宅
へ
与
右
衛
門
参
か
ゝ
り
　
　
　
通
り
　
　
　
ニ
付
同
名
九
右
衛
門

カ

虫
損

各
三
人
居
候
処
ヘ
罷
出
申
候
ハ
　
有
福
三
左
衛
門
　
　
　
　
無

さ
し
も
ど
す
べ
き

虫
損

之
候
ハ
ヽ
可
指
戻
哉
之
通
申
候
ニ
付
　
差
返
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有
福

し
か
る
と
こ
ろ

有
福

虫
損

虫
損

聞
せ
則
時
三
左
衛
門
罷
帰
候
　
然
処
ニ
三
左
衛
門
　
　
参
　
　
　
　
　

大
谷

そ
う
だ
ん
い
た
し

虫
損

カ

又
左
衛
門
見
付
　
大
谷
孫
兵
衛
と
致
相
談
　
座
敷
　
　
　
各
三
人
ハ

い
ず
れ

申
候
ハ
只
今
有
福
三
左
衛
門
勝
手
へ
参
候
て
　
何
も
首
尾
合

虫
損

か
え
ら
れ

カ

虫
損

点
不
　
　
　
　
候
間
　
所
を
被
替
書
付
御
一
覧
被
下
　
　
　
　
　
　
　

境

堀

有
福

い
わ
れ
ざ
る
ぎ

処
ニ
三
郎
左
衛
門
・
市
郎
右
衛
門
申
候
ハ
三
左
衛
門
参
候
段
不
謂
義
共
ニ
候

そ
れ
に
つ
い
て

カ

て

カ

就
夫
　
其
方
な
と
申
分
無
余
儀
候
而
　
市
郎
右
衛
門
宅
へ

ま
い
る
べ
く

さ
そ
う
ろ
う

虫
損

可
参
候
　
左
候
ハ
ゝ
私
ニ
も
参
候
様
ニ
と
申
候
ニ
付
　
私
　
　
　
　

虫
損

カ

虫
損

カ

カ

　
　
之
御
座
候
へ
共
　
何  

　
と
申
候
時
ハ
　
又
納
り
之
妨
ニ
相
成
候

こ
れ
な
く

虫
損

虫
損

段
毛
頭
左
様
ニ
て
無
之
候
　
焼
火
所
　
　
　
　
組
之
者
　
　
　

虫
損

虫
損

虫
損

付
　
勝
手
向
ニ
ハ
　
　
め
て
　
　
共
集
り
居
候
故
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
う
す
べ
く

カ

虫
損

カ

虫
損

呼
込
置
可
申
候
哉 

　
　
　
も
御
了
簡
可
　
　
　
　

カ

カ

事
を
た
く
ミ
　
権
左
衛
門
不
作
廻
之
由
申
候
段
不
謂
義
存
候

そ
れ
に
つ
い
て

ぞ
ん
じ
ぶ
ん

カ

カ

虫
損

就
夫
　
組
内
之
者
共
存
分
御
座
候
間
　
権
左
衛
門
　
　
　

カ

虫
損

カ

カ

ら
ち
あ
き

組
ヨ
リ
之
書
付
見
せ
申
候
　
　
　
　
不
相
成
之
由
申
出
　
埒
明

も
う
さ
ず

カ

虫
損

カ

不
申
通
増
野
作
左
衛
門
へ
付
届
仕
候
由
　
　
　
　
　
作
左
衛
門

カ

虫
損

虫
損

宅
ヨ
リ
両
頭
引
取
候
節
　
　
　
　  

松
井
正
左
衛
門
ニ
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み
ぎ
り

松
井

カ

虫
損

其
砌
も
堀
一
郎
右
衛
門
　
正
左
衛
門
へ
　
私
不
作
廻
之
義
　
　
　
　

ら
ち
あ
き
も
う
さ
ず

も
う
し
た
っ
し

た
し
か

カ

カ

埒
明
不
申
候
由
申
達
候
通
　
慥
ニ
及
承
候  

左
候
而
両
頭

カ

カ

虫
損

ヨ
リ
波
田
久
左
衛
門
を
以 

私
方
へ
罷
越
　   

　
程
有
福
三
左
衛
門

虫
損

様
子
ニ
付
　
三
組
ヨ
リ
申
出
之
趣
　
増
野
作
左
衛
門
方
へ
申
　
　
　
　

カ

松
原
六
左
衛
門
　
大
田
権
兵
衛
差
出
し
各
一
同
ニ
三
組
之
申
分

カ

カ

承
筈
ニ
候
条
　
左
様
相
心
得
候
様
ニ
と
申
越
候
ニ
付
様
子

虫
損

カ

虫
損

承
　
私
返
答
之
筋
も
　
　
に
て
御
座
候
ヘ
共
　
落
付
　
　

と
存
候
ヘ
ハ
兎
角
を
指
捨
委
細
承
候
て
計
り

と
り
お
さ
め

虫
損

事
仕
候
　
私
江
組
内
取
納
候
様
ニ
と
　
御
意
之
　
　

カ

カ

カ

虫
損

御
座
候
処
ニ
其
後
相
違
仕
候
ニ
付
増
野
作
左
衛
門
方
へ
右
　
　
　
　

カ

カ

首
尾
故
　
私
義
ハ
三
組
遣
□
不
仕
候
間
　
左
様
御
聞
届

く
だ
さ
る

も
う
し
た
っ
し

さ
て
さ
て

カ

被
下
様
ニ
と
申
達
候
　
扨
々
三
組
之
者
共
仕
廻
不
謂

虫
損

儀
共
第
一
此
段
両
頭
尤
と
請
取
候
段
　
不
　
　
　
廻

カ

ご
ざ
な
く

と
存
候
　
私
へ
對
し
意
趣
有
之
候
義
も
無
御
座
候
へ
共

虫
損

虫
損

畢
竟
最
初
三
組
落
付
御
　
　
　
　
申
上
　
　
　
　
　
付

さ
て
ま
た

虫
損

小
原
二
郎
左
衛
門
　
私
一
覧
仕
候
処
　
扨
又
私
組
八
人
　
　
被
置
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も
う
さ
ず

虫
損

私
手
ニ
餘
り
落
付
不
申
候
ニ
付
　
年
寄
中
迄
　
　
　
　
者
共

虫
損

て

御
沙
汰
ニ
候
様
ニ
と
申
出
候
　
此
両
条
　
　
当
存
候
而
之

カ

さ
て
さ
て

儀
ニ
て
可
有
御
座
候
と
存
候
　
扨
々
此
間
私
へ
之
仕
置

ひ
と
し
お
い
わ
れ
ざ
る
ぎ

し
か
る
と
こ
ろ

カ

引
合
を
考
へ
候
ヘ
ハ
　
一
入
不
謂
儀
共
ニ
存
候
　
然
処
ニ
有
福

虫
損

三
左
衛
門
　
私
宅
へ
参
候
首
尾
い
か
様
之
詰
　
　
　
　
も

つ
か
ま
つ
ら
ず

カ

カ

詮
義
不
仕
　
私
不
作
廻
と
す
へ
く
申
候  

路
次
ニ
て
松
井
正
左
衛
門

カ

カ

カ

市
郎
右
衛
門
申
達
之
心
入
不
倹
作
之
儀
と
存
候
　
か
様

は

カ

之
儀
者
組
内
之
者
共
い
か
様
ニ
非
道
之
義
申
と

と
く

カ

候
て
も
先
取
し
づ
め
　
双
方
之
申
分
得
と
承
候
て
こ
そ
　

虫
損

虫
損

境

私
不
作
廻
と
ハ
　
　
申
処
ニ
組
ヨ
リ
之
申
分
則
時
　
　
三
郎
左
衛
門
・

堀

は
こ
こ
ろ
に
く
き
な
る

市
郎
右
衛
門
・
増
野
作
左
衛
門
方
へ
付
届
仕
候
段
者 

心
憎
成
義
と

小
原

カ

存
候 

私
組
有
福
三
左
衛
門
・
二
郎
左
衛
門
組
有
田
彦
右
衛
門
・
岩
本
惣

左
衛
門

増
野

さ
て
ま
た

カ

三
人
之
書
付
へ
作
左
衛
門
迄
其
朝
指
出
候 

扨
又
三
郎
左
衛
門
組

堀

真
嶋
惣
左
衛
門
・
市
郎
右
衛
門
組
栗
山
平
太
夫
・
大
塚
半
左
衛
門
書
付
之

境

堀

於
私
宅
ニ 

三
郎
左
衛
門
・
市
郎
右
衛
門 

右
両
頭
差
出
し 

尤
私
一
座

う
け

有
福

虫
損

候
て
両
頭
請
取
申
候
　
其
心
得
こ
そ
三
左
衛
門
私
宅
へ
参
　
　
候
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た
と
い

カ

付
　
縦 

首
尾
承
候
と
て
も 

六
人
之
者
共
書
付
へ
返
答

も
う
す
べ
き

ご
ざ
な
く

有
福

ひ
そ
か
に

書
加
へ
可
申
様
も
無
御
座
候 

第
一
私
三
左
衛
門
を
密

も
う
す
べ
し

隠
し
置 

一
列
之
者
之
書
付
聞
せ
可
申
と
の
手
立

つ
か
ま
つ
る
べ
き
や

さ
て
さ
て

ほ
ん
い
を
か
た
ち
ど
ら
す

虫
損

虫
損

可
仕
哉
　
扨
々
士
之
為
肖
本
意
を
　
　
と
ハ
　
　
　
　

い
わ
れ
ざ
る
ぎ

由
候 

三
組
之
者
共
不
謂
義
申
と
候
て
も 

騒
動

と
り
お
さ
め

た
っ
て

取
納
之
事
ニ
候
間 

両
頭
達
而
差
押 

何
事
も

こ
れ
な
き

虫
損

お
ん
た
め

無
之
様
ニ
諸
　
　
作
廻
候
こ
そ
　
御
為
之
義
ニ
御
座
候

か
え
っ
て

つ
の

こ
れ
あ
り

処
ニ 

却
而
両
頭
之
心
入 

組
一
同
ニ
募
り 

兎
角
有
之

お
ん
た
め

も
う
さ
れ
ま
じ
く

段
　
御
為
と
ハ
被
申
間
敷
候
事

一
　
有
福
三
左
衛
門
事 

私
宅
へ
参
候
首
尾
　
相
尋
候
処
ニ

か
の
も
の

ま
い
る
べ
し

彼
者
申
候
ハ 

私
義
半
間
六
人
之
者
へ
可
参
と
存
　
新

町
筋
上
り
候
処
ニ 

大
谷
十
郎
右
衛
門
あ
た
り
ニ
て 

田
原
甚
右
衛
門
ニ

田
原

大
谷

お
い
で
こ
れ
な
く

相
對
仕
候 

甚
右
衛
門
申
候
ハ
御
自
分
は
権
左
衛
門
殿
ヘ
ハ
御
出
無
之

波
田

栗
山

大
塚

大
谷

お
ら
れ

候
哉 
与
右
衛
門
・
平
太
夫
・
半
左
衛
門
な
と
ハ
権
左
衛
門
殿
ニ
被
居

候
由

つ
い
て

そ
れ

お
お
た
に

申
候
ニ
付
而
　
夫
ヨ
リ
権
左
衛
門
殿
へ
参
候
処
ニ 

藤
井
権
右
衛
門

あ
し
く

脱
ぎ

裸
足

前
　
道
悪
敷
候
故 
草
履
を
ぬ
き 

は
だ
し
ニ
て
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大
谷

お
り
か
ら

逢
い

権
左
衛
門
へ
参
候
　
折
節
門
ニ
て
　
波
田
久
右
衛
門
罷
出
候
て 

相

そ
れ

は

洗
い

申
候 

夫
ヨ
リ
私
義
者
臺
所
へ
ま
ハ
り
　
足
を
あ
ら
い

わ

通
り
候
王
ん
と
存
候
処
ニ
　
大
谷
九
左
衛
門
殿
　
扇
子
を
御
ふ
り
候

さ
て

大
谷

あ
い
こ
こ
ろ
え

故
　
扨
ハ
権
左
衛
門
殿
ハ
奥
ニ
御
座
候
物
と
相
心
得
　
奥
へ
通
り

て

候
ヘ
ハ
　
御
女
中
方
御
座
候
而
　
結
句
迷
惑
仕
候
　
同
日
之
朝

大
谷

私
書
付
持
参
仕
候
時
分
　
権
左
衛
門
殿
御
事
病
気
故

つ
い
て

お
め
に
か
か
り

奥
座
敷
ニ
御
休
ミ
御
座
候
ニ
付
而
　
罷
通
り
懸
御
目
ニ
候

あ
い
こ
こ
ろ
え

故
　
又
其
分
と
相
心
得
　
右
之
通
ニ
御
座
候
由
申
候
事

有
福

ゆ
き
あ
い

一
　
右
三
左
衛
門
口
上
之
内
ニ
　
波
田
久
左
衛
門
ニ
　
門
ニ
て
行
逢
候
と

と

波
田

申
候
ハ 

其
節
私
与
八
人
者
之
内
一
両
人
参
候
様
ニ
と
久
左
衛
門

そ
れ

つ
か
わ
し

つ
い
て

波
田

あ
い
た
い

を
夫
ニ
遣
申
候
ニ
付
而 

右
之
通
ニ
門
ニ
て
久
左
衛
門
ニ
相
對
仕
候
事

も
う
し
つ
か
わ
し

一
　
田
原
甚
右
衛
門
方
江
同
名
傳
兵
衛
を
以
申
遣
候
ハ 

有
福
三
左
衛
門
ニ

あ
い
た
い

如
何

あ
い
た
ず
ね

途
中
ニ
て
相
對
候
首
尾
　
挨
拶
ハ
い
か
ゝ
候
哉
と
相
尋
候

田
原

か
し
ら

ヘ
ハ 
甚
右
衛
門
申
候
ハ 

私
義
頭
中
へ
増
野
作
左
衛
門
殿
ヨ
リ
文
と
〆

大
谷
権
左
衛
門
殿
へ
参 

帰
候
時
分 

新
町
筋
大
谷
十
郎
右
衛
門
あ
た
り

有
福

あ
い
た
い

ニ
て
三
左
衛
門
ニ
相
對
仕
候
付
　
私
儀
ハ
木
履
ニ
て
居
申
候

20-9



162

｢益田家文書｣

辞
儀

さ
そ
う
ろ
う
て

大
谷

故
　
一
通
り
自
儀
仕
　
左
候
而
　
私
申
候
ハ
　
御
自
分
ハ
権
左
衛
門
殿
ヘ

お
い
で

こ
れ
な
く

御
出
之
筈
ニ
て
ハ
無
之
候
哉
　
真
嶋
与
右
衛
門
　
栗
山
半
太
夫

大
谷

ま
か
り
お
り

ま
か
り
ま
い
り

大
塚
半
左
衛
門
な
と
権
左
衛
門
殿
ニ
罷
居
候
間
　
罷
参
候
様
ニ
と

有
福

つ
か
ま
つ
る
べ
き
や

ま
い
る
べ
し

申
候
ヘ
ハ
　
三
左
衛
門
申
候
ハ
　
い
か
ゝ
可
仕
哉
　
し
か
ら
ハ
可
参
と
申

ゆ
き
わ
か

は

田
原

行
別
れ
申
候
　
其
心
得
之
儀
者
不
存
候
　
甚
右
衛
門
内
存
ハ

増
野

さ
し
だ
さ
れ

作
左
衛
門
殿
ヨ
リ
衆
へ
　
組
ヨ
リ
之
書
付
急
キ
被
指
出
候

有
福

も
う
さ
ず

様
ニ
と
の
文
ニ
参
候
ニ
付
　
三
左
衛
門
も
参
り
不
申
候
ハ
ゝ

つ
か
ま
つ
る
べ
し

一
同
之
御
沙
汰
延
引
可
仕
と
存
　
右
之
通
ニ
申
候
由
　
傳
兵
衛
ニ

は
な
し

咄
申
候
事

は

右
者
か
様
之
参
か
ゝ
り
ニ
御
座
候
処
ニ
　
色
々
事
を
た
く
ミ

さ
て
さ
て

申
出
候
段
　
扨
々
案
外
千
万
ニ
存
候
　
萬
一
私
悪
調
儀

は

有
福

仕
心
入
ニ
御
座
候
時
者
　
三
左
衛
門
事
勝
手
ニ
隠
し
置

も
う
す
に
お
よ
ば
ず

さ
い
わ
い

不
及
申
ニ
　
幸
　
私
委
細
ニ
承
事
ニ
御
座
候
間

内
意
申
聞
せ
相
證
（
済
カ
）
候
事
ニ
候
　
全
ク
私
悪
調
儀
ニ
て

ご
ざ
な
く

こ
こ

か
の
も
の
ど
も

無
御
座
候
　
爰
を
以
　
彼
者
共
右
之
手
に
は
注
１
を
作
り
し

な
ら
れ
る
べ
く

段
御
了
簡
可
被
成
候
　
自
然
注
２
　
旦
那
様
注
３
私
不
作
廻

*1 *1 *1 *1 *1 手には手には手には手には手には＝「てにおは」と同じ。辻褄。
*2 *2 *2 *2 *2 自然自然自然自然自然＝万が一。
*3 *3 *3 *3 *3 旦那様旦那様旦那様旦那様旦那様＝益田就賢。益田家当主のことを家臣は｢旦那様｣と呼んだ。

相證→相済カ（P178L1参照）

20-9
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き
こ
し
め
し
あ
げ
ら
れ

は

ぜ
ひ
に
お
よ
ば
ず

之
様
ニ
被
聞
召
上
候
時
者
　
不
及
是
非
　
仕
合
ニ
奉
存
候

し
か
れ
ど
も

お
び
た
だ
し
き

然
共
　
此
段
私
ヨ
リ
書
付
を
以
申
上
候
も
夥
敷
様
ニ
存
候
故

か
ね
が
ね

お
の
お
の

此
間
之
参
か
ゝ
り
廉
々
覚
書
仕
　
各
中
江
入

は

お
お
せ
あ
げ
ら
れ

く
だ
さ
る
べ
く

御
披
見
候
間
　
御
尋
之
節
者
　
此
辻
を
以
被
仰
上
　
可
被
下
候

以
上

元
禄
七
年

戌
ノ閏

　
五
月
廿
五
日

大
谷
権
左
衛
門
　
花
押

増
野
　
作
左
衛
門
殿

松
井
　
正
左
衛
門
殿

益
田
　
八
郎
左
衛
門
殿

20-9
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東
大
史
料
編
纂
所
蔵

東
大
史
料
編
纂
所
蔵

東
大
史
料
編
纂
所
蔵

東
大
史
料
編
纂
所
蔵

東
大
史
料
編
纂
所
蔵
「
益
田
家
文
書
」

「
益
田
家
文
書
」

「
益
田
家
文
書
」

「
益
田
家
文
書
」

「
益
田
家
文
書
」

5151515151
ーーーーー
124124124124124
ーーーーー
1616161616

乍
返
事
致
拝

見
候
　
然
ハ
　
大
谷
権
左
衛
門

方
ヨ
リ
指
出
候
書
付

之
次
第
　
御
理
り

之
品
も
無
御
座

候
得
共
　
九
人
者

ヨ
リ
権
右
衛
門
手
前
之

儀
　
段
々
申
出
候
ニ

付
而
　
覚
書
仕

各
様
迄
指
出
候

由
　
左
様
も
可
有

御
座
候
　
於
此
段
ハ

存
寄
無
之
儀
ニ

御
座
候
　
然
處
ニ

各
両
人
ヨ
リ
権
左
衛
門

方
江
之
仕
懸
之
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儀
　
書
加
へ
候
通
被
仰

下
候
　
此
儀
ニ
付
而

権
左
衛
門
方
へ
承
合
候

處
ニ
　
返
答
候
之

次
第
　
首
尾
不

合
之
儀
有
之
候

彼
書
付
之
趣

以
之
外
相
違
之

儀
申
出
候
通
及
承

此
段
被
達

上
聞
ニ
被
成
　
御
尋
候

時
ハ
不
謂
儀
　
申

分
可
仕
候
得
共

若
シ
不
被
成
御
尋
候

時
ハ
　
私
共
ニ
迷
恐

仕
儀
ニ
候
　
何
之

道
ニ
も
私
両
人
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権
左
衛
門
江
之
仕
懸

之
処
　
決
談
不
仕

候
て
ハ
堪
忍
不
罷

成
候
　
少
ニ
て
も

相
違
之
処
　
入

御
年
（
念
）
を
候
て
ハ
各

御
奉
公
不
相
成
候
間

彼
書
付
之
辻
を
以

詮
議
被
仰
付

可
被
下
候
　
然
時
ハ

検
使
役
之
衆

被
仰
付
　
彼
覚
書

御
指
越
候
て
　
其
辻

を
以
決
談
可
仕
候

乍
尓
　
左
様
御

座
候
て
ハ
延
引

い
た
し
候
組
之
御
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沙
汰
之
さ
さ
わ
り
に

も
可
相
成
様
ニ
存
候

間
　
願
ハ
各
両
人

権
左
衛
門
儀
も
御
地

被
召
出
被
下
候
様
ニ

被
成
御
沙
汰
可
被
下
候

右
両
条
之
處

御
沙
汰
ニ
も
難
被

及
候
ハ
ゝ
返
事
次
第

権
左
衛
門
方
直
談

之
上
　
何
之
道
ニ
と

埒
明
申
候
ヨ
リ
外

参
筋
無
御
座
候

間
　
左
様
御
心
得

可
被
下
候
　
依
之

又
々
以
飛
札
を

得
御
意
候
　
恐
惶

謹
言

ささわり＝障り
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堀
市
郎
右
衛
門
　
花
押

閏
　
五
月
廿
七
日

境
三
郎
左
衛
門
　
花
押
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益
田
又
左
衛
門
様

益
田
八
郎
左
衛
門
様

増
野
作
左
衛
門
様
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東東東東東
京京京京京
大大大大大
学学学学学
史史史史史
料料料料料
編編編編編
纂纂纂纂纂
所所所所所
蔵蔵蔵蔵蔵
　　　　　「「「「「
益益益益益
田田田田田
家家家家家
文文文文文
書書書書書
」」」」」

     

2020202020
ーーーーー
1919191919【

注
】

【
注
】

【
注
】

【
注
】

【
注
】
こ
の
文
書
の
虫
損
個
所
は

こ
の
文
書
の
虫
損
個
所
は

こ
の
文
書
の
虫
損
個
所
は

こ
の
文
書
の
虫
損
個
所
は

こ
の
文
書
の
虫
損
個
所
は          

1616161616
ーーーーー
1414141414
ののののの          

1111111111
頁
以
下
と
ほ
ぼ
同
文

頁
以
下
と
ほ
ぼ
同
文

頁
以
下
と
ほ
ぼ
同
文

頁
以
下
と
ほ
ぼ
同
文

頁
以
下
と
ほ
ぼ
同
文

堀
市
郎
右
衛
門
口
上
書

堀
市
郎
右
衛
門
口
上
書

堀
市
郎
右
衛
門
口
上
書

堀
市
郎
右
衛
門
口
上
書

堀
市
郎
右
衛
門
口
上
書

堀
市
郎
右
衛
門
口
上

堀
市
郎
右
衛
門
口
上

堀
市
郎
右
衛
門
口
上

堀
市
郎
右
衛
門
口
上

堀
市
郎
右
衛
門
口
上

元
禄
七
春

き
わ
め

一
　
当
春
宗
門
御
究
之
時
分

て

六
人
者
相
加
り
候
而
ハ
判
形

つ
か
ま
つ
り

仕
苦
敷
と
て
　
組
内
之
者

申
候
通
　
其
節
之
宗
門
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き
わ
め

究
方
之
者
ヨ
リ
　
私
年
行
司

か
し
ら

故
申
出
候
ニ
付
　
此
段
残
三
頭
江

そ
う
だ
ん
と
げ

遂
相
談
候
所
ニ
　
只
今
差
押
へ

な
に
か
と

む
ず
か
し
く

候
ハ
ヽ
何
角
　
六
ヶ
敷
申
　
宗
門

あ
い
な
る
べ
く

御
究
ニ
も
さ
わ
り
ニ
可
相
成
候

お
っ
て

ま
い
り
よ
う

六
人
者
之
儀
者
　
追
而
　
参
様
も

こ
れ
あ
る
べ
く

ま
ず

こ
た
び

可
有
之
候
間
　
先
　
此
度
之
儀
ハ

さ
し
お
く
べ
し

其
分
ニ
仕
　
可
差
置
と
四
人

も
う
し
あ
い

一
同
ニ
申
相
候
て
　
六
人
者
一
組
ニ

仕
置
候
様
ニ
申
聞
候
と
覚
申
候
事
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こ
れ
い
ご

一
　
是
已
後
　
右
之
段
ニ
て
ハ
　
相
済

も
う
さ
ず

い
ず
れ
も

不
申
候
間
　
何
茂
折
を
以
　
四
頭

相
談
仕
　
何
と
そ
一
和
仕
候
様
ニ
と

存
居
候
内
　
又
々
か
様
ニ
興
り

申
候
事

た
ち
あ
い

一
　
四
月
廿
八
日
　
六
人
者
と
立
相

も
う
し
あ
ぐ
べ
し

御
奉
公
可
申
上
と
の
書
付
　
私

つ
か
ま
つ
ら
ず

は

あ
い
の
こ
る
も
の

披
見
不
仕
心
入
者
　
相
残
者

こ
こ
ろ
も
と
な
く

と
も
の
手
前
　
無
心
元
存
候

な
い
だ
ん
と
げ

付
　
三
頭
遂
内
談
候
上
　
一
覧
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し
か
る
べ
く

可
然
候
　
第
一
私
組
在
郷
之
證
人

ま
か
り
い
で
ず

か
た
が
た

両
人
共
ニ
不
罷
出
候
旁
ニ
付

つ
か
ま
つ
ら
ず

披
見
不
仕
候
　
此
段
最
前
　
松
井

庄
左
衛
門
へ
申
候
事

さ
し
こ

一
　
其
已
後
　
松
井
庄
左
エ
門
　
須
佐
被
差

さ
れ越

候
節
　
組
内
取
納
之
儀
者

つ
か
ま
つ
る
べ
く

組
切
に
茂
可
仕
候
　
尤
私
宅

へ
参
候
様
ニ
と
　
波
田
久
左
衛
門
を
以

度
々
申
聞
候
へ
共
　
一
圓
承
引

つ
か
ま
つ
ら
ず

不
仕
　
兎
角
三
組
一
同
ニ
承
候
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ま
い
ら
ず

し
ん
て
い
に

様
ニ
と
申
候
て
不
参
候
故
　
不
任

ま
か
せ
ず

心
底
候
事

一
　
其
後
三
組
一
同
ニ
様
子
承
　
最
早

お
さ
ま

御
為
之
儀
候
間
　
治
り
候
様
ニ
申

候
付
一
旦
落
着
候
処
ニ
注
文

へ
判
形
之
義
申
か
け
候
ニ
付
　
二
遍

發
仕
　
此
参
加
ゝ
り
ニ
て
ハ
　
六
人
者

と
之
相
役
　
不
罷
成
と
答
へ
申

募
候
事

益
田

増
野

松
井

さ
し

一
　
今
度
　
八
郎
左
衛
門
殿
　
作
左
衛
門
　
庄
右
衛
門
　
被
指
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も
ど
さ
れ
て

な
お
も
っ
て

戻
候
而
ハ
　
猶
以
助
候
様
ニ
と
重
々

そ
う
ら
え
ど
も

つ
い
て

申
聞
せ
候
得
共
　
申
切
候
ニ
付
而
　
中
人
を

立
候
て
異
見
仕
せ
候
へ
共
　
只
今
之

参
か
ゝ
り
ニ
て
ハ
　
始
終
御
奉
公

あ
い
な
ら
ず

し
ん
て
い
に
ま
か
せ
ず

不
相
成
之
由
申
切
り
　
不
任
心
底
候
事

元
禄
七

戌
ノ

　
　
閏
五
月
廿
九
日
　
　
堀
市
郎
右
衛
門
　
花
押
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東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
　「
益
田
家
文
書
」

 ‚W

-

31

境
三
郎
左
衛
門
口
上
覚

境
三
郎
左
衛
門
口
上
覚

境
三
郎
左
衛
門
口
上
覚

境
三
郎
左
衛
門
口
上
覚

境
三
郎
左
衛
門
口
上
覚

【
表
紙
】

【
表
紙
】

【
表
紙
】

【
表
紙
】

【
表
紙
】

き
わ
め

き
わ
め

き
わ
め

き
わ
め

き
わ
め

最
初
之
御
究

最
初
之
御
究

最
初
之
御
究

最
初
之
御
究

最
初
之
御
究境

　
三
郎
左
衛
門

境
　
三
郎
左
衛
門

境
　
三
郎
左
衛
門

境
　
三
郎
左
衛
門

境
　
三
郎
左
衛
門
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境
　
三
郎
左
衛
門
口
上

境
　
三
郎
左
衛
門
口
上

境
　
三
郎
左
衛
門
口
上

境
　
三
郎
左
衛
門
口
上

境
　
三
郎
左
衛
門
口
上

元
禄
七
春

き
わ
め

一
　
當
春
宗
門
御
究
之
時
分

つ
い
て

六
人
者
差
除
候
付
而
　
三
郎
左
衛
門

儀
　
追
日
注
１
組
ヨ
リ
頭
取
分

者
二
三
人
召
寄
せ
　
唯
今
之

*1 *1 *1 *1 *1 追日追日追日追日追日＝追付カ。
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て

分
ニ
而
ハ
　
先
々
不
相
済
儀

し
か
る
べ
か
ら
ず

第
一
御
為
不
可
然
　
其
上

あ
い
な
ら
ず

組
内
支
配
不
相
成
候
間

何
と
そ
各
心
遣
申
候
様
ニ
と

申
聞
せ
候
處
　
成
程

ご
も
っ
と
も

御
尤
存
候
　
先
々
如
何
様
ニ

茂
　
参
か
ゝ
り
可
有
御

座
と
申
候
事

一
　
四
月
廿
八
日
　
六
人
者
と
相
役

こ
と
わ

仕
　
向
後
御
理
り
事
不

申
上
御
奉
公
可
申
上
と

申
し
候
者
　
数
拾
人
催
し

8-31
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｢益田家文書｣

書
付
指
出
し
　
就
夫
　
残

一
人
私
よ
里
ハ
　
彼
六
人
者
と

相
役
仕
　
御
奉
公
不
罷
成

由
　
三
頭
江
付
届
仕
候
由

於
萩
承
候
事

一
　
五
月
十
二
日
　
萩
よ
り
罷
帰

組
内
江
申
聞
せ
候
ハ

尊
簡
茂
御
下
近
々
之

つ
つ
し
ん
で

儀
候
間
　
先
謹
而
罷
居
候

様
ニ
と
申
聞
せ
候
事

一
　
松
井
庄
左
衛
門
　
須
佐
被
差

8-31
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｢益田家文書｣

【
４
〜
８
頁
】

虫
損
な
ど
の
た
め
以
下
五
丁
撮
影
不
能

8-31
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儀
ニ
仕
候
　
私
儀
今
年
迄

拾
八
年
組
支
配
被
仰
付
候

何
と
そ
御
威
光
を
以

組
内
取
収
可
被
下
存
候
へ
共

し
ん
て
い
に

右
之
参
　
　
　
　
故
不
任

ま
か
せ
ず

心
底
　
残
念
至
極
奉
存
候
事

一
　
若
残
　
三
頭
之
内
よ
里
私

身
分
ニ
か
ゝ
り
候
儀
申
出
候
ハ
ヽ

私
へ
御
尋
被
下
候
様
ニ
　
　

奉
存
候
事
　
　
　

元
禄
七

戌
ノ

　
　
閏
五
月
廿
九
日

境
三
郎
左
衛
門 

　
花
押

8-31
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｢益田家文書｣ 46-7

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
　「
益
田
家
文
書
」

4646464646
ー
７
ー
７
ー
７
ー
７
ー
７御

意
覚
書

御
意
覚
書

御
意
覚
書

御
意
覚
書

御
意
覚
書

御
意
覚

御
意
覚

御
意
覚

御
意
覚

御
意
覚

元
禄
六
冬

一
　
旧
冬
四
組
之
者
訴
訟
之
儀
申
出

ご
さ
た
に
お
よ
ば
れ

元
禄
七
春

候
処
　
被
及
御
沙
汰
　
当
春
　
頭
々
迄

お
お
せ
わ
た
さ
れ

組

し
さ
い

其
段
被
仰
渡
　
四
与
一
同
ニ
向
後
無

な
く

子
細
御
奉
公
可
申
上
通
　
頭
共
迄
申

じ
ょ
う
ぶ
ん
に
た
っ
し
そ
う
ろ
う

出
候
段
　
達
　
上
聞
候
　
然
處
此
節

一
列
を
は
つ
れ
候
六
人
之
者
江
　
意
趣

を
含
　
当
春
以
来
度
々
騒
動

い
ま
も
っ
て

今
以
申
募
候
段
　
公
儀
を
軽
し
め

る

甚
カ

い
わ
れ
ざ
る
ぎ

よ
っ
て
こ
こ
に

た
類
義
共
　
酷
注
１
不
謂
儀
候
　
因
茲

き
っ
と

被
及
御
沙
汰
　
急
度
御
仕
置
も
可

か
た
が
た

被
仰
付
候
へ
共
　
御
時
節
旁
故
　
一
向
ニ
注
２

つ
か
わ
さ
れ

し
か
し
な
が
ら

御
暇
被
遣
候
　
乍
尓
　
石
見
已
来

御
供
仕
　
数
代
御
奉
公
申
上
候
者
之

ご
せ
ん
ぞ
に
た
い
さ
れ

儀
候
得
ハ
　
被
對
御
先
祖
候
て
茂

…
…
…
…
…
紙
の
継
目
…
…
…
…
…

*1 ｢*1 ｢*1 ｢*1 ｢*1 ｢酷酷酷酷酷｣｣｣｣｣＝＝＝＝＝｢甚｣の誤記か。　185頁参照。
*2 *2 *2 *2 *2 一向ニ一向ニ一向ニ一向ニ一向ニ＝ここは｢一同ニ｣の誤記カ。184～ 5頁に同じ様な｢一同｣｢一向｣の用例あり。
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め
し
は
な
た
れ

お
ぼ
し
め
し

一
向
注
２
ニ
被
召
放
候
段
　
御
心
外
思
召
候

こ
の
う
え
な
が
ら

つ
づ
け
て

こ
こ
ろ

乍
此
上
　
続
而
御
奉
公
可
申
上
と
の
於

だ
て
に
お
い
て
は

心
立
者
　
御
憤
を
被
指
捨
　
先
々
之

分
ニ
可
被
召
仕
候
条
　
此
段
委
細

い
よ
い
よ
も
っ
て

可
被
申
渡
候
　
乍
此
上
　
弥
以
相
募
者

於
有
之
ハ
　
早
速
退
去
可
被
申
付
候

已
上元

禄
七

戌
ノ
　
閏
五
月
廿
九
日

益
田
　
久
右
衛
門
殿

益
田
　
与
右
衛
門
殿

栗
山
　
半
左
衛
門
殿
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東東東東東
京京京京京
大大大大大
学学学学学
史史史史史
料料料料料
編編編編編
纂纂纂纂纂
所所所所所
蔵蔵蔵蔵蔵
　　　　　「「「「「
益益益益益
田田田田田
家家家家家
文文文文文
書書書書書
」」」」」

4444444444
ーーーーー
1515151515
ー
３
ー
３
ー
３
ー
３
ー
３

【
注
】
こ
の
文
書
は
　
55
ー
　
34
と
同
文

御
意
覚
書

御
意
覚
書

御
意
覚
書

御
意
覚
書

御
意
覚
書

御
意
覚

御
意
覚

御
意
覚

御
意
覚

御
意
覚

元
禄
六
冬

一
　
旧
冬
四
組
之
者
訴
訟
之
儀
申
出
候
処

ご
さ
た
に
お
よ
ば
れ

元
禄
七
春

被
及
御
沙
汰
　
当
春
頭
々
迄
　
其
段

お
お
せ
わ
た
さ
れ

し
さ
い
な
く

被
仰
渡
　
四
組
一
同
ニ
向
後
無
子
細

御
奉
公
可
申
上
通
　
頭
共
迄
申
出
候
段

じ
ょ
う
ぶ
ん
に
た
っ
し

し
か
る
と
こ
ろ

達
　
上
聞
候
　
然
処
　
其
節
一
列
を

は
つ
れ
候
六
人
之
者
へ
　
意
趣
を
含

騒
動

当
春
以
来
度
々
相
働
仕
候こ

う
ぎ
に

然
處
　
私
之
意
趣
を
以
　
對

た
い
し

ひ
と
え
に

お
ん
た
め
な
ら
ざ
る

公
儀
　
何
ヶ
申
候
時
ハ
　
偏
　
不
御
為
成
所
ニ

つ
づ
け
て

気
を
付
　
抽
一
列
　
向
後
無
子
細
続
而

さ
る
こ
ろ

御
奉
公
可
申
上
之
通
　
去
比
　
注
文
を
以

べ
っ
し
て

三
頭
迄
申
出
候
由
　
別
而
神
妙
之
儀
共

思
召
候
　
此
外
相
残
三
組
之
者
共

…
…
…
…
…
紙
の
継
目
…
…
…
…
…
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｢益田家文書｣ 44-15-3

い
ま
も
っ
て

今
以
何
ヶ
申
募
候
段
　
公
儀
を

い
わ
れ
ざ
る
こ
と

軽
し
め
た
る
義
共
　
甚
不
謂
事
ニ
候

よ
っ
て
こ
こ
に

因
茲
　
境
三
郎
左
衛
門
　
堀
市
郎
右
衛
門

組
　
并
　
大
谷
権
左
衛
門
組
　
八
人
之
者
共

め
し
あ
げ
ら
れ

き
っ

一
同
ニ
被
召
上
候
　
尤
被
及
御
沙
汰
　
急

と

お
お
せ
つ
け
ら
る
べ
く

度
御
仕
置
茂
可
被
仰
付
候
へ
共
　
御
時
節

つ
か
わ
さ
れ

し
か
し
な
が
ら

旁
故
　
一
向
ニ
御
暇
被
遣
候
　
乍
尓
　
石
見

以
来
御
供
仕
　
数
代
御
奉
公
申
上
候
者

ご
せ
ん
ぞ
に
た
い
さ
れ

之
儀
候
へ
ハ
　
御
当
家
被
對
　
御
先
祖

め
し
は
な
た
れ

候
て
茂
　
一
向
ニ
被
召
放
候
段
　
御
心
外

お
ぼ
し
め
し

こ
の
う
え
な
が
ら
つ
づ
け
て

思
召
候
　
乍
此
上
　
続
而
御
奉
公
可
申
上

こ
こ
ろ
だ
て
に
お
い
て
は

さ
し
す
て
ら
れ

と
の
於
心
立
ハ
　
御
憤
を
被
差
捨

め
し
つ
か
え
ら
る
べ
く

先
々
之
分
ニ
可
被
召
仕
候
条
　
此
段
委

も
う
し
わ
た
さ
る
べ
く

い
よ
い
よ
も
っ
て
あ
い
つ
の
る

細
可
被
申
渡
候
　
弥
以
　
相
募
者

こ
れ
あ
る
に
お
い
て
は

於
有
之
者
　
早
速
退
去
可

…
…
…
…
…
紙
の
継
目
…
…
…
…
…
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被
申
付
候
　
　
以
上

元
禄
七

戌
ノ
　
閏
五
月
廿
九
日

益
田
　
久
右
衛
門
殿

益
田
　
与
右
衛
門
殿

栗
山
　
半
左
衛
門
殿
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東東東東東
京京京京京
大大大大大
学学学学学
史史史史史
料料料料料
編編編編編
纂纂纂纂纂
所所所所所
蔵蔵蔵蔵蔵
　　　　　「「「「「
益益益益益
田田田田田
家家家家家
文文文文文
書書書書書
」」」」」

  

1313131313
ー
２
ー
２
ー
２
ー
２
ー
２     

益
田
就
恒
御
意
書

益
田
就
恒
御
意
書

益
田
就
恒
御
意
書

益
田
就
恒
御
意
書

益
田
就
恒
御
意
書

【
注
】

【
注
】

【
注
】

【
注
】

【
注
】
こ
の
文
書
は

こ
の
文
書
は

こ
の
文
書
は

こ
の
文
書
は

こ
の
文
書
は          

4444444444-- ---

1515151515-- ---

４
と
ほ
ぼ
同
一
内
容

４
と
ほ
ぼ
同
一
内
容

４
と
ほ
ぼ
同
一
内
容

４
と
ほ
ぼ
同
一
内
容

４
と
ほ
ぼ
同
一
内
容

御
意
覚

一
　
旧
冬
四
組
一
同
御
理
之
義
申
出
候

時
分
　
境
三
郎
左
衛
門
組
　
真
嶋
与
一
右
衛
門

小
原
二
郎
左
衛
門
組
　
有
田
彦
右
衛
門
　
岩
本

惣
左
衛
門
　
大
谷
権
左
衛
門
組
　
有
福
三
左
衛
門

堀
市
郎
右
衛
門
組
　
栗
山
平
太
夫
　
大
塚
半
右
衛
門

列

右
六
人
之
者
　
其
烈
を
は
つ
れ
候
付
而

列

一
烈
之
者
意
趣
を
含
　
今
以
相
役
等

相
成
間
敷
候
通
申
募
之
由
候
へ
共

列

六
人
之
者
共
　
一
烈
を
は
つ
れ
候
段
者

し
か
り
と
い
え
ど
も

尤
之
心
入
ニ
て
候
　
雖
然
　
御
尋
之
子
細

有
之
候
条
　
六
人
之
も
の
逼
塞

お
っ
て

可
被
仰
付
候
　
於
様
子
者
追
而
可
被
遂
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｢益田家文書｣ 13-2

御
沙
汰
候
　
以
上

戌
ノ

　
　
閏
五
月
廿
九
日

益
田
　
久
右
衛
門
殿

益
田
　
与
右
衛
門
殿

栗
山
　
半
左
衛
門
殿
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東東東東東
京京京京京
大大大大大
学学学学学
史史史史史
料料料料料
編編編編編
纂纂纂纂纂
所所所所所
蔵蔵蔵蔵蔵
　　　　　「「「「「
益益益益益
田田田田田
家家家家家
文文文文文
書書書書書
」」」」」

３
ー
３
ー
３
ー
３
ー
３
ー
1010101010

益
田
氏
御
意
覚

益
田
氏
御
意
覚

益
田
氏
御
意
覚

益
田
氏
御
意
覚

益
田
氏
御
意
覚

御
意
覚

御
意
覚

御
意
覚

御
意
覚

御
意
覚

一
　
旧
冬
四
組
之
者
訴
訟
之
儀
申
出
候
處

被
及
御
沙
汰
　
当
春
頭
々
迄
其
段

被
仰
渡
　
四
組
一
同
ニ
向
後
無
子
細

御
奉
公
可
申
上
通
　
頭
共
迄
申
出
候
段

達
　
上
聞
候
　
然
処
　
其
節
一
列
を

は
つ
れ
候
六
人
之
者
江
　
意
趣
を

含
　
当
春
以
来
度
々
相
働
仕
候
　
し
か
る
処
ニ

私
之
以
意
趣
　
對
　
公
儀
何
角
候
ニ
付
ハ
　
偏
ニ
不
　
御
為
成

所
ニ
気
を
付
　
抽
一
列
　
向
後
無
子
細
続
而
御
奉
公
可
申
上
候
通
聞
召
　
此

注
文
を
以
三
頭
迄
申
遣
候
由
　
神
妙
為
　
　

此
外
相
残
三
組
之
者
　
今

以
申
募
之
段
　
公
儀
を
軽
し
め

た
る
義
共
甚
不
謂
事
候

組

因
茲
　
境
三
郎
左
衛
門
　
堀
市
郎
右
衛
門
　
并
　
大
谷
権
左
衛
門
与
八
人

之
者
一
同
ニ
被
召
上
候
　
尤   

被
及
御
沙
汰
急
度
御
仕
置
も

可
被
仰
付
候
へ
共
　
御
時
節
旁
故

同
カ

し
か
し
な
が
ら

一
向
ニ
御
暇
被
遣
候
　
乍
尓
　
石
見

以
来
御
供
仕
　
数
代
御
奉
公
申
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た
い
さ
れ

上
候
者
之
儀
候
へ
ハ
　
被
對
御
先
祖

同
カ

め
し
は
な
た
れ

候
て
茂
一
向
ニ
被
召
放
之
段
　
御
心
外
ニ

こ
の
う
え
な
が
ら

つ
づ
け
て

思
召
候
　
乍
此
上
　
続
而
御
奉
公
可

申
上
と
の
於
心
立
ハ
　
御
憤
を
被

差
捨
　
先
々
之
分
ニ
可
被
召
仕
候
条

此
段
委
細
可
被
申
渡
候
　

い
よ
い
よ
も
っ
て

こ
れ
あ
る
に
お
い
て
は

弥
以
　
相
募
者
於
有
之
者

も
う
し
つ
け
ら
る
べ
く

早
速
退
去
可
被
申
付
候
　
以
上

元
禄
七

戌
ノ

　
　
閏
五
月
廿
九
日益

田
　
久
右
衛
門
殿

益
田
　
与
右
衛
門
殿

栗
山
　
半
左
衛
門
殿
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東東東東東
京京京京京
大大大大大
学学学学学
史史史史史
料料料料料
編編編編編
纂纂纂纂纂
所所所所所
蔵蔵蔵蔵蔵
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益益益益益
田田田田田
家家家家家
文文文文文
書書書書書
」」」」」
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４
ー
４
ー
４
ー
４
ー
４   

   
   
   
   

御
意
覚
書

御
意
覚
書

御
意
覚
書

御
意
覚
書

御
意
覚
書

【
注
】

【
注
】

【
注
】

【
注
】

【
注
】
こ
の
文
書
は

こ
の
文
書
は

こ
の
文
書
は

こ
の
文
書
は

こ
の
文
書
は    

    
    
    
    

1313131313-- ---

２
と
ほ
ぼ
同
一
内
容

２
と
ほ
ぼ
同
一
内
容

２
と
ほ
ぼ
同
一
内
容

２
と
ほ
ぼ
同
一
内
容

２
と
ほ
ぼ
同
一
内
容

御
意
覚

御
意
覚

御
意
覚

御
意
覚

御
意
覚

元
禄
六
冬

こ
と
わ

一
　
旧
冬
四
組
一
同
御
理
り
之
儀
申
出
候

時
分
　
境
三
郎
左
衛
門
組
　
真
嶋
与
一
右
衛
門

小
原
二
郎
左
衛
門
組
　
有
田
彦
右
衛
門
　
岩
本

惣
左
衛
門
　
大
谷
権
左
衛
門
組
　
有
福
三
左
衛
門

堀
市
郎
右
衛
門
組
　
栗
山
平
太
夫
　
大
塚
半
右
衛
門

つ
い
て

右
六
人
之
者
　
其
列
を
は
つ
れ
候
付
而

い
ま
も
っ
て

一
列
之
者
意
趣
を
含
　
今
以
相
役
等

相
成
間
敷
之
通
申
募
之
由
候
へ
共

六
人
之
者
共
　
一
列
を
は
つ
れ
候
段
ハ

も
っ
と
も
の

し
か
り
と
い
え
ど
も

尤
之
心
入
ニ
て
候
　
雖
然
　
御
尋
之
子
細

ひ
っ
そ
く

有
之
候
条
　
六
人
之
者
逼
塞

む
し
つ
け
ら
る
べ
く

お
っ
て

可
被
申
付
候
　
於
様
子
ハ
　
追
而
可
被
遂
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御
沙
汰
候
　
以
上

元
禄
七

戌
ノ

　
　
閏
五
月
廿
九
日益

田
　
久
右
衛
門
殿

益
田
　
与
右
衛
門
殿

栗
山
　
半
左
衛
門
殿
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東東東東東
京京京京京
大大大大大
学学学学学
史史史史史
料料料料料
編編編編編
纂纂纂纂纂
所所所所所
蔵蔵蔵蔵蔵
　　　　　「「「「「
益益益益益
田田田田田
家家家家家
文文文文文
書書書書書
」」」」」

　　　　　
1616161616
ーーーーー
1717171717
ー
２
ー
２
ー
２
ー
２
ー
２

二
之
目
之
御
請

二
之
目
之
御
請

二
之
目
之
御
請

二
之
目
之
御
請

二
之
目
之
御
請

堀
市
郎
右
衛
門
御
請

堀
市
郎
右
衛
門
御
請

堀
市
郎
右
衛
門
御
請

堀
市
郎
右
衛
門
御
請

堀
市
郎
右
衛
門
御
請

二
之
目
之
御
請

二
之
目
之
御
請

二
之
目
之
御
請

二
之
目
之
御
請

二
之
目
之
御
請

堀
市
郎
右
衛
門
御
請

堀
市
郎
右
衛
門
御
請

堀
市
郎
右
衛
門
御
請

堀
市
郎
右
衛
門
御
請

堀
市
郎
右
衛
門
御
請

一
　
組
二
へ
お
き
注
１
仕
候
時
分

心
遣
仕
候
得
共
　
弥
落
付

不
申
候
時
ハ
　
組
差
上
可
申

候
へ
共
　
私
共
手
は
な
し
候
て

組
子
申
募
た
る
義
ニ
候
間

*1 *1 *1 *1 *1 ニへおきニへおきニへおきニへおきニへおき＝51頁脚註参照。｢にべ発｣と同じカ。



194

｢益田家文書｣ 16-17-2

自
然
注
１
多
人
数
之
儀
ニ
候
へ
ハ

一
人
ニ
て
茂
境
目
な
と
越
候
へ
ハ
注
２

し
か
る
べ
か
ら
ざ
る

御
為
不
可
然
義
と
存
知

仕
候
事

一
　
入
江
忠
兵
衛
被
差
戻

御
意
御
座
候
由
承
候
得
共

い
ず
れ

て

何
ヨ
リ
之
物
と
而
有
之
候
哉

一
圓
覚
不
申
候
事

一
　
船
場
迄
罷
出
候
儀
茂
組
子
共

一
通
り
の
存
分
達

*1 *1 *1 *1 *1 自然自然自然自然自然＝万一。
*  2 *  2 *  2 *  2 *  2 一人ニて茂境目なと越候へハ一人ニて茂境目なと越候へハ一人ニて茂境目なと越候へハ一人ニて茂境目なと越候へハ一人ニて茂境目なと越候へハ＝一人でも仏坂関門を越えて石州へ逃亡でもしようものなら…　。
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御
耳
申
度
と
し
き
り
に

願
候
故
　
一
通
達
　
御
耳
候
て

組
子
共
落
着
之
た
め
に
も

相
成
候
ハ
ヽ
　
御
為
と
奉
存

右
之
通
り
御
座
候
事

一
　
増
野
作
左
衛
門
　
被
差
帰
候
時
分
も

色
々
心
遣
仕
候
へ
共
　
組
子
一

圓
落
着
不
申
　
只
今
之

参
掛
り
ニ
て
ハ
　
始
終
之

御
奉
公
不
相
成
と
申
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極
候
付
ハ
　
弥
組
差
上
可
申

義
共
候
處
ニ
　
是
以
私
共
手
は

な
し
候
て
足
と
可
申
と

奉
存
　
右
之
通
り
御
座
候
事

一
　
私
共
萩
罷
出
申
度
と

願
候
事
　
是
以
組
子
共
一
通
り

御
理
り
之
筋
申
上
度
と
頻
ニ

願
候
故
罷
出
　
様
子
申
上
候
ハ
ヽ

組与
子
落
着
之
た
め
に
も

可
相
成
と
存
　
延
引
仕
候
事
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元
禄
七

戌
ノ
六
月
二
日

堀
市
郎
右
衛
門
　
花
押
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東
大
史
料
編
纂
所
蔵

東
大
史
料
編
纂
所
蔵

東
大
史
料
編
纂
所
蔵

東
大
史
料
編
纂
所
蔵

東
大
史
料
編
纂
所
蔵
「
益
田
家
文
書
」

「
益
田
家
文
書
」

「
益
田
家
文
書
」

「
益
田
家
文
書
」

「
益
田
家
文
書
」

5151515151
ーーーーー
124124124124124
ーーーーー
1313131313

益
田
久
右
衛
門
等
連
署
書
状

益
田
久
右
衛
門
等
連
署
書
状

益
田
久
右
衛
門
等
連
署
書
状

益
田
久
右
衛
門
等
連
署
書
状

益
田
久
右
衛
門
等
連
署
書
状

態
飛
脚
を
以
得
御

し
か
ら
ば

意
候
　
然
者
各
儀

到

昨
暁
暮
過
注
１
當

さ
そ
う
ろ
う
て

着
　
左
候
而
　
落
去

組

申
候
与
　
召
出
候
　
御

令
條
之
赴
　
申
渡

五
ツ
注
２
時
分
　
両
方

べ
つ
じ
ょ
う
な
く

共
ニ
　
無
別
条
　
埒

明
申
候
　
尤
両
人

共
ニ
堅
固
成
作

て

舞
ニ
而
　
と
こ
／
＼

迄
も
作
舞

ご
ざ
な
く
そ
う
ろ
う

所
　
無
御
座
候

*1  昨暁暮過昨暁暮過昨暁暮過昨暁暮過昨暁暮過はおかし｢昨晩｣カ。
*2 五ツ五ツ五ツ五ツ五ツ＝九ツか
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昨
日
罷
越
候
時
分

て

其
元
ニ
而
之
首

す
ぎ
そ
う
ろ
う
て

尾
　
夜
半
過
候
而

作
廻
申
　
御
座
候

様
ニ
と
の
儀
ニ
御

こ
こ
も
と

座
候
故
　
爰
元

飛
脚
仕
立
之
儀

茂
右
之
所
へ
對
シ

少
々
延
引
候
間な

ら
れ
る

左
様
御
心
得
可
被

べ
く成

候
　
委
細
之
儀

ぎ
ょ
い
を

者
追
々
可
得
御

う
べ
く

い
ず
れ

意
候
　
何
連

御
前
之
首
尾
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｢益田家文書｣ 51-124-13

御
了
簡
次
第

し
か
る
べ
き

お
お
せ
あ
げ
ら
る
べ
く

可
然
様
ニ
可
被
仰
上

尤
御
手
廻
り
衆
中

つ
か
ま
つ
ら
る
べ
く

も
加
判
可
被
仕
候

い
と
も
多
人
数
故

其
儀
無
御
座
候
　
い

つ
れ
も
中
／
＼
心
遣

て

ニ
而
御
座
候
　
此
段
者

欠
字
カ

委
細
罷
帰
可
（
得
）
貴
意
候

恐
惶
謹
言

梅
津
徳
右
衛
門
　
花
押

六
月
十
一
日

品
川
五
郎
右
衛
門
　
花
押
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小
国
茂
兵
衛
　
　
花
押

松
井
庄
右
衛
門
　
花
押

尚
々
　
早
々
無
障

埒
明
　
御
威
光
故
注
１

こ
の
う
え
な
が
ら

守
　
乍
此
上
　
恐
悦
奉

存
候
　
　
以
上

益
田益

　
又
左
衛
門
様

増
野
作
左
衛
門
様

松
本
市
兵
衛
様

*1 故守故守故守故守故守→固守
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東
大
史
料
編
纂
所
蔵

東
大
史
料
編
纂
所
蔵

東
大
史
料
編
纂
所
蔵

東
大
史
料
編
纂
所
蔵

東
大
史
料
編
纂
所
蔵
「
益
田
家
文
書
」

「
益
田
家
文
書
」

「
益
田
家
文
書
」

「
益
田
家
文
書
」

「
益
田
家
文
書
」

5151515151
ーーーーー
124124124124124
ーーーーー
1414141414
�
益
田
久
右
衛
門
等
連
署

�
益
田
久
右
衛
門
等
連
署

�
益
田
久
右
衛
門
等
連
署

�
益
田
久
右
衛
門
等
連
署

�
益
田
久
右
衛
門
等
連
署

書
状
書
状
書
状
書
状
書
状

態
以
飛
脚
啓
達
仕
候

し
か
ら
ば

然
者
　
飯
井
浦
迄
退つ

い
て

去
仕
候
者
之
儀
ニ
付
而

田
万
・
江
崎
な
と
も
少
々

こ
こ
ろ
も
と
な
く

つ
い
て

無
心
元
存
候
付
而
　
大
谷

進
兵
衛
下
田
万
　
指

つ
か
わ
し
お
き

遣
置
　
彼
地
ニ
罷
居

飯
井
浦
之
様
子
承

じ
げ

合
せ
　
其
外
地
下
弥

物
静
ニ
罷
居
候
様
ニ
と

申
聞
せ
遣
置
候
　
然

處
　
飯
井
浦
ニ
罷

居
候
者
　
内
々
致
吟

*1 *1 *1 *1 *1 態態態態態＝ふりはえて。わざわざ
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味
候
程
存
当
り
　
彼

お
お
か
た

地
を
し
の
び
／
＼
ニ
　
大
形

立
帰
　
夫
々
之
宿
近
所
ニ

ひ
そ
か

蜜
ニ
罷
居
　
何
と
ぞ

前
々
之
通
ニ
御
奉
公

大
谷

を
も
申
上
度
と
の
多
兵
衛

方
迄
申
出
事
ニ
御
座
候

さ
て
ま
た

い
よ
い
よ

扨
又
　
弥
　
飯
井
立
の
き
候

者
付
立

一
　
安
富
五
郎
兵
衛  

波
田

久
右
衛
門
　
片
山
久
兵
衛

大
谷
孫
兵
衛
　
大
谷

又
右
衛
門
　
高
津
左
衛
門

以
上
六
人
　
昨
朝
四

ツ
時
分
ニ
高
津
之

処
ニ
罷
越
申
し
候
由
ニ
候

高
津
江
茂
大
谷
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じ
か
た

太
兵
衛
方
よ
り
地
方
之

壱
人
彼
地
へ
聞
合
遣
候
通

大
谷

太
兵
衛
方
よ
り
も
申
越

候
間
　
高
津
之
様
子
も

あ
い
し
れ
も
う
す
べ
く

委
細
ニ
相
知
可
申
と

存
候

一
　
椋
半
太
夫
事
　
右
六
人

之
者
と
の
烈
を
ハ
は

せ
ん

つ
れ
　
飯
井
浦
を
　
先

だ
っ
て

達
而
　
奉
公
か
せ
ぎ
之
た
め

津
和
野
之
方
へ
罷
越
申

之
由
候

一
　
波
田
久
右
衛
門
事
　
増
野

藤
兵
衛
兄
弟
　
知
辱
之

つ
い
て

儀
ニ
付
而
　
内
證
を
以

異
見
仕
候
処
　
一
旦
ハ

合
点
仕
候
故 

其
段
各

江
茂
内
證
申
出
候

そ
れ
に
つ
き

栗
山

就
夫
　
昨
日
　
半
左
衛
門

方
よ
り
　
居
留
り
候
て

か
き
く
わ
え

注
文
に
も
書
加
申
候
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し
か
る
と
こ
ろ

然
処
　
如
何
儀
候
哉
　
飯

井
立
の
き
候
者
一
同
ニ

相
成
　
久
右
衛
門
事
も
高

津
之
方
へ
罷
越
候
由
ニ

御
座
候
間
　
此
段
左
様

な
ら
れ
る
べ
く

御
心
得
可
被
成
候

一
　
今
度
立
帰
御
奉
公

申
上
度
と
申
者
之

極
り
た
る
注
文
　
今
日

い
よ
い
よ

其
元
指
出
申
候
　
弥

め
し
つ
か
え
ら
れ

被
召
仕
候
段
ハ
　
其
元

お
お
せ
こ
さ
れ

よ
り
被
仰
越
次
第
ニ
　
可

申
渡
候
通
申
聞
候

其
内
之
儀
ハ
随
分
物

静
ニ
罷
居
候
様
ニ
と
手

堅
　
多
兵
衛
注
１
申
聞
せ
置
候

右
申
候
様
ニ
　
飯
井
之
義
も

諸
事
首
尾
能
埒
明

可
然
存
候
　
飯
井
之
庄
屋

方
へ
も
六
兵
衛
注
２
方
よ
り

*1 *1 *1 *1 *1 多兵衛多兵衛多兵衛多兵衛多兵衛＝大谷太兵衛のことか。
*2 *2 *2 *2 *2 六兵衛六兵衛六兵衛六兵衛六兵衛＝誰のことか。
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大
谷

太
兵
衛
差
圖
仕
　
様
子

ひ
と
し
お

申
遣
候
付
而
　
一
入
宿
之

征
討
カ

せ
い
と
う
旁
仕
候
由

相
聞
へ
申
候
　
何
も
相
替
　

儀
も
御
座
候
て
　
追
々

可
申
出
候

一
　
二
郎
兵
衛
様
注
１
御
家
来
　
梅
津

三
右
衛
門
　
小
坂
勘
兵
衛
　
爰

元
罷
越
　
品
川
三
郎
右
衛
門

て

不
存
分
ニ
而
　
立
の
き
候

段
　
笑
止
千
萬
ニ
存
候

一
通
り
彼
者
共
へ
相
對

仕
　
内
證
異
見
等
相

加
　
立
帰
御
奉
公
申
上
候

様
ニ
心
遣
仕
見
申
度
候

此
段
各
様
迄
内
證

こ
と
わ
り

を
以
　
理
申
出
候
　
如
何
ニ
も

尤
之
事
ニ
て
早
々
爰

元
罷
越
　
心
遣
仕
見
可

つ
い
て

申
通
被
仰
聞
候
付
而

*1 *1 *1 *1 *1 二郎兵衛様二郎兵衛様二郎兵衛様二郎兵衛様二郎兵衛様＝
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栗
山

昨
日
爰
元
罷
越
　
半
左
衛
門
へ

相
對
仕
　
様
子
申
出
候

<

付
箋>

注
２

つ
い
て

付
而
　
尤
儀
候
通
申
聞
せ

両
人
共
ニ
即
時
在
郷
へ
罷

越
候

じ
か
た

一
　
一
昨
日
地
方
宗
門
の
究
之

つ
い
て

義
ニ
付
而
　
斉
藤
左
兵
衛
殿

と
申
仁
　
江
崎
被
罷
越

そ
れ
に
つ
い
て

御
究
被
仕
候
　
就
夫
　
當

町
目
代
善
右
衛
門
事

早
晩
之
分
ニ
宗
門
帳

あ
い
と
と
の
え

相
調
　
江
崎
へ
持
参

斉
藤

仕
候
処
　
左
兵
衛
殿
被
申
候
ハ

益
田
就
賢

此
節
右
衛
門
様
御
家

来
之
者
　
御
暇
な
と
為

被
遣
と
承
及
候
　
左
様
之

差
引
仕
候
て
罷
出
候

あ
い
た
ず
ね
も
う
さ
れ

哉
と
相
尋
被
申
候
　
善
右
衛
門

申
候
ハ
　
前
々
之
通
ニ
相

調
　
罷
出
候
由
申
し
候
へ
ハ

*2 付箋の下の部分付箋の下の部分付箋の下の部分付箋の下の部分付箋の下の部分＝□□随分其心遣可／  □□存候由申聞せ在郷へ／  □罷越候
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右
之
差
引
仕
候
て
持

も
う
し
つ
け

参
仕
候
様
ニ
と
被
申

ら
れ

こ
こ
も
と

付
候
　
此
段
　
爰
元
ニ
て

吟
味
仕
候
處
　
何
と
も

指
引
仕
　
苦
敷
義
ニ

つ
い
て

付
而
　
昨
日
左
兵
衛
殿
江

栗
山

半
左
衛
門
方
ヨ
リ
岩
本

九
郎
兵
衛
を
以
申
遣
候
ハ

じ
か
た

地
方
宗
門
御
究
ニ

つ
い
て

付
而
　
家
来
帳
持
参

益
田
就
賢

仕
候
処
　
今
度
檀
那

足
軽
之
者
暇
な
と

き
こ
し
め
さ
れ

遣
候
通
被
聞
召
付
　
左

な
ど

様
之
差
引
抔
仕
候
哉

さ
し
も
ど
さ
れ

と
御
尋
被
成
　
被
指
戻

之
通
申
候
事
ニ
御
座
候

お
お
せ
き
か
れ

被
仰
聞
候
様
　
足
軽
之

も
の
も
ゝ
注
１
様
子
有
之

こ
の
だ
ん

候
て
触
遣
申
し
候
　
於
此

に
お
い
て
は

段
者
　
唯
今
差
引

*1 ものもゝものもゝものもゝものもゝものもゝ＝ものどもの誤記？
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仕
　
苦
鋪
儀
共
御
座
候

さ
し
の
ば
さ
れ

条
　
今
少
被
指
延

く
だ
さ
れ

被
下
候
て
　
諸
事
御
沙

汰
相
究
　
家
来

帳
之
差
引
申
付
　
いな

ら
れ

つ
れ
ニ
て
も
御
座
被
成

所
へ
持
せ
　
指
出
可
申
候
間

家
来
帳
之
義
ハ
　
今

く
だ
さ
れ

少
々
差
延
被
下
候
様

こ
と
わ
り

斉
藤

ニ
と
理
申
し
候
処
　
左
衛
門
殿

も
う
さ
れ

被
申
候
ハ
　
成
ほ
と
尤
候

義
候
　
上
使
と
御
□
談

候
て
御
家
来
帳
之

義
ハ
吉
部
注
２
へ
御
持
せ
可

は

被
成
候
　
四
五
日
者
指
延

く
る
し
か
ら
ず

候
て
も
不
苦
候
間
　
左

様
相
心
得
候
様
ニ
と
被

申
越
候
条
　
左
様
御

な
ら
れ
る
べ
く

こ
こ
も
と

心
得
可
被
成
候
　
爰
元
之

宗
門
御
帳
を
も
　
安
富

*2 *2 *2 *2 *2 吉部吉部吉部吉部吉部（（（（（きききききべべべべべ）））））＝吉部には奥阿武代官の勘場（宰判）があった。元禄5～7年の奥阿武代官は江木二郎右衛門。
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忠
右
衛
門
ニ
見
合
申
付

あ
い
と
と
の
え

折
角
相
調
さ
せ
申
し
候

飯
井
浦
立
の
き
候

六
人
之
者
　
并
　
椋
木

半
太
夫
右
之
者
と
も

家
子
共
ニ
差
引
申

あ
い
と
と
の
え

付
　
宗
門
御
帳
相
調これ

ま
た

さ
せ
可
申
候
間
　
是
又

な
ら
れ
る
べ
く

左
様
御
心
得
可
被
成
候

じ
か
た

地
方
家
来
帳
を
も

右
之
通
ニ
差
引
申

付
　
一
両
日
中
ニ
吉
部

指
出
可
申
と
存
候
　
自
然

相
替
義
も
御
座
候
ハ
ヽ

お
お
せ
こ
さ
る
べ
く

様
子
可
被
仰
越
候
　
此
外

変
カ

相
易
義
も
御
座
候
ハ
ゝ

追
々
可
得
御
意
候

恐
惶
謹
言
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栗
山
半
左
衛
門
　
花
押

六
月
五
日

益
田
與
右
衛
門
　
花
押

益
田
久
右
衛
門
　
花
押

益
田
又
左
衛
門
様

益
田
八
郎
左
衛
門
様

増
野
作
左
衛
門
様

松
井
庄
左
衛
門
様
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東
大
史
料
編
纂
所
蔵

東
大
史
料
編
纂
所
蔵

東
大
史
料
編
纂
所
蔵

東
大
史
料
編
纂
所
蔵

東
大
史
料
編
纂
所
蔵
「
益
田
家
文
書
」

「
益
田
家
文
書
」

「
益
田
家
文
書
」

「
益
田
家
文
書
」

「
益
田
家
文
書
」

5151515151
ーーーーー
124124124124124
ーーーーー
1515151515     

居
留
り
御
奉
書
申
上
候
者
名
前
覚

居
留
り
御
奉
書
申
上
候
者
名
前
覚

居
留
り
御
奉
書
申
上
候
者
名
前
覚

居
留
り
御
奉
書
申
上
候
者
名
前
覚

居
留
り
御
奉
書
申
上
候
者
名
前
覚

居
留
り
御
奉
公
申
上
候
者

居
留
り
御
奉
公
申
上
候
者

居
留
り
御
奉
公
申
上
候
者

居
留
り
御
奉
公
申
上
候
者

居
留
り
御
奉
公
申
上
候
者

堀
与
堀
与
堀
与
堀
与
堀
与
（
組
）

（
組
）

（
組
）

（
組
）

（
組
）

尾
木
　
孫
右
衛
門

高
津
　
権
右
衛
門

高
津
　
善
右
衛
門

高
津
　
正
右
衛
門

高
津
　
与
右
衛
門

長
嶺
　
七
右
衛
門

境
与
境
与
境
与
境
与
境
与
（
組
）

（
組
）

（
組
）

（
組
）

（
組
）

大
谷
　
市
右
衛
門

波
田
　
安
兵
衛

安
兵
衛
儀
ハ
御
役
引
と
り
有
之
候
哉

先
居
留
り
候
様
ニ
と
申
聞
せ
置
候

大
谷
与

大
谷
与

大
谷
与

大
谷
与

大
谷
与
（
組
）

（
組
）

（
組
）

（
組
）

（
組
）

中
村
　
新
左
衛
門

奥
山
　
忠
左
衛
門

増
野
　
左
二
右
衛
門

内
田
　
清
右
衛
門

椋
木
　
六
右
衛
門
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梅
地
　
喜
兵
衛

以
上
拾
四
人

外
ニ

安
富
　
五
郎
兵
衛

大
谷
　
喜
左
衛
門

此
両
人
ハ
末
相
極
候

六
月
二
日
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注
文
注
文
注
文
注
文
注
文

一
　
境
三
郎
左
衛
門
先
組

片
山
　
久
兵
衛

波
田
　
久
右
衛
門

品
川
　
三
郎
右
衛
門

城
一
　
宇
兵
衛

仁
保
　
徳
右
衛
門

尾
木
　
市
兵
衛

石
川
　
安
之
丞

大
谷
　
善
左
衛
門

城
一
　
忠
左
衛
門

中
村
　
六
郎
兵
衛

大
谷
　
孫
兵
衛

梅
津
　
甚
右
衛
門

河
上
　
六
左
衛
門

椋
木
　
半
太
夫
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一
　
堀
市
郎
右
衛
門
先
組

大
谷
　
又
右
衛
門

高
津
　
左
衛
門

波
田
　
半
兵
衛

大
谷
　
忠
兵
衛

以
上
拾
八
人

右
両
組
之
者
共
退
去

仕
候
　
右
之
者
共
之
内
ニ
も

今
日
又
立
帰
御
奉
公

可
申
上
と
申
者
も
可
有

御
座
哉
　
色
々
變
申
し
候

つ
い
て

き
め
が
た
く

し
か
し
な
が
ら

付
而
　
難
極
候
　
乍
尓

大
格
注
１
ハ
右
之
通
ニ
相
聞

申
し
候
　
以
上

六
月
二
日

*1 *1 *1 *1 *1 大格大格大格大格大格→大略或いは大極（局）か。
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画
像
デ
ー
タ
未
入
手

東東東東東
京京京京京
大大大大大
学学学学学
史史史史史
料料料料料
編編編編編
纂纂纂纂纂
所所所所所
蔵蔵蔵蔵蔵
　　　　　「「「「「
益益益益益
田田田田田
家家家家家
文文文文文
書書書書書
」」」」」

4444444444
ーーーーー
1515151515

堀
市
右
衛
門
切
腹
沙
汰
書
等

堀
市
右
衛
門
切
腹
沙
汰
書
等

堀
市
右
衛
門
切
腹
沙
汰
書
等

堀
市
右
衛
門
切
腹
沙
汰
書
等

堀
市
右
衛
門
切
腹
沙
汰
書
等

堀
市
郎
右
衛
門

と
と
う
を
む
す
び

一
　
此
間
組
子
共
結
徒
黨
　
無

筋
御
理
申
出
候
処
ニ
　
可
被
収
時
節

両
度
指
捨
置
　
其
上
最
初

こ
と
わ
り

之
組
一
同
ニ
諸
事
御
理
申
上
間

は

敷
之
通
申
出
候
處
ニ
　
両
頭
義
者

そ
う
ら
え
ど
も

及
一
覧
候
得
共
　
其
方
儀
者

無
披
見
段
　
甚
不
届
之
儀
ニ

思
召
候
事

一
　
先
頃
入
江
忠
兵
衛
を
以
　
被
成

御
意
候
処
ニ
　
其
旨
承
間
敷
之
由

返
答
之
趣
　
上
を
軽
し
め

緩
怠
之
義
ニ
　
思
召
候
事

一
　
組
子
共
再
相
募
候
処
ニ 

　
可
取
収

あ
ま
つ
さ
え

無
方
便
　
剰
　
両
頭
出
萩
之

覚
悟
ニ
て
船
場
迄
罷
出
候
ニ
付

組
子
茂
騒
動
仕
候
通
推
参
之

作
廻
　
畢
竟
組
子
一
味
之
心
入

不
忠
逆
意
之
至
ニ
　
思
召
候
事

お
ち
ど

右
之
廉
之
越
度
至
極
ニ

よ
っ
て
こ
こ
に

思
召
候
　
因
茲
　
切
腹
被
仰
付
候
事

元
禄
七

戌
ノ
　
　
六
月
十
日
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東東東東東
京京京京京
大大大大大
学学学学学
史史史史史
料料料料料
編編編編編
纂纂纂纂纂
所所所所所
蔵蔵蔵蔵蔵
　　　　　「「「「「
益益益益益
田田田田田
家家家家家
文文文文文
書書書書書
」」」」」

     

4444444444
ーーーーー
1515151515
ー
２
ー
２
ー
２
ー
２
ー
２

境
三
郎
左
衛
門
切
腹
申
渡
書

境
三
郎
左
衛
門
切
腹
申
渡
書

境
三
郎
左
衛
門
切
腹
申
渡
書

境
三
郎
左
衛
門
切
腹
申
渡
書

境
三
郎
左
衛
門
切
腹
申
渡
書

境
三
郎
左
衛
門

境
三
郎
左
衛
門

境
三
郎
左
衛
門

境
三
郎
左
衛
門

境
三
郎
左
衛
門

と
と
う
を
む
す
び

一
　
此
間
組
子
共
結
徒
黨
　
無
筋

御
断
申
出
候
処
　
可
取
収
時
節

あ
ま
つ
さ
え

組

両
度
差
捨
置
　
剰
　
与
子
共

四
五
人
此
度
之
列
ニ
も
れ
候
を
も

立
隠
候
段
　
不
届
之
至
に

思
召
候
事

一
　
先
頃
入
江
忠
兵
衛
を
以
　
被
成

御
意
候
処
　
其
旨
承
間
敷
之
由

返
答
之
趣
　
上
を
軽
し
め
　
甚

緩
怠
之
儀
ニ
　
思
召
候
事
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一
　
組
子
共
再
相
募
候
処
　
可
取
収

無
方
便
　
其
上
両
頭
出
萩
之

覚
悟
ニ
て
船
場
迄
罷
出
候
付

組
子
茂
相
働
仕
候
通
　
推
参

之
作
廻
　
畢
竟
組
子
一
味
之

心
入
　
不
忠
逆
意
之
至

思
召
候
事

お
ち
ど

右
之
廉
々
越
度
至
極
　
思
召
候

よ
っ
て
こ
こ
に

お
お
せ
つ
け
ら
れ

因
茲
　
切
腹
被
　
仰
付
候
事

元
禄
七

戌
ノ　

　
六
月
十
日



219

｢益田家文書｣ 46-9

東東東東東
京京京京京
大大大大大
学学学学学
史史史史史
料料料料料
編編編編編
纂纂纂纂纂
所所所所所
蔵蔵蔵蔵蔵
　　　　　「「「「「
益益益益益
田田田田田
家家家家家
文文文文文
書書書書書
」」」」」

4646464646
ー
９
ー
９
ー
９
ー
９
ー
９切

腹
申
渡
書

切
腹
申
渡
書

切
腹
申
渡
書

切
腹
申
渡
書

切
腹
申
渡
書和

田
　
安
之
丞

和
田
　
安
之
丞

和
田
　
安
之
丞

和
田
　
安
之
丞

和
田
　
安
之
丞

堀
　
　
市
之
進

堀
　
　
市
之
進

堀
　
　
市
之
進

堀
　
　
市
之
進

堀
　
　
市
之
進

同
　
　
唯
八

同
　
　
唯
八

同
　
　
唯
八

同
　
　
唯
八

同
　
　
唯
八

一
　
其
方
共
　
父
市
郎
右
衛
門
注
１
義

と
と
う
を
む
す
び

此
間
組
子
共
結
徒
黨
　
無
筋

こ
と
わ
り

と
り
お
さ
め
る
べ
き

御
理
申
出
候
處
ニ
　
可
取
収

無
方
便
　
誠
組
子
一
味
之
働

段
候
　
不
忠
之
至
ニ
候
故
　
切
腹

お
お
せ
つ
け
ら
れ

よ
っ
て
こ
こ
に

被
　
仰
付
候
　
因
茲
　
其
方
共

お
お
せ
つ
け
ら
れ

儀
茂
　
同
罪
ニ
被
　
仰
付
候
事

元
禄
七

戌
ノ

　
　
六
月
十
日

*1 市郎右衛門市郎右衛門市郎右衛門市郎右衛門市郎右衛門＝堀市郎右衛門。
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東東東東東
京京京京京
大大大大大
学学学学学
史史史史史
料料料料料
編編編編編
纂纂纂纂纂
所所所所所
蔵蔵蔵蔵蔵
　　　　　「「「「「
益益益益益
田田田田田
家家家家家
文文文文文
書書書書書
」」」」」

4646464646
ーーーーー
1010101010
追
放
申
渡
書

追
放
申
渡
書

追
放
申
渡
書

追
放
申
渡
書

追
放
申
渡
書

覚覚覚覚覚

大
野
　
三
省

一
　
其
方
事
存
念
　
当
家
心
入
を
以
　
家
来
ニ

じ
げ

留
置
　
諸
事
近
年
之
儀
ハ
地
下
之

し
か
る
と
こ
ろ

調
法
ニ
茂
相
成
候
通
聞
及
候
　
然
所
　
今
度

こ
と
わ
り

つ
い
て

と
り
お
さ
め
る
べ
き

小
組
理
騒
動
之
儀
ニ
付
而
　
一
圓
可
取
納

こ
れ
な
く
あ
ま
つ
さ
え

心
入
茂
無
之
　
剰
　
色
々
談
合
之
人
数
ニ

さ
せ
ら
れ
ぬ

ま
こ
と
に
も
っ
て

相
加
　
不
被
為
心
立
　
誠
以
　
代
々
之
恵
を

ぼ
う
き
ゃ
く
せ
し
め

い
わ
れ
ざ
る
ぎ

令
忘
却
　
不
謂
儀
共
候
　
然
時
ハ
令

て

せ
ん
な
き
ぎ

扶
助
置
候
而
茂
　
無
詮
議
共
候
条
　
暇心

配

遣
候
　
居
所
之
儀
ハ
　
相
障
り
所
　
心
抔
茂そ

の
ぎ
に
お
よ
ば
ず

有
之
候
得
と
も
　
老
足
之
事
ニ
候
へ
ハ
　
不
及
其
儀
候

し
か
れ
ど
も

然
共
　
当
領
尤
上
地
并
江
崎
・
萩
差

お
ん
く
に
じ
ゅ
う
た
る
と
い
え
ど
も

い
ず
れ

除
　
其
外
之
義
ハ
　
雖
為
御
国
中
　
　
何
ニ
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成
共
心
次
第
　
居
住
可
仕
事

元
禄
七

　
　
戌
　
七
月
廿
二
日


